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「シギルノジチ経きよう国こく軍がすでに盆ぼん地ちに展開している？　マイヨ・ルカの街まちに先行部隊が達しそうだ？」

「そのようであります」

　戻ってきた物もの見み部隊から上がってきた報告を幕ばく僚りようの一人から聞いたルーアル・ソシエダイ王国のクセルクス盆地解放軍――と自称している――司し令れい官かんバギット将軍は、あからさまに顔を顰しかめた。

「先行部隊は交渉役を街に送って、何やら折せつ衝しようを始めている模も様ようでして、このままでは奴らが先に入にゆう城じようしてしまうかもしれません」

「それだけは避けたいところだな」

　と将軍が唸うなるように言うと、傍かたわらにいた副官が訊いてきた。

「こちらの先行部隊を急いそがせますか？」

「先行部隊だけではなく、我々本隊も急ぐべきだな」

「ですが、それだと後続の輜し重ちよう部隊との距離が開いてしまいます」

「背に腹は代えられん。それに、ここまで来れば輜重部隊にちょっかいを出そうという勢力もいない。七なな都と市し同どう盟めいには押さえの兵を残しているからな。元々、あそこは我らと正面切って事を構えるだけの気き概がいも兵力もないから問題はあるまいよ」

「わかりました。全部隊に行軍速度を上げさせます」

「できるだけ急がせろ」

「はっっ」

　各部隊への手配のため、副官以下、数名の幕僚が将軍の周りから走り去っていった。

　春の淡い日ひ射ざしの下、眼がん前ぜんにそびえている山々をバギットは睨にらみつける。

　彼が率いるルーアル・ソシエダイ王国軍は、このあと、あの山地を縫ぬうように続いている北ほつ国こく街道を登っていかないと盆地に進出できない。

　バギット将軍は忌いま々いましそうな顔で呟つぶやいた。

「どれほど急いでも、全部隊が盆地に入るのは明日以降になるか……」

　シギルノジチ軍がすでに盆地に展開している以上、ルーアル・ソシエダイ軍が盆地に入ったところを白兎騎士団しろうさぎに襲われる可能性は考えなくてもいいのだが、かといって、シギルノジチに対する遅れを取り戻すことは、現状、不可能に近かった。

「もし奴らがマイヨ・ルカの街に攻撃を仕掛けたら……いや、それはないか」

　シギルノジチ軍も「盆地解放軍」を名乗っている以上、マイヨ・ルカの街を攻撃することはできないはずだとバギットは思い直す。

　下へ手たに街を攻撃したら、あるいは攻撃しないまでも脅きよう迫はくまがいの高圧的な態度に出たら「解放軍」の看かん板ばんが色あせてしまう。

　というより、看板が偽物であることを喧けん伝でんするようなものだ。

　そんな真似はバギットにはできないし、シギルノジチ軍部隊を率いているビスタマウィ将軍にしても事情は同じだろう。

（だったら、連中が街を包囲しているところに我々が加われば、多少遅れても、全体の作戦を危うくするような事態にはならんか。とはいえ、連中に好き勝手な真似をさせないためにも、早く盆地に入るに越したことはないな）

　バギットはもう一度、眼前にそびえる山々を見上げ、そしてこの先に思いを馳はせる。

（あの山地を越える峠とうげ道はそれほど険けわしくない。とくに問題なく盆地に入れるだろう。問題はシギルノジチの馬鹿どもを如い何かにして出し抜くかという点にあるのだが）

　バギットは、ふふん、とせせら笑うように鼻を鳴らした。

（それは連中も考えているのだろうがな、なあに大丈夫、儂わしは上う手まくやれるさ。そうでなくては、わざわざこんな僻へき地ちにまで遠えん征せいしてきた意味がないのだからな）




　バギット将軍が考えたとおり、彼が率いるルーアル・ソシエダイの遠征軍はほどなく峠を越えてクセルクス盆地に入った。

　当然のことながら、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎによる妨ぼう害がい工作や奇き襲しゆうなどはなかった。ただし、それは彼が率いる部隊に限れば、であったが。
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　ジアンやカッシゥスは、ルーアル・ソシエダイ王国軍が北国街道を南下していくのを山中の高みから遠えん望ぼうしていた。

　二人の傍らにはアフレアとシゥビーニュ、そしてデイレィが控えている。

「登っていきましたね」

　ジアンがそう言うと、彼女の隣に立つカッシゥス王が応こたえた。

「ここまでは予定通りですね、ジアンさん」

　ジアンは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ特製の白しろ銀がねの軽装鎧に兎うさ耳みみ兜かぶとといういつもの出いで立たちだが、カッシゥスのほうも珍めずらしく鎧姿だ。

　名目上とはいえ、実戦部隊を率いる部隊長なのだから、当然と言えば当然か。

「この段階で予定が狂ってしまうと、もうどうしようもないですから」

　とジアンが苦笑すると、アフレアが、そうよね、と応えた。

「問題は、ここから先の敵さんの動きよね」

（それだけじゃなく、あいつがちゃんと決められたとおりに動くかどうかも大問題なんだけど）

　アフレアは顔を動かさずに視線だけをそちらに向けた。

　ジアンも同じようなことを考えているのか、そっと視線を動かした。




　少し離れたところで背の高い女子が二人、仁に王おう立ちになっている。

　一人はドゥイエンヌ。

　となれば、もう一人は当然、マルチミリエである。

　ドゥイエンヌは赤く輝く赤あか銀がね製の鎧を着込み、やはり赤銀製の兜を被っていた。

　マルチミリエも同様である。




　ドゥイエンヌが顔を巡らせてきたので、ジアンは素早く視線を戻す。

「ねえ、ジアン……いえいえ、貴女あなたはゆくゆくはカッシゥス王の妾しよう妃ひになるのですから、ここはやはりジアン様とお呼びするべきかしらね？」

　可能な限り自然な動きでドゥイエンヌのほうに向き直ったジアンは、ぶるぶると顔の前で掌てのひらを振った。

「やめて。貴女にそんなふうに呼ばれると鳥肌が立ちそうだから。今までどおり、自分のことはジアンでいいってば」

「そう？　では、ジアン」

「な……何かな、ドゥイエンヌさん？」

「あら。貴女もわたくしのことはドゥイエンヌでよくってよ」

「……いいの？」

「今更ではないかしら」

「いやでも、もう貴女は白はく兎との人間じゃないし」

「いいの、いいの。あたしなんか、今も昔もドゥイエンヌだから」

　と横からアフレアが口を挟んでいた。

「そうねぇ。貴女は昔から傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女でしたものねぇ」

「あんたに言われたくはないわ！」

　ずびしっ、とアフレアが右手を振って突っ込むと、ドゥイエンヌは、ふふん、と胸を反らせた。

「べつにわたくしがどこの所属であろうとなかろうと、わたくしが認めた者であれば、ドゥイエンヌと呼ばれても不都合は感じないのだけれど」

　ジアンの顔が輝いた。

「いいの？　じゃあ、ドゥイエンヌって呼ばせてもらうね」

　すると唐とう突とつにマルチミリエが一言、言い放つ。

「殺す」

　ジアンが目を剝むいて仰のけ反ぞった。

「マルチが怒った!?」

「……というのは半分冗談だ」

「たとえ半分でも、マルチが冗談を言ったっ!?　っていうか、半分は殺す気になってるんだけどっっ！　何か言ってやってよ、ドゥイエンヌ！」

「お控えなさい、マルチ」

「申し訳ありません、ドゥイエンヌ様」

「マルチ、わたくしは自分が認めた相手に対しては対等のお付き合いをします。たとえ相手が平民であろうと、漂ひよう泊はくの民であろうと、お猿さんであろうと」

「なんと、人間以外が相手でも!?　ドゥイエンヌ様の寛かん大だいさには、このマルチミリエ、感じ入るばかりでございます」

　マルチミリエが恭うやうやしく低頭した。

「むき～～っっっ！」













「ほらマルチ。貴女のせいでお猿さんが怒ってしまったではないの」

「自分はドゥイエンヌに対して怒ってるの！」

「まぁ？　わたくし、何か貴女を怒らせるようなことをしたかしら？」

「何から何まで怒らせるようなことだよっ！」

「ぷふはっっ」

　それまで何とか堪こらえていたカッシゥスが、我が慢まんしきれずに噴き出してしまった。

　顔を背そむけているが肩が震えているから、デイレィやアフレアも笑っているのだろう。

「まあ。王様に受けたわ。よかったわね、ジアン」

「ちっともよくないよっっ！」

「あの……くっ……ドゥイエンヌ……くくっ……さん」

「なんでございましょう、カッシゥス様？」

「いえ……あの……はぁ……はぁ……」

　何とか息を整えたカッシゥスは、ようやく笑いを収めてドゥイエンヌと向き合った。

「ジアンさんは僕の大事な妾妃ですから、お猿呼ばわりはちょっと」

「あぁ、これは大変失礼いたしました」

　ドゥイエンヌは深々と頭を下げた。

「つい昔のような気安さで接してしまいました。申し訳ございません。この程度の謝罪ではカッシゥス様の怒りが収まらないというのでしたら、わたくし、地べたに額ひたいをこすりつけて……」

「いえ、そこまでしていただかなくても。それに、ドゥイエンヌさんが本気で言ってはいないこともわかっていますし」

　そう言ってカッシゥスがジアンを見やると、彼女は小さなため息を吐ついた。

「まぁ……ですね。なので、王様もあまり気にされなくてもいいですよ。自分も本気で怒ってるわけじゃないんで」

　と言ってから、ジアンはまだ頭を下げたままのドゥイエンヌのほうに顔を向けた。

「はい、ドゥイエンヌ、頭を上げて」

「ありがとう、ジアン」

　顔を上げたドゥイエンヌが意外と真面目な表情をしていたので、ジアンは面食らってしまう。

「あ、いや、べつにいいんだ……けど」

「まぁ、よいの？　では、これからはジアンのことをお猿と呼ぶことに……」

「それはよくないよねっっ！」

　ドゥイエンヌは真面目な顔を崩してにやりと笑った。

「冗談ですわよ」

「いや……わかってるけどさ」




　ジアンとドゥイエンヌやマルチミリエのやりとりを見ていたカッシゥスは、少し羨うらやましくなってしまった。

　王宮の奥で育った彼には、あんなふうに気安く打ち解けられる相手がいない。

　遠えん慮りよなく冗談を言い合える相手がいない。

　彼にも血を分けた弟てい妹まいがいるが、それぞれの乳う母ばの下もとで育てられたから、一緒に遊んだという記憶はない。

　そして長ちようじてみれば、弟妹は心を開く相手というより、どちらかというと王位を争う競争相手というべき存在になっていた。

　弟妹を除のぞけば、王宮を見渡しても周りは大人ばかりだった。

　それも、彼に阿おもねる者か、彼のことを煙けむたがる者かのどちらかだ。

　父と母は王と王妃であり、二人の前に出れば、王と王妃に対する王子という接し方をするしかなく、そこには肉親の情じよう愛あいというモノは希き薄はくだった。

　彼には自分が胸きよう襟きんを開いて話せる相手がいなかったのだ。

　冗談を言ったり言われたり、突っ込んだり突っ込まれたりする相手がいなかったのだ。

　ジアンに出会うまでは。

　彼がジアンに惹ひかれたのは、自分の命を守ってくれたというだけではなく、飾り気がなく、自分に阿らない真っ直ぐで裏表のない彼女の性格のおかげだった。

　じっさい、カッシゥスはジアンと出会ってから明るくなった。よく笑うようになった。だから彼は、ジアンには感謝しているのだ。




「王様？」

　あれこれと思い出し、考え込んでいたカッシゥスにジアンが声をかけた。

「どうかしましたか？」

「ああ、いえ、どうもしません。ちょっと、このあとのことを考えていただけで……」

「王様が心配されるのも無理ないですけど、でも、大丈夫ですよ」

　ジアンはカッシゥスが作戦の成せい否ひを心配し不安になっているのだと思い、彼を安心させようとした。

「これはあのガブリエラ団長が考えた作戦なんですし、ここには腕うで利ききの仲間が何人もいますし、ドゥイエンヌっていう強力な助っ人もいるわけですし」

　アフレアやデイレィ、ドゥイエンヌが大きく頷いた。

「そうですわ、カッシゥス様。王様は大船に乗ったつもりで堂々と構えていてくださればよいのです。実戦は、ジアンやアフレア、デイレィ、そしてこのわたくしにお任せください」

「ですね」

　カッシゥスは、にっこりと笑った。

「頼りにしていますから、ドゥイエンヌさん」

（はうぅ。なんて可愛いのでしょう。ジアンに対する憎しみが湧いてきそうですわ）

「何か？」

　ジアンがドゥイエンヌの顔を覗のぞき込んできたので、彼女は慌てて首を横に振った。

「なんでもありませんわよ、ジアン」

　ジアンは、そう？　と言って顔をカッシゥスのほうに戻した。

「じゃ、そろそろ戻りましょうか、王様」

　ジアンが顔を上げ、上空を見やった。

「雲がだいぶ厚くなってきてます」

　彼女につられて、カッシゥスだけでなく、アフレアやデイレィ、ドゥイエンヌにマルチミリエも空を見上げた。

　上空を流れる雲が、いつの間にか厚みを増していた。

　薄い灰色だった雲の色も暗あん灰かい色しよくへと色を変えてきている。

　吹き渡る風も湿しめり気を帯びて肌にまとわりつくようだ。

　この空模様なら、やがて雨が降り出すことだろう。

「レオノーラ様はすでに働いているようです。自分たちも、シェーナやリンデルがいる場所まで戻り、部隊を所定の位置につけて、そのときを待ちましょう」

「そうですね」

「ですわね」

　六人と一体は、少し離れた場所に控えている攻撃部隊の下へと引き返していった。
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　山中を迂う回かいして北国街道近辺まで進出していたジアンとカッシゥス率いる奇襲部隊は、こうして峠へと続く街道を登っていくルーアル・ソシエダイ部隊をやり過ごした。

　元から本隊に手出しをするつもりはない。

　この奇襲部隊が狙うものは、あくまで後方に続く輜重部隊である。




　高原都市セビリィノが用意した奇襲部隊は、その数ざっと三百。

　そこに、ドゥイエンヌが率いてきた援軍五百の中から選せん抜ばつした百が加わっている。

　援軍が綺き麗れいさっぱり要よう塞さい付近からいなくなるとルーアル・ソシエダイ軍に怪しまれるかもしれないので、残りの五百はグル・マイヨール要塞の一の砦とりで付近に残してある。

　そちらは、言わば目くらましである。

　一方、なぜ奇襲作戦に百しか加わっていないかというと、ドゥイエンヌが率いてきた兵員の大半は新兵か金で雇やとった傭よう兵へいなので、いきなり今回のような大事な実戦には投入できない……というのが正直なところだったのである。

　そこでベティスから率いてきた一千を半分に絞って作戦に加わったわけだが、奇襲に参加するため、そこからさらに、これなら大丈夫という水すい準じゆんの兵士百名にまで絞り込んでいたのだった。

　残りの四百は後方支援に回っている。




　総指揮官はカッシゥス王なので、奇襲部隊はカッシゥス部隊と呼ばれているが、年とし若わかで戦闘経験もない彼は名目上の指揮官に過ぎない。

　ドゥイエンヌもカッシゥス部隊の援軍という位置づけなので、カッシゥス王の指示を仰あおぐという形を取っている。

　つまり、実質的にこの奇襲部隊を動かしているのは、カッシゥスの副官という立場にいるジアンだった。




　ちなみに、この作戦は「山やま嵐あらし」と呼ばれている。

「山を荒らす」のと「山の嵐」をかけているわけで、これはレフレンシアの命名だった。

　山を荒らすとはなんのことか。

　誰が荒らすというのか。

　山の嵐とはどういう意味か。

　それは……いや、説明はもう少しあとにしよう。




　この部隊の戦せん術じゆつ目的は、ガブリエラの戦略の一いつ環かんとしてルーアル・ソシエダイ遠征軍の輜重部隊を奇襲し、彼らに打撃を与え、運うん搬ぱんしている輜重を破は却きやくすることにあった。

　しかし、ただ奇襲するだけでは大きな打撃を与えるのは難しい。

　後こう尾びから攻めかかれば前方へ逃げられる。

　行く手を塞ぐように攻めれば、元来たほうへ逃げていく。

　奇襲部隊の兵数に余裕があれば行く手に伏ふく兵へいを配置しておいて後尾から攻めかかるという方法――あるいは、その逆――も使えるのだが、カッシゥス部隊にそこまで余裕があるわけではない。

　それに行く手に伏兵を置いておくのは、ほぼ不可能だった。

　何な故ぜならルーアル・ソシエダイ軍本隊がこの先を行軍しているからで、当然、本隊は街道の周囲に多数の物見を放って安全を確保しようとする。

　予あらかじめ伏兵を置いておいても、本隊に察知されたら、たちまち蹴け散ちらされてしまう。

　そうなれば奇襲そのものが成り立たない。

　かといって本隊が完全に通過するのを待っていたら、伏兵の配置はとうてい間に合わないだろう。

　登り口に差しかかる辺りはルゥノ＝ヴァルディア七都市同盟からそれほど離れていないため、輜重部隊も本隊と大きく離れていないと考えるべきだった。

　ということで、カッシゥス部隊は、最初から挟み撃ちは考こう慮りよに入れていない。




　敵が輜重を放り出して逃げてくれれば目的の過か半はんは達成したようなものだから逃げられてもかまわないのだが、しかし兵数を比べれば輜重部隊のほうが多いはずである。

　本隊三千の輜重を運ぶのだから、普通に考えて四百や五百はいる。

　もしかすると七百から八百くらいはいるかもしれない。

　奇襲が決まったとしても、輜重を放り出して逃げてくれるかどうかは難しいところだ。

　それに。

　ルーアル・ソシエダイ軍に与える物理的、心理的打撃をなるべく大きくしたいガブリエラとしては、ただ輜重を破却するだけでは物足りない。

　ガブリエラは輜重の破却とともに、輜重部隊にも大損害を与えたいと考えた。

　この辺りに、崇すう高こうな理想主義者でありながら冷れい徹てつな現実主義者でもあるというガブリエラの本質、特とく徴ちようが現れたと言えるだろう。

　ガブリエラは輜重部隊を袋の鼠ねずみにする方法を使うことにした。

　この方法なら本隊と輜重部隊を遮しや断だんできる。

　本隊からの援軍が駆けつけてこられず、逃げた輜重部隊が本隊へ駆け込むことも阻止できる。

　戦闘中に本隊が一部でも引き返してくれば、今度はジアンたちの奇襲部隊が壊かい滅めつする危険が出てくるから、それを防ぐためには両者の距離を開けるか、行き来を遮断するかのどちらかが必要となる。

　手持ちの兵員の数と部下の能力から、ガブリエラは後者を選んだのだった。

　では、どうやって本隊から輜重部隊を遮断するのかというと。

　言い換えれば、どうやって輜重部隊を孤こ立りつさせるのかというと。

　そこをレオノーラの能力に頼ろうというわけだ。

　自じ然ねん士しであるレオノーラなら、大部隊を用意せずとも、輜重部隊を本体から切り離し、孤立させられる。

　同時に、その方法が上手く嵌はまれば、輜重部隊の兵員が一千近くいたとしても、大混乱に陥るだろう。

　そこをジアンたちが奇襲すれば……。

　ガブリエラとレフレンシアは敵の輜重部隊に大打撃を与えられると考えた。




「雪ゆきう兎さぎ作戦に続いてレオノーラ隊長に苦労をかけてしまいますが」

　とガブリエラは申し訳なさそうに言ったのだが、レフレンシアのほうはあっけらかんと笑ったものだ。

「大丈夫。レオノーラの奴は黙っていると手を抜いたりサボったりするから、少し苦労するくらいがちょうどいいんだよ」




　その当人、レオノーラは、今、アルゴラたちに護まもられながら山中に潜み、仕掛けの準備をしているはずだった。

　いや、すでにレオノーラの能力は発揮されつつある。

　先ほどジアンが言ったように、天候が怪あやしくなってきているのがその証拠だ。

　朝方は薄うす曇ぐもりで、ときどき薄日が漏もれていたのに、すでに上空は黒い雨雲に覆われている。

　そう、これは自然士であるレオノーラが呼んだ雨雲なのだ。

　つまり彼女は雨を降らそうとしている。

　それもただの雨ではない。

　雪兎作戦を思い出してほしい。

　レオノーラが降らす以上、特定の狭い地域に集中的に雨を降らせることができる。

　というより、特定の狭い地域にしか降らせられないと言ったほうがいいかもしれない。

　山の中の狭い地域、そこに短時間に集中的に雨が降ればどうなるか。

　答えはやがて明らかになる。
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　物見に出ていたアルゴラとハイミオが戻ってきた。

　下草が生おい茂しげる道なき山中の森を歩くということで、足下は膝ひざまで届くような長ちよう靴かで固めている。

　上半身は白銀製のいつもの軽装鎧だが、その下に着けているのは裾すそが割れたいつもの長なが裳もではなく、歩き易やすさを優先した短裳だった。

　太ももには肌を保ほ護ごするため、薄い革かわ帯おびを巻いている。

　これなら枝や下草が足に触れても、皮ひ膚ふが切れたりすることがない。

　そんな装備で物見に出ていたアルゴラとハイミオは、ルーアル・ソシエダイ軍本隊を確認した後、レオノーラがいる場所まで駆け戻ってきたのだった。




「ただいま戻りましたヨ、レオノーラ様！」

　ハイミオが大げさな態度で白兎騎士団しろうさぎ式の敬礼を寄よ越こしたので、レオノーラは精せい霊れいへの呼びかけを中断して、とりあえず敬礼を返した……のだが、動きが鈍い上に力が抜けているので、挙あげた右腕が宙ちゆうを泳いでいるように見える。

　腕を下ろしたレオノーラは、ハイミオからアルゴラに視線を移す。

　説明はハイミオから受けるよりアルゴラから受けるほうが早い。

（というかぁ、あの娘この話し方、ちょっとウザいもんね～～？）

　それをレオノーラが言うのか？　という気がしないでもないが、ハイミオの報告ではいろいろ面倒だというレオノーラの意見には、他の団員も賛さん同どうしてくれるだろう。




「で～～、どうでしたぁ、アルゴラ隊長～～？」

　他の団員にはそれなりの緊張感が漂っているのに、レオノーラだけは、相も変わらぬ緩ゆるい表情と態度を崩していない。

　それが作り物だとしても、この状況で作り続けていられるのがレオノーラの凄すごみだ。

　レオノーラのいつもと変わらぬ言動は、部下を安心させる効果があると、アルゴラもそこは評価している。

「何事もなく通過していったよ。ほどなく峠に達するだろう」

「ということは～～」

「ああ、始めてくれ」

「ではぁ、やりますかね～～」

　ゆらゆらと体を揺らしながら、レオノーラは地面に置いた床しよう几ぎに改めて腰を下ろし、精霊への呼びかけを再開させる。

　守しゆ護ご天てんへの祈りを捧ささげる体勢で固まったレオノーラを横目で見やってから、アルゴラは空を見上げた。




　すでに上空は一面の黒こく雲うんで覆われていて、分厚い黒雲は手を伸ばせば届きそうなほど近くにあった。

　アルゴラの頰ほおを撫なでる風も、ねっとりと湿り気を帯びている。

　いま、風や水を司つかさどる精霊たちが、レオノーラの呼びかけに応えて大気中の水分を集めているのだ。

　集まった水分はやがて限界を超え、雨となって地上に降り注いでくるだろう。

　本来は広い範囲に雨を降らせるだけの水分が、精霊の働きによって、この辺り一帯に集中しているのだ。

　となれば降る雨はただの雨ではない。大雨が、むしろ豪ごう雨うと言っていいほどの激しい雨が降るはずだ。

　短時間に降る集中豪雨。

　それがもたらすものは――。




　ぽつり。




　雨粒がアルゴラの頰を打った。

「来たか」

　顔を下ろしたアルゴラは、周りにいる団員たちに呼びかける。

「無駄だとは思うが、着ていないよりはマシかもしれん。雨あま笠がさと雨あめ避よけマンテラを着けておけ」

「はいですヨ」

「了解っす」

　アルゴラに率いられてきたレオノーラ警護部隊の面々は兜を外し、荷袋から取り出した雨笠とマンテラを装着した。

　着け終わる頃には雨が本降りになっていた。

（さて、あとは想定どおり、街道沿いの斜面が崩れてくれるかどうか……だな）

　アルゴラは目を細め、右手で目ま庇びさしを作って雨が目に入るのを防ぎ、上空を振り仰いだ。

　雨は早くも「滝のように」という形けい容ようが相応ふさわしいほどの降りになっている。

（ふふん、これなら予定どおり崩れてくれそうだな。そうなれば）

　アルゴラは、くくっっ、とほくそ笑むように笑った。

（敵と斬り合いができそうだ）
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　シギルノジチ経国の盆地遠征軍で先せん陣じんを受け持っているヴィネダ大隊は、後続の本隊に先行してマイヨ・ルカの街近辺まで進出していた。

　仮に白兎騎士団しろうさぎ側からの攻撃があった場合でも、それを排除しつつ街まで進むのが、彼女と彼女が率いる部隊に課せられた任務だ。

　が、ここまで白兎騎士団側からの手出しは一切なかった。

　クセルクス盆地は基本的に平へい坦たん地ちで、起き伏ふくも少ないし大きな森や林もほとんどない。

　つまり伏兵を置けるような場所がないわけで、敵地ではあっても盆地を移動するのに不安はなかった。

（こんな場所でちょっかいを出してくるほどレフレンシアも間抜けではないからな）

　ヴィネダは最初からそう思っているが、白兎騎士団しろうさぎのことを知らない兵たちはそうではない。

　盆地に降りるまでも、いつ奇襲があるかと怯おびえている兵もいた。

　じっさい、盆地に下りたところで、ちょっとした攻撃があった。

　そう、ガブリエラに頼まれたアスカが、少数の精せい鋭えいを率いて仕掛けたものだ。

　ヴィネダなどは、こちらの部隊の練れん度どを測るために奇襲の真ま似ね事ごとをしたに過ぎないと見切っていたが、兵の中には、やはり白兎騎士団しろうさぎは油断がならないと、さらに警戒感を強めた者もいる。

　見通しがいいという事実は、それだけで彼らを安心させる。




　ヴィネダはマイヨ・ルカの街を遠望する小高い丘まで部隊を進めると、そこで停止を命じた。

（攻撃してくるとは思わないが、手を抜いていると味方に思われても困る。とりあえず陣じん地ちを作っておくか）

　と考えたヴィネダは、副官に簡単な陣地を構こう築ちくするように命じた。

　副官が各中隊長に命令を伝えて戻ってくると、ヴィネダは彼に伝令を呼ぶよう言った。

「ビスタマウィ将軍に伝令ですね？」

「それもあるがな、もう一つ、マイヨ・ルカの街にも使者を送っておく」

「街に？」

　副官は意外そうな顔になる。

「捕とらわれたりしませんか？」

「それはないな」

「ない……のですか」

「使者の一人や二人を捕らえたところで大勢になんの影響もない。白兎騎士団しろうさぎの評判が下がるだけだ。そんな愚おろかなことはしないよ」

「で、ありますか」

　まだ納得できないという顔をしている副官に、ヴィネダは心中で言葉を継ついだ。

（おまえたちならやるかもしれないから、そう考えるのも無理はないがな）

「で、使者には何を伝えさせるのです？」

「まずは降こう伏ふく勧かん告こくをしてみる」

「それこそ無駄撃ち……ではありませんか？」

「無駄なら無駄でいいんだよ。きちんと降伏を勧すすめたという事実が大事なんだ。我々はマイヨ・ルカの街の住民を鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの圧政から解放しに来たんだろう？」

「……そうでした」

「本音と建て前は、もう少し上う手まく使い分けないとな」

「ご教きよう示じ、肝に銘めいじておきます」

「こんなこと、べつに肝に銘じる必要などない。まぁそれはさておき、ともかく降伏を勧告する文書を持たせた使者を街に送れ。相手が受け取ろうが受け取るまいが、どちらでもかまわない。使者が捕らわれようが戻ろうが、それもかまわない。ただ事実だけがあればいい。シギルノジチ軍が誠意を見せたという事実がな」

「了解であります。降伏勧告の文書の文案は如何いかがいたしますか？」

「それは誰か適当な者に適当に書かせろ。別に名文を作る必要はない。必要なのは中身ではなく外そと面づらさ」

「それも了解しました」

　副官の敬礼に、ヴィネダも敬礼を返す。

　回れ右した副官の背を見送りながら、ヴィネダは内心でため息を吐ついた。

（以前は、つい白兎騎士団しろうさぎ式の敬礼が出そうになったものだが、最近では自然とシギルノジチの敬礼が出てくるようになったな）

　シギルノジチの客きやく将しようとなってからは、完全に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとは縁えんを切ったつもりだった。

　それなのに、こうして白兎騎士団しろうさぎ式ではない敬礼がすんなりと出てくることに一いち抹まつの寂しさを覚えてしまうのは何故だろうとヴィネダは自問自答しかけたが。

（いやいや、今はそんなことを考えている場合ではないだろう）

　直すぐに意識を現実に振り向けた。

（あいつ、レフレンシアは油断のならない奴だ。あの決けつ起きの際、嫌というほど思い知らされているではないか。今だって何か企んでいるに決まっている。直接、こちらを攻撃しなくても、こちらに打撃を与えるような何かを、だ）

　レフレンシアの存在と彼女への復讐心だけが、敬けい愛あいする主あるじを失い、己の拠より所までも失ったヴィネダの心の支えだった。

　レフレンシアに復讐する。

　マリエミュール団長を殺したことを――実際はレフレンシアが殺したのではないが、ヴィネダにすれば、レフレンシアに殺されたも同然だった――後悔させてやる。

　ヴィネダはその想いだけで、白兎騎士団しろうさぎを出てからの時を生きてきたと言っても過言ではない。

　言葉を換えれば、たとえ憎むべき復讐の対象であっても、レフレンシアの存在が今のヴィネダを支えているということに外ほかならないわけだ。

　その事実に改めて気づいたヴィネダは憮ぶ然ぜんとしてしまうのだった。
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　マイヨ・ルカの街へ送られた使者は、ほどなく戻ってきた。




　副官に連れてこられた使者は、ヴィネダの前に立つと、姿勢を正して敬礼を送った。

「述べよ」

　敬礼を解といた使者は、自分が見聞きしてきたことの報告を始めたのだが、

「なに？　誰もいなかっただと!?」

　というヴィネダの叫び声に報告を中断してしまう。

「白兎騎士団しろうさぎの奴ら、一人もいなかったのか!?」

「さようであります。仕方がないので、わたくしと副使は街の有力者を探して、彼らと話をしました」

「……なんと言っていた？」

「白はく兎と騎き士し団だんの団員は本城に籠こもるために引き揚あげていった……のだそうであります」

（たしかに五十や百で街に籠っても防衛戦などできはしない。全員でグル・マイヨール要塞に籠るというのは理に適かなってはいる。いるが……そんなまっとうな戦い方をレフレンシアがするだろうか）

　ヴィネダが考え込んでしまったので、使者は報告を再開させる機会を摑めず、大隊長から声がかかるのを待っている。

　いつまでも考えていられても困るので、仕方なく副官がヴィネダに声をかけた。

「街に白兎騎士団しろうさぎの団員がいないことがそれほど不ふ審しんですか？　状況を考えると、城塞に引き揚げるのが普通だと思うのですが」

　ヴィネダが顔を上げ、ゆっくりと首を巡らせてきた。

「普通だな」

「普通では不ま味ずいのですか？」

「不味くはないが、何か焦きな臭くさいな」

　と言われても、副官には上官が何を気にしているのか、さっぱりわからない。

（隊長は元白兎騎士団しろうさぎの人間だから、以前の体験を根こん拠きよにしているのだろうが）

　と想像することしかできない。

「いや、ここで考えていても始まらない……か」

　ヴィネダは軽く頭を振ると、使者に向き直った。

「で？　街の有力者たちはなんと言っていた？」

「入城されるなら、どうぞ、と」

　ヴィネダの眉が跳ねた。

「抵抗はしないと言うのか」

（怪しいな）

　というヴィネダの疑心など知らぬまま、使者は言葉を続ける。

「彼らによると、白はく兎と騎き士し団だん員いんから『あとのことは皆の裁さい量りように任せる。とにかく住民に犠ぎ牲せいが出ないよう取り計はからってほしい』と言われたそうであります」

　ヴィネダは難しい顔で、またもや沈ちん思し黙もつ考こうに入った。

（ますます怪しいな。あまりに当然すぎて怪しい。とはいえ、それ以外の選せん択たく肢しがないのも事実なのだが。奴らの思おも惑わくはともかく、街に入れるなら入ってしまうか。それから白兎騎士団しろうさぎの倉庫を押さえて……）

　ヴィネダが、はっとした表情になって顔を上げた。

「白兎騎士団の物資について、奴らは何か言っていたか？」

「接せつ収しゆうするなら、それもお好きに、と」

「なんだと!?」

（なんだ、その物わかりの良さは!?　怪しすぎる。あまりに怪しすぎる。だが……それ以外に何ができるというのだ。いやしかし……待てよ！）

　ヴィネダの脳のう裏りに過去のある出来事が蘇よみがえった。

「白兎騎士団しろうさぎの倉庫は確かめたか？」

　使者は戸惑った顔になる。

「い、いえ。我々は単なる使者ですので、街の有力者と話したに過ぎません」

「ああ、そうだったな。となると……」

　口の中で何事かを呟いたヴィネダは、顔を街のある方向へ振り向けた。

　本陣は小高い丘の上に置いてあるので、そこからだと街の城じよう壁へきが遠望できる。

「入っていいというのなら、入ってしまおう。確かめたいことがある」

「よろしいのですか？　将軍の裁さい可かを仰がなくても」

　と副官が訊いてきたが。

　顔を戻したヴィネダは、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「べつに戦闘を始めようというのではないからな。我々は先陣だ、後続の本隊のために街を確保するのも我々の務つとめだろう」

「街中に伏兵のいる虞おそれはありませんか？」

「あの街に数百もの兵を隠してはおけないさ。だいいち今の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは総兵力が五百と少ししかいないのだからな。我々を襲って撃退する気なら全兵力で街中に隠れなくてはならない。そんな真似ができると思うか？」

「……思いませんね。仮に万が一、五百もの伏兵を街に入れたら本城が空っぽになりますから、我らの後続が来たら、たちまち奴らの本城が陥ちてしまいます」

「だろう？」

　と副官の答えを認めながらも、胸の内にどうにも釈しやく然ぜんとしない思いが湧わくのを抑えられないヴィネダだが、敢えてそれを無視して彼女は使者に向き直った。

「他に何かあるか？」

「入城する場合は、街の施設や住民に被害が出ないようにしていただきたい、と言われております」

「まぁ……当然の話だな。こちらも、元よりそのつもりだから問題はない」

　ヴィネダは決断を下した。

「我が大隊はマイヨ・ルカの街に入城する」

　と力強く副官に宣言した。

「ははっ」

　副官が姿勢を正し、敬礼を送ってきた。

　ヴィネダは改めて使者に顔を向けた。

「おまえはもう一度、街に赴おもむいて、半はん刻こく後に我が大隊が入城すると有力者どもに伝えろ。城門が開いていれば黙って入城する。城門が閉まっていれば、無理矢理押し入ることになる。無駄な犠牲を出したくないなら、確実に城門を開けておけと念押ししてこい」

「はっっ。もう一度、使者として街に向かいます。半刻後に我が大隊は街に入城する。その際、城門が開いていればそのまま入城する。城門が閉まっていれば、無理矢理押し入ることになるので、犠牲者を出したくなければ城門を開けておくようにと念押ししてきます」

　使者の復唱を確認すると、ヴィネダは、

「よし、行け」

　と送り出した。

　走り去る使者の背中を見送ると、ヴィネダは副官に向き直った。

「入城したら、まず鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの建物を接収する。警邏隊の詰め所や倉庫をだ。それとアルアラネ大だい聖せい堂どうもだな。そこに部隊指揮所を置こう。入城は半刻後だ。直ぐに出立の準備を始めさせろ」

「了解であります！」

「ああ、もう一つ。後続の第一大隊にも伝令を送っておけ。第三大隊はマイヨ・ルカの街に入城して本隊の到着をお待ちします、とな」

「それも了解であります」

　ヴィネダは副官が中隊長を招集するのを見やりながら、何かおかしい、どこか不自然だという違い和わ感かんをどうしても打ち消せなかった。




　　　　　７




　半刻（この世界の時間単位で、約一時間相当）後――。




　ヴィネダ大隊は何事もなくマイヨ・ルカの街に入城した。

　彼女は直ぐさま、ビスタマウィ将軍の下もとへ入城を報告する伝令を送り出す。

　そのときすでに、後続の第一大隊の先さき駆がけがヴィネダの第三大隊に合流していた。

　先駆けは第一大隊長のガゼッタが自ら率いてきた百だ。

　ガゼッタは第三大隊がマイヨ・ルカの街に入るという報告を聞いて、足の速い騎き馬ばだけを率いてすっ飛んできたのだった。




　すでに日は暮れており、宵よい闇やみに包まれた街中を、松たい明まつを手にした多くのシギルノジチ兵が縦じゆう横おうに走り回っている。

　街の住民は、ある者は忌いま々いましそうに、ある者は不安そうに、それをおとなしく見守っていた。

　もちろん、白はく兎と騎き士し団だん員いんの姿など、どこにも見当たらない。

　ヴィネダは予め簡単な街の地図を描いて部下に渡してあった。

　白はく兎と騎士団員だったヴィネダの知識と経験が活きたわけだ。

　おかげで兵は暗くなった時刻でも迷うことなく、警邏隊の詰め所といくつかの倉庫、それにアルアラネ大聖堂をあっさりと接収できたのだった。




　自分の幕ばく僚りようと、そして駆けてきた第一大隊長と彼の幕僚と共に、接収したアルアラネ大聖堂に入ったヴィネダは、詰め所と倉庫を押さえたという報告を受けて新たな命令を下す。

「倉庫の中を調べろ。兵糧があるかどうかを確認するのだ」

　それを聞きつけた第一大隊長のガゼッタが怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

　ガゼッタは、年の頃は四十前後かという、実戦経験が豊かな部隊指揮官だ。

　なんの抵抗も受けないまま、あっさりとマイヨ・ルカの街に入れたことに彼も驚いていたが、彼の場合は嬉うれしさの混じった驚きだ。

　ヴィネダのように不ふ審しんの混じった驚きとは少しばかり驚きの中身が違った。

「何か問題があるのか？」

　ヴィネダは彼に向き直ると、小さく肩をすくめてみせる。

「最悪の場合、兵糧がすべて持ち出されている可能性があるのですよ」

「なるほど。白兎騎士団しろうさぎの連中ならやりかねんな。しかし、我らのほうは本隊の後ろに輜重部隊が続いているのだから、一日か二日あれば兵糧は届く。なくても困りはしないだろう？」

「それはそうなんですが、自分たちで用意した兵糧を消費するより敵の兵糧をいただいたほうが得でしょう？」

「それは……たしかにそれもそのとおりだな」

「あと、兵糧が残っていた場合は、毒が入っている虞があります」

　第一大隊長は、ぎょっとした顔になった。

「そ、そこまでやるのか」

「勝つためなら、いろいろなことをやりますよ」

　と応えておいて、ヴィネダは内心でせせら笑った。

（今さら何を言っている。勝つためなら、どんな卑怯なことでもするのがシギルノジチの十お八は番こだろうに）

「ま、ほどなく報告が入るでしょう。座って待ちませんか」

　とヴィネダに促され、ガゼッタは床几に腰を下ろした。

　ヴィネダたちがいるのは大聖堂の祈りの間だ。

　正面には守護天アルアラネの大きな立りつ像ぞうが置かれていて、侵入者を冷ややかな目つきで見下ろしている。

　床几に腰を下ろしたガゼッタは落ち着かない様子でアルアラネ像を見上げ、そして顔を戻すということを繰り返している。

「あの像は、将軍が到着される前に布か何かで隠しておいたほうがいいのではないか」

「は？」

　ヴィネダは、最初、彼が何を言っているのか理解できなかった。

「いや、我らの信奉する守護天とは異なるわけだからな。ここが我らの物となった以上、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの守護天は撤去……は無理だとしても、隠しておくべきではないかと思ってな」

（なるほど、さっきからそれを気にしていたのか。そんな感覚すっかり忘れていたな。いや、元からわたしは、守護天を敬うやまうとか、そんな気持ちなど持ち合わせていなかっただけかもしれないが）

「それはお任せしますが、明日でもいいのでは？」

「そうだな。我が部隊が到着したら、それはこちらでやっておこう」

　同じ大隊長でも、ガゼッタは本国の人間だし、先せん任にん幹かん部ぶでもある。

　ヴィネダはいちおう彼を立てておこうとして尋ねた。

「第一と第三で一千。それだけ街に入ると、かなり手て狭ぜまになりますが、どうしますか？　このあと将軍が率いる本隊も来るわけですしね」

「全部を中に入れるわけにはいかんな。街の住民を不安に陥れたくはない。兵は天てん幕まくを張るしかないだろう。我が隊は、到着後、街の外に宿しゆく営えいさせるよ」

「では、我が第三も……」

　と言いかけたヴィネダをガゼッタが遮さえぎった。

「いや、街の警備のこともあるから、君の大隊は全員が中にいたほうがいい。それに、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがいないのなら、このあとは街の有力者たちと交渉することになる。君が見知っている者もいるのだろう？　君がいたほうが何かと都合がいいはずだ」

「……ですか。では、我が隊には街の警護に当たらせます」

「頼んだよ」

　ヴィネダは、ガゼッタという第一大隊長に好感を持った。

（いけ好かない奴の多いシギルノジチ軍では、まともなほうだな）

　というのが正直な感想だった。

「大隊長、お茶が入りました。飲まれますか？」

　と幕僚の一人が声をかけてきた。

「もらおう。ガゼッタ大隊長にもな」

「もちろんです」

　そうして出されたお茶をヴィネダが飲んでいると、倉庫を調べに行った中隊の隊長が戻ってきた。




「兵糧は残っていたか」

「はい。ですが、我が大隊を一日、二日ほど養やしなえる程度の量しかありません」

「少ないな。街に籠って敵と睨にらみ合うだろうことが予想されるのに。最悪、攻撃される事態だって。普通はもっと大量の兵糧を蓄たくわえておくだろうに」

　とヴィネダは疑念を口にした。

　このことが何を意味するかヴィネダは考える。

（最初から少なかった？　それはおかしいな。だとすれば……持ち出したのか）

　という彼女の推測を肯こう定ていするようにガゼッタが言った。

「街を捨てて城塞に籠ろう城じようすると決めた以上、兵糧を持ち出そうとするのは当然ではないかな。しかし時間と人手が足りずに、すべてを持ち出せはしなかった……という理解でいいのでは？」

（たしかに、それが普通だ。それが自然だ。どこにもおかしな点はないように思える。だがしかし。あいつは自然に見えて自然ではない手を使ってきた。今回だって、どこにどんな罠を仕掛けているかわからんぞ）

　と思うヴィネダだが、それをガゼッタに言ったところで理解してもらえないだろう。むしろ、何を言っているのだ？　と怪訝に思われるかもしれない。

　最悪、怪しまれる虞すらある。

　何しろ彼女は、ここでは外と様ざまなのだ。

　それもただの外様ではない。

　以前は、眼前の敵、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの大幹部だった外様なのだから、迂う闊かつなことを言える立場ではない。

　もしかすると、それもレフレンシアやガブリエラの計算のうちだったのかもしれない。

「そのとおりかもしれません」

　とガゼッタに応えたヴィネダは、自分の幕僚へ顔を向ける。

「毒は調べたか？」

「はい、調べました。異常はなかったそうであります」

「そうか」

（気の回しすぎだったか？）

　と思ったものの、念のため、命じておく。

「街中の井戸や水場も調べておけ」

「はい？」

「だから。毒が投入されていないかどうかを、だよ」

「りょ、了解しました」

　幕僚がヴィネダの新たな指令を伝えに下がっていくと、ガゼッタが少し呆れたような顔を向けてきた。

「ずいぶんと用心深いのだな」

「まぁ、それだけの相手ということです」

　ヴィネダは、そう言って適当に誤ご魔ま化かしておく。

「たしかに注意してしすぎることのない相手かもしれん。何しろルーアル・ソシエダイの奴ら、たった数人の白兎騎士団しろうさぎ相手に数百もの犠ぎ牲せい者しやを出したそうだからな。まぁ、ルーアル・ソシエダイの間抜けどもなら、さもありなんというところか」

　ガゼッタは自分の言葉に、うんうんと頷いた。

「我らは連中のような醜しゆう態たいをさらしてはならんからな。用心深いほうがいい」

「ですね。さて」

　ヴィネダは床几からゆっくり立ち上がると、近くに控えていた副官を呼んだ。

「少し城内を見ておきたい。十人ほど選んでくれ」

　副官は驚きの色を浮かべた。

「大隊長自らですか？」

「以前と同じか、変わったところがあるのかを確かめておきたいんだ」

「明日、明るくなってからでもいいのではありませんか？」

「早いほうがいいと思ってな。それに、何人か、挨あい拶さつしておきたい奴もいるしな」

　つまりヴィネダは、顔見知りの街の有力者に声をかけるつもりだと言っている。

「わかりました。ですが、十人では足りません。五十人ほど付けますので」

　ヴィネダが苦笑を浮かべた。

「そこまで大げさにすることもないのだが」

「それがお嫌なら、城内の見回りは明日、明るくなってからということで」

「ああ、わかったわかった。五十人でも五百人でも好きなだけ付けるがいい」

「全員を付けてしまっては他の仕事ができません」

（こいつはこいつで少し真面目すぎるな）

　と思うものの、自分の身を案じているのだから副官に文句を言う筋合いでもないし、真面目な人間をその真面目さで非難するのもお門かど違いだろう。

　ヴィネダは、わかっているよ、という意味を込めて右手を振った。

「では、ガゼッタ殿、わたしは城内を見回ってきますので」

「ならば、儂わしも行こう」

「いいのですか？」

「いいとも。それに、おぬしが一人で歩くより儂と一緒のほうが、あとあと問題にならんだろう？」

（なるほど。そこまで考えてくれているのか。意外と善いい男だな、こいつ）

　つまりガゼッタは、ヴィネダが街の有力者たちとシギルノジチのためにならない話をしていないことを保証する証人としてついてくると言っている。

　じっくりと話すのは初めてだが、第一大隊長がまともな男であることを知って、ヴィネダは少し嬉しくなった。

「ここで漫まん然ぜんと茶を飲んでいても仕方がないしな。その代わり、儂の部下を五十人ほど連れて行くが、いいか？」

「五十人でも五千人でもお好きにどうぞ」

　ヴィネダが肩をすくめてみせると、ガゼッタが笑い出した。

「連れて行きたくても、儂が率いているのは五百人しかおらんのだがな」

「そうでした」

「一度くらいは五千人もの部隊を率いてみたいものだが」

　ヴィネダも顔に笑みを浮かべた。

「では、行きますか」

　ガゼッタとヴィネダはゆっくりと床几から立ち上がった。
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　シギルノジチのクセルクス盆地解放軍（自称）の総司令官ビスタマウィ将軍が率いる司令部五百は、マルヴェル街道の登り口付近で宿営中だった。

　そこにヴィネダから送られた伝令が駆け込んできたのは夜明けのことだった。

　すでに早そう春しゆんと言ってもいい頃だが、朝あさ晩ばんはまだまだ冷える。

　とくに、このような山の麓ふもとでは。

　今朝も氷ひよう点てん下か前後まで冷え込んでいるだろう。

　伝令を引見した当直番の幕僚が将軍専用の天幕へ早足で歩み寄ってくるが、彼の吐はく息も白かった。




「将軍、先行させた第三大隊のヴィネダ大隊長から伝令が送られてきました！」

　と幕僚が声をかけると、天幕内で人が動く気配がした。

「ヴィネダから？　こんな時間になんだ？」

　起きたばかりのせいだろうか、呼びかけに応えたビスタマウィ将軍の声こわ音ねは、あまり機嫌がよくなさそうだった。

「はっ。第三大隊はマイヨ・ルカの街に入城したそうであります」

「なんだと!?」

　天幕から将軍が飛び出してきた。

　まだ鎧は着用していない。シギルノジチ軍特有の灰色の軍務服姿だ。

「報告の内容を詳しく言え」




　シギルノジチの盆地解放軍――という名の侵攻軍――は、第一から第五までの大隊各五百と本陣の五百の都合三千から成っており、後方には第一輜重部隊がいる。

　さらにその後方、グレン・ダ共同都市付近には第二輜重部隊が控えているから、シギルノジチ側は兵糧の運搬に関しては万ばん全ぜんの態勢を確保していた。

　なんといっても、グレン・ダ共きよう同どう都と市しを自じ陣じん営えいに引き込んだことが大きかった。

　自陣営に引き込んだことで、





・共同都市を兵糧の集しゆう積せき基き地ちとして使える。

・共同都市に兵糧の融ゆう通ずうを頼める（実質、強制だが）。

・街道の警備にそれほど気を遣わなくてもいい。






　という利点が生じたのだ。

　これは、北国街道を使って遠えん路ろはるばる兵糧をクセルクス盆地まで運ばなくてはならないルーアル・ソシエダイ王国に比べれば、かなり有利なことだった。

　ルーアル・ソシエダイにとり、北国街道沿いは実質敵地といってもいいくらいだ。

　盆地の手前にあるルゥノ＝ヴァルディア七都市同盟は、敵対することこそしないが、今でも白兎騎士団しろうさぎ寄りの姿勢を崩していない。

　セキティア高原のセビリ＝アンテ都市同盟も然しかりである。

　おまけに大平原からクセルクス盆地までは山間の隘あい路ろが続き、かなりの距離がある。

　輜重部隊の安全を確保するため、それなりの護衛部隊を用意しなくてはならない上、七都市同盟を見張っておくための兵力も必要だ。

　その兵力は、もしも七都市同盟が兵を動かそうとしたときに備え、最低でも一千以上必要となる。

　という不利な条件を抱えているのに加え、シギルノジチに出遅れているから、ルーアル・ソシエダイの盆地解放軍（こちらも自称だ）は、北国街道を必死になって行こう軍ぐんしているに違いない。

　それを想像するだけでビスタマウィは愉ゆ快かいな気持ちになってくる。

　そんな余裕が、彼と彼の率いる本陣の行軍をゆったりとしたものにしていた……と言えなくもない。

　ただし、これに関しては彼にも言い分があるだろう。




　北国街道よりもマルヴェル街道のほうが狭くて険けわしいのである。

　とくにパルヴィネ峠の手前、グレン・ダ共同都市側からの登りが厄介だった。

　これはシギルノジチ軍にとって、唯一、不利と思われる点だ。

　道は険しく谷は深いとなれば、夜間行軍など望むべくもない。

　騎き馬ばを急がせても歩兵がいるから閊つかえてしまって先へ進めないし、追い越そうにも、道が細くて追い越せない。

　だいいち道に不案内な騎馬兵では、昼間でも恐くて走れない。

　街道が狭いため一いち列れつ縦じゆう隊たいにならざるを得ないのだが、そうすると大隊一つが行軍するだけで長ちよう蛇だの列になってしまう。

　全軍が一列縦隊で歩いていたら、後ろの部隊は山道の途中で夜を迎えるのは必ひつ定じよう。

　夜間行軍ができないとなれば夜営するしかないが、街道は狭く、周囲は険しい山や谷だから、野営する場所を確保することが難しい。

　おまけに、少数精鋭による不ふ正せい規き戦せんが得意な鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎによる奇襲を警戒しなくてはならず、兵はおちおち寝ていられない。

　戦闘が始まる前から兵が疲れてしまっては、いざ決戦というときに困る。

　というのがビスタマウィの考えだった。




　ちなみに。

　彼が考える「いざ決戦」とは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとの戦いではない。

　ビスタマウィは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとの戦闘に関しては、それほど時間がかからずに終わると思っている。

　簡単に揉もみ潰せると思っている。

　彼が考える「いざ決戦」というのは、その後に起こるであろうルーアル・ソシエダイ軍部隊との盆地の覇は権けんを懸けた戦闘のことだ。

　だから、なるべく兵力は温存しておきたいし、兵の消しよう耗もうも兵糧の無駄遣いも避けたい。

　これが彼の本音だった。




　それはともかく。

　部下は伝令兵の伝えてきた情報を手短に将軍に報告した。

「白兎騎士団しろうさぎの団員が一人もいない？」

　将軍は眉を顰ひそめた。

「はっ。街の中をくまなく調べたそうですから、間違いないかと」

（どういうことだ？　まさか何かの罠では……いや、それはないな）

　将軍は内心で首を左右に振る。

（奴らの兵力は五百余り。援軍が来ているようだが、それも大した数ではないはずだ。その兵力で街に入った大隊をどうこうできるはずがない。とすると、やはり街での防衛戦は諦め、全兵力をグル・マイヨール要塞に集めたか。まっとうな戦い方ではあるが、その分、恐さはなくなるな。これで、進軍途中での奇襲を心配する必要もなくなった。とはいえ、あの要塞に籠られると少し厄介だがな。陥おとすまでにある程度の時間が必要になる）

　将軍が厄介だという意味は二つある。

　一つは、時間がかかれば、ルーアル・ソシエダイに先行している有利さがなくなるということ。

　もう一つは、大兵力を長期に亘わたって養うだけの兵糧の確保が大変だということ。

　もっとも後者に関しては、シギルノジチ以上にルーアル・ソシエダイ側が大変になるのだから、悪い面ばかりではない。

（先行している優位性を保つためには、マイヨ・ルカの街をこちらでしっかりと押さえてしまうことだな。ヴィネダがどうやって街に入ったのかはわからんが、元白兎騎士団しろうさぎとしての伝つ手てを使ったか？　そうでなくては白兎騎士団しろうさぎ出身のあいつを使っている意味がないがな。理由はともあれ、ルーアル・ソシエダイより早く街に入れたのは大きい。これで街を我が軍単独で支配することも可能になった）

　将軍の顔からは起き抜けの不機嫌さはすっかり消えていた。

「熱い茶を淹いれてくれ。それと、直ぐに幕ばく僚りようどもを集めろ」

「はっ。承知いたしました」

　当直番の幕僚が駆け戻っていくのを見送りながら、ビスタマウィは盆地の制圧作戦が上々の滑り出しを見せたことに満足げな笑みを顔に浮かべた。
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「街に入ったのはヴィネダの部隊らしいな。そして、大隊規模の部隊がもう一つ、街の近くにいる。シギルノジチの大隊は五百だから、合わせて一千か」

　夜明けと共に五人の部下を率いて本城から盆地まで下りてきたレフレンシアが、馬上で顔を巡らせ呟いた。

　彼女は自分の「目」を乗せた鳥形を飛ばして上空から地上を見る魔術＝天てん眼げんを使って敵方の様子を探るために出張ってきたのだ。

　レフレンシアの護衛ということで、五人の中にはヨーコがいた。

　彼女は、誰に言うともなく呟いたレフレンシアの言葉を聞いて小さく首を捻る。

「元白兎騎士団しろうさぎのヴィネダを真っ先に街に入れたのですか。敵もなかなか剛ごう胆たんな采配をしますね」

「う～ん、どうかな。これは剛胆な采配というより、たまたまヴィネダが一番前にいた結果じゃないかな」

　ヨーコは、なるほど、と頷いた。

「擂すり潰してもかまわない部隊を先陣に使うというのは理に適かなっていますね」

「さて、これで街はシギルノジチの手に渡った。ここまでは予想どおりだ。ルーアル・ソシエダイ軍も間もなく到着するはずだ。そこで何が起きるか。それが、この戦を左右するわけだが」

　そう言って北の山やま脈なみに目を転じたレフレンシアに、ヨーコが声をかけた。

「それには、レオノーラ隊長やジアンたちが上う手まく作戦を遂行してくれなくてはなりませんね」

「そうだね。そして上手いこと山嵐作戦が嵌はまれば、真綿で首を絞めるようにルーアル・ソシエダイ軍部隊を苦しめることになる。まったく、うちの団長ときたら、どこまで黒いんだか」

　レフレンシアが、くくっ、と笑うと、ヨーコが呆れた顔になった。

「いえ、山嵐作戦は貴女と団長の二人で考案したと聞きましたが？」

「わたしが考えたのなんて、ほんのちょっとだけだよ。大方ほとんど大部分はガブリエラ団長が考えたんだから」

「ええ、はい、そういうことにしておきましょう」

「いやいや、本当にそうだからね？」

　というレフレンシアの抗こう弁べんを相手にせず、ヨーコは背後の斜面を見上げた。

　そちらには鋼鉄の白兎騎士団の本城、グル・マイヨール要塞群があるのだ。

「街の様子が確認できたのなら、そろそろ戻りませんか、レフレンシア様。ここに長居をしているとシギルノジチ軍に見つかる虞がありますよ」

「見つかっても五人や六人の物見部隊を追いかけては来ないと思うけどね。まぁ用事は済んだし、たしかに長居は無用だな。団長も報告を待っているだろう。戻ろうか」

「それがいいかと」

　頷いたヨーコは、部下に引き揚げを命じた。




　レフレンシアとヨーコ、そして四人の団員が乗った馬は本城へ通じる山道を駆け上っていった。
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　夜通し歩いて峠を越え、ようやく北国街道を盆地の入り口まで下りてきたルーアル・ソシエダイ王国の盆地解放軍（あくまで自称）本営に、物見部隊からの伝令が駆け込んできた。

　ルーアル・ソシエダイ軍部隊は時間を節約するため、危険な夜間行軍を続けてきた。

　兵の疲労を考慮したバギットは、夜が明けた頃、盆地に下りたところでいったん行軍を停止させ、兵に休憩を取らせているところだった。




「バギット将軍へご報告！」

　馬上の伝令が大声で叫ぶと、わらわらと幕僚たちが集まってきた。

　もちろん、全員が鎧を着用している。

「どうしたか？」

「すでにマイヨ・ルカの街にシギルノジチ軍部隊が入城している模様です！」

「なんだと!?」

　幕僚たちの顔色が変わった。

「間違いないのか？」

「城壁にシギルノジチの軍旗が翻ひるがえっております。しかも大隊規模の部隊が街の直ぐ近くに陣を敷いています」

　幕僚の一人が呻うめくように言った。

「間違いないな」

「しかし、連中がもう入城したとは、どういうことだ？」

「強攻して陥おとしたのではあるまいな」

「まさか、それはないだろう」

「街から内応があったのか？」

「わからん」

　幕僚たちは改めて伝令兵に視線を集中させた。

「敵が……」

　と言いかけた副官は、慌てて言い直す。

「シギルノジチ軍部隊がなぜ街に入ったのかはわかったか？」

　自分に集中する視線の圧力を感じて、伝令は一瞬だけ居心地悪そうに身じろぎしたが、直ぐに、いえ、と応えた。

「理由はわかりません。自分たちが街まで近づいたときには、すでにシギルノジチ軍が周囲に展開しておりました。追い払われることこそありませんでしたが、『街はすでに我々が確保したので、貴殿らは焦あせらずゆっくりと来ればいい』と言われました」

「くそっ」

「巫ふ山ざ戯けた言いぐさを」

「舐なめやがって」

　幕僚たちが口々にシギルノジチ軍を罵ののしっていると、鎧姿のバギット将軍が仮設の天幕から姿を見せた。

「早馬が来たそうだな。どうしたか？」

　副官は伝令兵から受けた報告を急いで将軍に伝えた。

「なんだと!?」

　すでにシギルノジチ軍が街に入っていると聞いて、将軍の血けつ相そうが変わった。

「奴ら、なぜこうもあっさりと街へ入れたのだ？」

「理由は不明であります」

「不ま味ずいな」

　バギットは天を睨んで歯がみした。

　想定では、シギルノジチが街を囲んでいるあいだに自軍も街の近郊へ到達できるはずだった。

　白兎騎士団しろうさぎは戦力が少ないとはいえ、街の攻略には何日かかかるというのがルーアル・ソシエダイ側の読みだったのだが。

「まさか、こんなに早くマイヨ・ルカの街が陥おちるとは……」

「如何いたしますか、将軍？」

「とりあえず街に入っているシギルノジチ部隊に使者を送れ。内容は以下のとおりだ。『街の解放、ご苦労様である。我が軍も街に入ろうと思うので先遣隊を受け入れてもらいたい』。以上だ」

「『街の解放、ご苦労様である。我が軍も街に入ろうと思うので先遣隊を受け入れてもらいたい』。以上の内容で、マイヨ・ルカの街に入っているシギルノジチ部隊に使者を送ります」

「うむ」

　命令を伝えに副官が離れていくのを見送ると、バギットは忙せわしなく今後の作戦行動を点検、修正する。

　共に街を包囲し、街が降伏したら共に入城するというのが既定方針だった。

　だが、現状、シギルノジチ軍はすでに入城している。

　相手がバギットの申し出を受け入れれば問題はないが、そうでない場合、かなり大きな修正が必要になってくる。

（こうなると、やはり出遅れたのが痛いな。しかし、シギルノジチが盆地に下りてきたのだって数日前だったはずだが？　マイヨ・ルカの街は、どうしてこうもあっさり降伏したのだ）

　白兎騎士団しろうさぎが最初から侵攻軍のいずれかを街に迎え入れるつもりだったことなど想像もつかないから、バギットは首を捻るばかりだった。

（が、まぁ、それは今はいい。いずれ理由はあとから判明するだろう。それより奴らがなんと言ってくるか、そちらのほうが問題だ）

　全軍に出立の準備をさせながらバギットはシギルノジチ側からの返事を待った。
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　シギルノジチ側からの返事が届いたのは四刻時過ぎ――今で言う午前八時過ぎ――のことだった。

　返事は口頭ではなく文書にしたためられていたため、内容は使者にもわからない。

　使者が差し出した封書は厳重に蠟ろうで封印されていた。

　受け取ったバギット将軍の顔になんとも忌いま々いましそうな色合いが浮かんだ。

「もったいぶった真似をしおって」

　開封するのももどかしそうに、バギットが封筒の中から紙製の返書を引っ張り出して広げ、文面に目を落とす。

「こ……これは……」

　返書を読み進むバギットの手が震え、顔面がみるみる朱しゆに染まっていった。

「舐めくさりおって！」

　読み終えたバギットは返書を握り潰した。

「い、如何なされましたか？」

「読んでみろ！」

　バギットがくしゃくしゃになった返書を投げ捨てるように渡してきたので、副官は慌てて手を伸ばしてそれを受け取り、丁寧に皺しわを伸ばしてから文面に視線を据える。

　そこにはこう書かれてあった。




「ルーアル・ソシエダイ王国クセルクス盆地解放軍司令官バギット将軍殿




　貴軍、ますますご清せい栄えいのこととお喜び申し上げます。




　さて、マイヨ・ルカの街に入城しようという貴殿のお申し出、じつにありがたいと恐れ入る次第であります。しかしながら、貴殿の軍にそのようなご苦労をおかけするのはなんとも心苦しく申し訳ないので、丁重にご辞退させていただきます。

　マイヨ・ルカの街の扱いについては、当初の狙いどおり、無事に盆地を鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんの手から解放した後に、然るべき話し合いの場を設ければよいのではないかと勘かん案あんいたします。

　どうか今はマイヨ・ルカの街の占領と警備などという些さ事じに関わることなく、貴軍は鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんを叩き潰すことに専心なされるがよろしいかと存じます。微力ながら我らシギルノジチ軍も、鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんとの決戦では、貴軍をお助けするべく奮ふん戦せんいたす所存でありますれば。




　お互いに一兵の犠ぎ牲せいも出さぬまま鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんをクセルクス盆地から追い出せるよう願っております。





恐きよう々きよう謹きん言げん






　シギルノジチ経国盆地解放軍第三大隊長　ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュ記す」




　嫌みと皮肉と侮ぶ辱じよくに満ち溢あふれた文章だった。

　バギット将軍が怒り心頭に発して顔を赤くしたのもわかると、副官は納得した。

　もちろん彼も腸はらわたが煮えくり返る思いだ。

　しかし。

　読む者が読めば嫌みと皮肉と侮辱に満ちたこの返書も、公式には、あくまでまっとうなことを言っているのが巧妙なところだった。

　侮辱だ、皮肉だと拳こぶしを振り上げたところで、「どこが？」と開き直られると困る。

　たとえこれを公おおやけにしても、「邪じや推すいと言いがかりだ」と突っぱねられれば、それ以上の追及は難しい。

　語句の一つ一つを見る限り、どこにも問題はない。それが繋がって一つの文章となり、それをルーアル・ソシエダイ軍の関係者が読んだときにだけ、この返書は嫌みと皮肉と侮辱に満ちたものへと変質する。

　そんな仕掛けが施してある。

　これを書いたのはよほど頭のいい者か、よほど悪意に満ちた性格の悪い者かだろう。

　もしかすると、そのどちらをも兼ね備えた者かもしれない。

　副官は返書の最後に書かれている差出人名に目を留めた。

（ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュ……どこかで聞いた名前だな）

　頭の中の記憶を点検しつつ、副官が手にした返書を他の幕僚に手渡すと。

　たちまち怒号が沸き起こった。

　ある者はその場で地じ団だん駄だを踏み、ある者は唾つばを吐き捨て、ある者は思わず腰の剣に手をかけるほどだった。

「しょ、将軍、どうなさいますか!?」

　幕僚の一人が目を吊り上げて将軍に迫ると。

「どうもこうもない。奴らが先に街に入ってしまった以上、こちらが無理矢理押し入ることはできん。それでは、こちらが先に奴らに喧けん嘩かを売ったことになる。そうなれば、奴らが街に居座るための大たい義ぎ名めい分ぶんを与えてしまう」

「しかし、解放後に話し合うなどというのは単なる時間稼ぎにすぎないかと」

「連中が約束を守るとは思えません」

「奴ら、街の実じつ効こう支し配はいを確実にして、既き成せい事じ実じつを積み重ねるつもりなのは明白です」

　幕僚たちは口々にシギルノジチの非と不誠実さを訴えるが。

「そんなこと、言われなくてもわかっているわ！」

　将軍に一喝され、幕僚たちは黙り込む。

「こうなれば、本城攻略と白はく兎との銀山接収は、なんとしてもシギルノジチの奴らに先行しなくてはならんな。本隊が集結し次第、二千を敵城塞への登り口付近まで進めるぞ。残りの一千で南の山岳地帯を押さえるのだ。白兎騎士団しろうさぎの銀山は、あの山地のどこかにあるはずだからな」

「軍を二手に分けてしまってもよろしいのでしょうか」

　念のため、副官はそう訊いた。

「かまわん。街を手放したということは、白兎騎士団しろうさぎは本城へ籠城するつもりなのだ。であれば、奴らの奇襲を恐れることはない。本城と山地を遮しや断だんしたら山地の捜索を始めさせる。なんとしてもシギルノジチよりも早く銀山を見つけるのだ。準備を急げ！」

「ははっっ」

　幕僚たちは新たな作戦に向けての準備のため、慌ただしくその場を離れていった。




　こうして同盟軍のあいだには微妙な隙間風が吹くことになった。

　というより、かなり深刻な亀き裂れつが入ったといってもいい。

　そもそもシギルノジチ経国とルーアル・ソシエダイ王国は元から互いを仮想敵とするほど仲が悪かったのだから、正確には「亀裂を糊こ塗としていた修復材が剝はがれ落ちた」と言うべきだろうか。

　ヴィネダはこれを意図してやったわけではないし、もちろん、ガブリエラやレフレンシアにしても、ここまで読んでいたわけではない。

　何しろマイヨ・ルカの街に入城するのがヴィネダと決まっていたのではないのだから。

　しかし、なんの巡り合わせか、ヴィネダが最初に街に入ることとなった。

　そこへ友軍という名の競争相手から申し出があった。

　ヴィネダの性格からすれば、あのような返書を送りつけるのも不思議ではない。

　これがシギルノジチ軍幹部の意向を無視したヴィネダの暴走であったら大問題になるのだが、元よりルーアル・ソシエダイのことを嫌っている軍幹部のあいだでは、むしろ「よくやった」「天あつ晴ぱれだ」という声が上がるほどだった。

　司令官のビスタマウィ将軍など、いかにも機嫌よさそうに笑って、

「戦争が終わったら、ヴィネダに褒ほう賞しよう金きんを出してもいいな」

　と言ったそうだから、何をか言わんやである。

　両軍のあいだにわだかまる怒りや敵てき愾がい心しんが、このあとの戦争に大きな影を投げかけることになったのだった。
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　大平原方面から南下してくると北国街道は盆地の手前で登りになり、クセルノ峠へと至る。この峠を越えると道は盆地への下りとなる。

　クセルノ峠の標高はざっと三百五十ヤルドほど（およそ九百四、五十メートル）で、ここが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの支配領域の北端と見なされている。

　すでにルーアル・ソシエダイ軍本隊三千は盆地へと侵入していた。

　マイヨ・ルカの街への入城を断られたバギット将軍が主力をグル・マイヨール要塞への登り口方面へ、別働隊を南の山岳地帯へ移動させようとしたのはすでに見てきたとおりだが、ちょうど今、ルーアル・ソシエダイ軍部隊は移動のための準備に追われているところだった。

　盆地の上空にはところどころに白い雲が浮かんでいるものの、おおむね澄すんだ青空が広がっている。

　しかし、ルーアル・ソシエダイ軍の兵士がいま来た方向を振り返れば、クセルノ峠が黒雲に覆われているのが見えるだろう。

　じっさい、北を仰ぎ見て、

「にわか雨でも降ってるのかな」

「山の天気は変わりやすいと言うしな」

「俺たちが通り過ぎたあとでよかったな」

　などと言い合っている兵士もいた。

　けれど、その実態は「にわか雨」などという生やさしいものではなく、一言で言えば「集中豪雨」だった。

　しかも集中豪雨は峠の北側にだけ、もっと言えば北国街道の周辺にだけ降っているのだからおかしな話だが、ルーアル・ソシエダイ軍の兵士に、そんなことがわかるはずもなかった。




　昼だというのに辺りは黄昏たそがれ時どきのように薄暗くなり、滝の中に入ったかと錯さつ覚かくするほどの雨が激しく地面を叩いている。

　街道が川になったかのような勢いで水が流れ、路面は泥ぬか濘るみと化している。

　人も馬も泥濘に足を取られ、ルーアル・ソシエダイ軍の輜重部隊五百は、峠の手前で立ち往生を余儀なくされていた。




「隊長、このままでは動きが取れません。どうしますか!?」

　副官が叫ぶように訊いていた。

　雨音が凄くて、普通に話したのでは声がかき消されてしまうのだ。

「先ほどまでは晴れていたんだ。これは通り雨だろう。雨が止むまでこの場で待機するしかあるまい」

「ですね。本隊にかなり遅れてしまいますが、やむを得ませんよね」

「自然が相手では戦いようがないからな」

　部隊長も叫ぶようにそう言って、苦笑いを浮かべた。

　副官は本陣周りにいた伝令を呼び集め、隊長の命令を各中隊に伝えさせた。

　部隊は前後に長く伸びていて、足下は泥でい流りゆうが流れているという状況では伝令兵が命令を伝えに行くだけで大変なのだが、命令を下すまでもなく、兵も馬も身動きが取れなくなっているので、部隊に混乱は起きていない。

　前後に長く伸びた部隊の最後尾辺りでは雨の降りは前方ほど酷くないが、何しろ前が閊つかえているので、その場に立ち止まるしかない。

　伝令がようやくのことで「その場で待機」という命令を全部隊に伝え終えた頃には、雨は小降りになり空が明るくなってきた。

　相変わらず小川かと思えるほどの水が街道の上を流れているし、足下の泥濘はさらに酷くなったが、見通しが利いてきたのはありがたかった。

「おい、物見を出してこの先を確認させろ。峠方向でも小降りになっているなら、日が暮れる前に行軍を再開できるだろう」

　という隊長の命令で、十名ばかりの物見部隊が、泥濘に足を取られながらもなんとか街道を登っていった。




　半刻ほどで物見部隊が駆け戻ってきた。

　実際には泥濘に足を取られて駆けることはままならないのだが、彼らにすれば全力で駆けてきたと言いたいくらい急いだのは間違いない。

「こっこの先、土砂崩れで道が塞ふさがれておりますっ！」

　という物見の報告を受け、隊長以下、部隊の幹部は目を見開いたり仰のけ反ぞったりして驚きを露あらわにする。

「土砂崩れの規模は？　馬は通れそうか？」

　と隊長に訊かれた物見の兵は、悲しそうな顔で首を横に振った。

「無理であります。道は完全に土砂で埋まっておりますので、馬どころか人も通れないと思われます」

　隊長は天を仰いだ。

（なんて運が悪いんだ）

　すでに雨はほとんど止んでいて、天を仰いでも雨が目に入り込むことはなかったが、そんなことは慰なぐさめにもならない。

「ど、どうしましょうか？」

　隊長はゆっくりと顔を戻し、周囲を見回し、もう一度、上空を仰ぎ見た。

「……これ以上は降らんな。ならば、まず現場を確認するしかない。我々だけで土砂を取り除けるならそうするし、それが無理なようなら、いったん引き返して応援を呼び、我らも鋤すきやら鍬くわやらを持って戻ってくるしかないだろう」

「ですが、それだとかなりの日数がかかってしまいます。本隊は数日分の兵糧しか持っていませんから……」

「わかっている。だが、他にやりようがない。ここには迂う回かい路ろなどないし、まさか兵糧を抱えて山の中を歩くわけにもいかんからな。そもそも馬が歩けない」

　たしかに隊長の言うとおり、方法はそれしかないように思えた。

　問題は、土砂を取り除くのにどれだけ時間がかかるかということだが、それは現場を見てみないと判断のしようがなかった。

「わかりました。何人ほどお連れになりますか？」

「いま物見に出た十人に現場まで案内させる。あとは……そうだな、もう十人もいればいいだろう」

「了解です。直ぐに人員を集めます」

　副官が本陣の近くに待機している兵士を呼び集めた。

　二十人の兵士が揃うと、隊長は副官に命令した。

「おまえはここで待機だ」

「この場で待機、了解であります」

「ギイスとエゼルガンは俺と共に来い」

　名を呼ばれた二人の幹部が敬礼をした。

「隊長と共に土砂崩れの現場を確認に行きます」

「現場までは四半刻ほどだな？」

　と隊長に訊かれ、報告に来た物見兵が応えた。

「さようであります。しかし、すでに雨が止んでおりますから、もう少し早く着けるかもしれません」

「よし、行くぞ。案内しろ」

　二十名の兵と幹部二人を引き連れ、隊長は土砂崩れの現場を目指して歩き出した。




　　　　　13




　山中に潜んでいたジアンが傍らのドゥイエンヌに声をかけた。

「指揮官と思われる人物が隊を離れた。おそらく崖崩れの現場を見に行ったんだ」

「ならば、すべて予定どおりですわね」

「だね」

「ですが、レオノーラ様の能力、凄まじいものがありますのね」

　ドゥイエンヌの背後に控えているマルチミリエが賛さん意いを表すように何度も頷いているから、彼女も先ほどの豪雨に……というより、豪雨を降らせたのがレオノーラだということに、そうとう驚いたのだろう。

「これで、この輜重部隊は袋の鼠ねずみだ」

　とジアンが言うと、ドゥイエンヌは、くくっと笑った。

「ずいぶんと大きな鼠だわね」

「そうだね。鼠って言うより子牛って言ったほうがいいかもね」

「袋の子牛……あまりいい響きではありませんわね。ジアンはもう少し表現方法を勉強する必要があるのではないの？」

「いいじゃんか、そんなこと、どうだって」

「あら、そうかしら。あなた、これからあのカッシゥス様のお側に侍はべるのではないの？　あまりお馬鹿なことをしていると、カッシゥス様に恥をかかせてしまいますわよ？」

「あぅ……い、いや、まだそうと決まったわけじゃないし」

「ふぅん」

　ドゥイエンヌが睨めつけるような視線を向けてきた。

　そして無遠慮にジアンの全身に視線を這はわせるので、ジアンはなんとか話題を変えようとする。

「いや、そんなことより。早く戻ろうって。戻って攻撃を開始しなくちゃ」

「ま、そうですわね。すべてはこの戦争に勝ってからの話ですものね」

「そうそう。じゃ、行くよ」

　ジアン、ドゥイエンヌ、マルチミリエの三人はぬかるんだ斜面をものともせず、山を駆け下りていった。
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「こ、これは……」

　街道脇の山肌が大きく抉えぐれ、大量の土砂が行く手を塞いでいる惨さん状じようを目にした隊長は言葉を失ってしまう。

　その辺りは山の斜面の合間を縫ぬうように街道が通っているところで、向かって左手の斜面が大きく崩ほう落らくしていた。

　崩れ落ちた土砂が完全に街道を埋めており、その厚さは人の背よりずっと高く、反対側の斜面にまで達していた。

　崖崩れに巻き込まれて斜面に生えていた樹木も薙なぎ倒されている。

　木々の上部や枝葉などが土砂の中から姿を覗かせている様が痛々しい。

（これは……どうしようもない）

　ここに来るまでは、どうにかして迂回できないかと隊長は考えていた。

　しかし、この惨状を目まの当たりにしては突破も迂回も諦めざるを得ない。

（麓ふもとまで引き返して七都市同盟辺りにいる味方に援軍を要請し、我らは荷物を下ろして身軽になって道路工事のための道具を持って戻ってくるしかない……か。そして、道を開通させたらまた麓まで戻り、輜重を積んで、もう一度登るというわけだ。なんという運のなさよ）

　輜重部隊が通りかかる頃合いを計ったように街道付近に集中豪雨があったのだから、隊長が我が身と部隊の不幸を嘆なげくのも無理はない。

　が、これは天災などではない。

　時機も場所も、まさに輜重部隊を狙ってレオノーラが降らせた集中豪雨なのだ。

　自じ然ねん士しはとても希まれな人種だから、隊長がその存在にまで気が回らなかったのも致し方のないことではあった。

　隊長は崖崩れの現場を睨んだまま、しばらく立ち尽くしていたが、やがて顔を上げ、ちらりと天を仰いだ。

　すでに雨は止んでいるから、別の場所で崖崩れが起きる可能性は低そうだ。

　であれば、早く麓まで下りて街道の復旧作業を始めなくてはならない。

　何しろ盆地へ進出したルーアル・ソシエダイ軍部隊は、兵糧を二、三日分しか持っていないのだから、輜重部隊が兵糧を運んでいかないと立ち往生してしまう。

　まさに「腹が減っては戦ができぬ」という状況に追い込まれることになるのだ。

（上手くすれば早々にマイヨ・ルカの街を攻略して、街に備び蓄ちくしてある兵糧を確保できるかもしれないが、それも簡単ではないだろうしな）

　街に備蓄されている白兎騎士団しろうさぎの兵糧が予想外に少ないことを知らない隊長は、そんなことを思った。

　仮に街の攻略に五日も六日もかかるようなら、攻城戦の途中で兵糧が尽きてしまう。

　兵糧攻めは籠城している側に対して行うものだ。

　包囲している側の兵糧が尽きてしまっただなど、笑い話にしかならない。

（最悪、シギルノジチに兵糧の融通を頼むしか……いやいや、それはない。そんなこと、絶対にできんわ）

　味方の兵糧が尽きる前――具体的には二、三日のうち――に、なんとしても道を開通させて兵糧を盆地まで運ばなくてはならないと、隊長は決意を新たにした。

「おい、急いで部隊まで戻るぞ」

　隊長は率いてきた物見兵に声をかけた。

　しかし、隊長の悲ひ壮そうな決意が実ることはなかった。
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「攻撃開始！」

　ジアンの命令で狼煙のろしが焚かれた。

　合図の煙を確認した奇襲部隊がルーアル・ソシエダイ軍輜重部隊の最さい後こう尾びに襲いかかったのは、ちょうど隊長が崩落現場から引き返そうとした頃だった。
















　後方と山の左右の斜面の三方向から密かに迫った奇襲部隊が一斉に矢を射かけると、輜重部隊の兵はバタバタと倒れていった。

　兵だけではなく、荷物を載せた馬までも。




　彼らにとっては不利なことが多すぎた。

　集中豪雨のせいで行軍が停止され、再開されるのを待っているときだったので、心理的に弛し緩かんしていた。

　というより、油断していたと言うべきか。

　敵襲など、誰も予想していなかった。

　ずぶ濡れになった兵の中には、兜を外したり鎧を脱いだりした者もいた。

　当然のことながら弓を手にしている者など皆無だ。

　基本、二列縦隊なので、左右から挟きよう撃げきされると、どの兵も弓の標的になってしまう。

　おまけに狭い街道上にいるので、逃げ隠れできる場所がない。

　奇襲側が高みに位置しているので、弓矢の撃ち合いになれば自軍が圧倒的に不利。

　狭くて右に左にと屈くつ曲きよくした山道を移動しているから、荷物満載の輜重部隊は縦に長く伸びていて、先頭と最後尾では一リーガ（約四・八キロメートル）も離れていた。




　これだけ不利な条件が揃っている中を三方から最後尾に襲いかかられては、輜重部隊のほうが人数が多いにも拘かかわらず、戦闘局面では奇襲部隊に圧倒されてしまう。

　奇襲側は予備兵力として百を残しているが、それでも戦闘開始時点で、三百対五十という局面ができあがっていた。

　前後に長く伸びきっている輜重部隊の前方にいる兵は、奇襲があったことに気づいてすらいない。

　最後尾寄りにいる兵は奇襲に気づいたが、狭い街道は前も後ろも兵と荷を積んだ馬で塞がっているから、戦闘が起きている場所まで駆け寄ることができない。

　おまけに、輜重部隊の兵にはまったく状況が把握できていない。

　敵の兵力はどれほどなのか？

　味方の部隊はどういう対応を取っているのか？

　その場を死守なのか、退却なのか？

　もっとも、後方から敵が攻撃してくるので、逃げるとしたら前方へ逃げるしかない。

　事実、攻撃を受けた一部の兵は敵がいない前方へ逃れようとした。

　しかし、そこに敵はいなくとも味方がいる。

　結局、味方に行く手を阻はばまれ、あちこちで混乱が起き始めた。

　後方から逃げてきた兵は「敵襲だ、逃げろ」と叫んでいるが、そこにいる小隊の小隊長は「逃げずに反撃しろ」と叫ぶ。

　どうしていいかわからずに兵が右往左往しているうちに、最後尾の兵を一いつ掃そうした奇襲部隊がやってきて新たな攻撃が始まり、混乱がさらに大きくなる。

　逃げ出すにせよ倒れるにせよ、兵がいなくなれば、その場に残された兵糧は焼こうが捨てようが奇襲側の自由だ。

　攻撃部隊が上方へ移動していったあとに輜重を破却する役目を負った予備部隊がやってきて、打ち捨てられた輜重を集め、片っ端から火を付けて回った。




　戦場が少しずつ前に移っていくと同時に、混乱も前方へ広がっていく。

　長く伸びた部隊の後ろ三分の一ほどは、すでに敵に倒されるか逃げ出すかしていた。

　逃げるといっても街道は味方の兵と馬で塞がれている。

　となると、ぬかるんだ山の斜面を必死で駆け上がって、まだ敵のいない前方へと逃のがれるしかないのだが、彼らは山の移動に慣れていない。

　おまけに足下が悪いから、駆けるどころか、這いずるといった体ていだ。

　そこへジアン以下の精鋭が襲いかかると、反撃もできずに打ち倒されるか、せっかく上がってきた斜面を転げ落ちていくかのどちらかだった。

　転げ落ちても途中に生えている木に引っかかればまだいいほうで、下まで転げ落ちた兵は街道上にいる味方の兵や馬に衝突し、混乱は大きくなるばかりだ。




　至る所で怒号や悲鳴が巻き起こり、それに馬の嘶いななきが重なり、静かな山間の街道は時ならぬ騒々しさに包まれた。

　下方からは輜重が燃えていると思われる黒煙が上がっている。

　それでようやく、道を下り始めた隊長も異変を感じ取ることができた。

　最初は兵の喧嘩か何かと思った隊長だが、遙か下方で黒煙が上がっているとなれば、これはもうただ事ではない。

　直ぐに物見を何人か走らせて様子を探らせようとした。




　じりじりとした思いで隊長が物見の戻りを待っていると、やがて放った兵が駆け戻ってきた。

　ところが。

　戻ってきた物見兵に続いて、部隊の最前列辺りにいた兵までもが一緒に駆けてくるではないか。

　物見の報告を聞くまでもなく、彼らが「敵の奇襲だぁ！」と叫んでいるので、隊長も自部隊が攻撃を受けているのだと悟った。

　いま、この場で敵襲を受けるなど、あまりにも都合がよすぎる――ルーアル・ソシエダイ側から言えば都合が悪すぎる――から、もしかしてすべてが仕組まれていた？　という思いが隊長の脳のう裏りを過よぎった。

（いや！　今はそんなことを考えている場合ではない。どうすれば……）

　隊長が改めて下方を見やると、立ち上る黒煙の数が増えていた。

　最初は一筋、二筋だったものが、今ではあちこちで立ち上っている。

　となれば、部隊が運んできた輜重の多くがすでに焼かれてしまったことになる。

　敵部隊の規模は不明だが、これだけ見事に奇襲を決めたとなれば、用意周到な作戦と見るべきで、少なくとも自分たちと同数以上はいるだろうと隊長は推測した。

（縦隊になっていた部隊はろくな反撃ができていないだろう。おそらく多くが討ち取られたに違いない。最前列の兵が逃げ出してきたのがその証しよう左さだ。となれば）

　隊長は腹を決めた。

　すでに輜重は大半が焼かれたとなれば。

　そして兵員の過半を失ったとなれば。

　彼に抵抗の手段は残されていない。

　隊長は身を翻した。

「隊長、どうするのですか!?」

　背中にかかった部下の声に、彼は振り向きもせずに応えた。

「どうもこうも、逃げるしかないわ！」

「ですが、この先、道が崖崩れで塞がれていて……」

「左手の斜面は崩落していて登れないが、右手の斜面は登れるだろう。あそこを登って逃げるしかあるまい」

　そう言い捨てると、隊長は後ろも見ずに駆け出した。

　任務の失敗を咎められるかもしれないが、命あっての物種だと隊長は開き直った。

　部下が慌てて彼のあとを追いかける。




　隊長以下、数十人の兵は必死で斜面を登って崖崩れの現場を越え、盆地方面へ逃れていった。

　それ以外の兵は、討ち取られるか、そうでなければ降伏するしかなかった。

　逃げた兵が輜重を持っていけるはずもなく、ルーアル・ソシエダイ軍輜重部隊が運んでいた貴重な兵糧は、こうしてすべてが破却されたのだった。

　クセルクス盆地の戦いでは戦争の行方を大きく左右しそうな場面が幾つかあったが、ここでの輜重の破却の成功こそ、その代表的なものだったのは論を俟またない。

　盆地に侵攻してきた主力部隊とは戦わずに敵軍を撃退するというガブリエラの戦略は、また一つ実現に向けて近づいたのだった。
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　逃げ出した輜重部隊長以下のルーアル・ソシエダイ兵が行き着く先は、後ろに戻れない以上、盆地にいる味方の陣営しかない。

　必死で峠まで登った隊長たちは、そこから先の街道を転げるように駆け下り、盆地へ達した。

　ところが、すでに本隊は移動を開始していて、北国街道が盆地へと抜ける場所にいたのは、三百ほどの押さえの兵のみだった。

　この時点でルーアル・ソシエダイ軍三千の配置はと見れば、盆地への入り口に三百、マイヨ・ルカの街の見張りに二百、グル・マイヨール要塞への登り口に千七百、南の山岳地帯に八百となっていた。

　街に関しては、すでにシギルノジチ軍が入っているとはいえ、何か不測の事態が起きないとも限らないので、念のため、二百を張りつけたのである。

　三千という大軍もこうしてばらけてしまうと、個々の部隊の兵数が些か心許ない数字になる。

　しかも、クセルクス盆地はそこそこ広い。

　いざというとき、直ぐに味方のところまで駆けつけられるとは限らないのだ。

　大局的に見ればかなり危うい用兵と言えるが、マイヨ・ルカの街をシギルノジチ軍に押さえられてしまった今となっては、たしかに止むなしという側面があった。

　それはさておき。

　盆地の入り口付近に陣を敷いていた部隊の隊長は、輜重部隊の隊長以下が泥どろ塗まみれの姿で転がり込んできたのに仰天してしまう。

　話を聞けば、輜重部隊が敵の奇襲を受けて壊滅したらしいと言うではないか。

　その上、兵糧も焼かれるか奪われるかしたようだ。

　話を聞き終えた残留部隊の隊長は、予定していた兵糧が丸ごと消滅したという事実に、今度は肝きもを潰すほど、あるいは背筋が凍るほど驚いた。

　当てにしていた兵糧が届かないとなれば、侵攻軍の作戦行動が滞ってしまう。

　今さら取りに戻っても、もう無事な兵糧など残っていないだろう。

　そうなると七都市同盟近辺にいる友軍に連絡をして、新たに兵糧を調達してもらい、盆地まで運んでもらうしかない。

　とはいえ、三千を養えるほど大量の兵糧が右から左へ簡単に融通できるはずがなく、どうしてもある程度の時間が必要になる。

　さらに問題なのは、北国街道が崖崩れで塞がれていることだった。

　兵糧を運ぶより先に、土砂を取り除いて通行ができるように復旧工事を進めなくてはならないのだが、果たしてそれが一日、二日で可能なことなのか。

　自分の目で見ていないのでなんとも言えないが、少なくとも輜重部隊の隊長の話ではもう少しかかりそうで、だとすると、どう考えても兵糧が足りなくなる。

　街道の押さえを任された隊長は、容易ならざる事態になっていることを実感した。

（不味いな。これは直ぐに将軍へ報告を入れなくては）

　隊長は伝令として騎兵を送り出し、事態の急変は、ほどなくしてバギット将軍の知るところとなった。
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　主力を率いるバギット将軍は、グルマイヨール要塞の登り口を押さえる形で陣を敷き、急きゆう峻しゆんな山の斜面を仰ぎ見ていた。

（あの要塞をどう攻略するか。とりあえず一番下にある一の砦とやらを攻略し、そこを攻撃拠点として活用するのが妥当だろうな。一の砦は訪問客を迎える場所だ。砦自体の防御力も、他に比べればそれほど高くないという話だしな）

　一の砦を押さえてしまう利点は、それだけに留まらない。

　シギルノジチ軍が白兎騎士団しろうさぎの要塞を攻撃しようとして道を登ってきても、行く手を遮ることができるのだ。

（マイヨ・ルカの街での意い趣しゆ返がえしができるわ。そうなれば、少しは溜りゆう飲いんが下がるというものだ）

　などと思案を巡らせているところへ、伝令が駆け込んできた。

　重大な報告ということで直ちに将軍の御前に案内された伝令は、焦りを隠さず早口で報告をした。

「……というわけでありまして、我がほうの輜重部隊が運んでいた兵糧は、ほぼすべてが失われたと思われます」

「な、なんだとう!?」

　報告を聞き終えたバギット将軍は、目を剝き絶句してしまう。

（いったいどういうことだ？　輜重部隊を攻撃するような兵力が、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ側のどこにあったという!?）

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが四百も五百もの兵で輜重部隊に奇襲をかけたのなら、要塞は空っぽに近いはずだが、本城のみならず、一の砦にも多数の白兎騎士団しろうさぎの兵員が詰めているのは放った物見によって確認されている。

（では、七都市同盟が兵を動かしたのか？　いやいや、そんな真似できるはずがない。だいいち、あそこは我がほうの部隊が押さえとして残っているのだ。何かおかしな動きがあれば直ぐに気づくはず）

　となると、ベティスが送って寄よ越こした援軍が迂回作戦を敢かん行こうして輜重部隊を襲ったと考えるしかないのだが、今のベティスに援軍を送って寄越す余力があるとは思えないし、ちょうどいい時機にやってきてちょうどいい場所にいた輜重部隊を、これ幸いとばかり襲ったというのも、あまりに都合がよすぎる。

（そもそもベティスが兵を動かしたのなら、ベティス領内に入れている情報収集要員が何か報せて寄越すだろう。その連絡が間に合わぬほどの速さでベティス部隊が駆けてきたはずがないし、万が一、秘密裏にベティスを出て一いつ瀉しや千せん里りと駆けてきたのだとしても、そんな余裕のない状態で易やす々やすと奇襲を成功させられるはずがないではないか）

　将軍の思考はそこで止まってしまったが、はたと我に返る。

（今はそんなことを考えている場合ではないわ。どういう対応策を採るか、直ぐに決めなくてはならん）

　将軍は南の山地へと向かわせた別働隊に伝令を送って呼び戻すことにし、同時に幕僚を集めて対策会議を開いた。




　この場合、会議といっても、各自が意見を述べるわけではない。

　指揮官の意向を実現するための方策を検討する、というのが実情だ。

　将軍がよほど突拍子もないことを言い出さない限り、部下が異を唱えることはない。

　そこが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとは決定的に違うところだが、この世界においてはルーアル・ソシエダイ軍のこのやり方、考え方が主流である。




　会議の席でバギット将軍は、山中に迂回路を造ることを提案した。

　土砂を除くよりはそちらのほうが早いだろうというのがその理由だ。

「言われてみればなるほどです」

　と副官が手を打った。

「たしかに、あの辺りは道の両側に山の斜面が迫っていましたから、土砂を取り除くといっても、捨てる場所がありません」

「ですが、急造の迂回路では馬が通れませんが」

　と幕僚の一人が危き惧ぐを表明したが、バギットは、

「背に腹は代えられん」

　と渋い顔で応えた。

「まとまった量の兵糧を一度には運べないだろうが、一日分ずつでも運べれば、当面の作戦行動を支えることはできる。そうしているあいだに、本格的な復旧工事を進めればいいのだ」

「なるほど」

「そうですな」

「仕方がありませんね」

　などという声が上がる。

　バギットは、まず五百ほどを迂回路作りに派遣することにした。

「とにかく、人が一人、荷を担いで通れるだけの獣けもの道みち程度の道を造ればいい」

　そうはいっても、迂回路を造るのに何日を要するかはやってみなくてはわからない。

　出たとこ勝負であることには違いない。

　それでも他の方法よりはマシだろうということで、バギットはこの方法で行くと決断を下す。

（五百で足りないようなら、あと二、三百は増やせるだろう）

　戦闘部隊だから道路工事のための道具など持っていないが、陣地を構築するための鋤すきや鍬くわ、木を伐るための斧、土運びの畚もつこなどは持参しているから、それを使って迂回路を造るしかない。

「迂回路を造ったあとは、街道の片付けが必要だな」

　と将軍が呟くように言うと、居並んだ幕僚は一様に顔を顰しかめた。

　街道には味方の兵の遺い骸がいがごろごろと転がっていることだろう。

　それらを集めて埋まい葬そうしなくてはならない。

　でないと、やがて腐ふ敗はいして疫えき病びようが発生しかねない。

　しかし、すべてを土葬にするのは多大な労力が要る。

「燃やすしかなかろうな」

　仲間の遺体を集めて荼だ毘びに付すというきつくて辛い作業を想像し、誰もが暗く沈んだ表情になった。

　そのとき。

　幕僚の一人が遠慮がちに手を上げた。

「なんだ？」

「念のため、もう一つ、兵糧を確保する手立てを講こうじてみては如何でしょう？」

「もう一つ？　どんな方法があるというのだ？」

「シギルノジチ……」

　そう言いかけた幕僚を、バギットは即座に遮った。

「駄目だ駄目だ駄目だ！　シギルノジチの馬鹿どもに頭を下げて兵糧の融通を頼むなど許されん。そんな無ぶ様ざまな真似をしたら、バロス三世王様の顔に泥を塗ることになる」

　他の幕僚たちも、うんうんと頷いた。

「あ、いえ、そうではありません」

「あ？　では、どうだというのだ!?」

「シギルノジチ軍から融通してもらうのではなくて、ですね、奴らが占領しているマイヨ・ルカの街には、白兎騎士団しろうさぎが兵糧を貯ちよ蔵ぞうしているはずですから、それを持ち出せばいいのではないでしょうか」

「おお！」

　将軍だけでなく、他の幕僚も顔を輝かせた。

「なるほど、それなら」

　皆が頷き合っていると、件くだんの幕僚が言葉を継いだ。

「今は先着したシギルノジチ軍が街中の警備を担当しているということになっています。ですが、街にある白兎騎士団の物資が奴らの物になったわけではありません。敵の物資は共同管理が前提だったはずです」

　バギットは、まさにな、と大きく頷いた。

「我らが白兎騎士団しろうさぎの副団長を捕らえたとき、奴らは『捕ほ虜りよは共同管理にすべきだ』などと難なん癖くせをつけてきたのだからな。物資の共同管理を我らが主張しても、奴らには拒否できない道理だ」

　将軍は、よし！　と床几から立ち上がった。

「併用で行こう。街の兵糧を入手できれば、迂回路開設と街道の復旧に時間的な余裕ができる。街道出口の押さえ部隊三百を迂回路開設に向かわせる。三百だけでは不足するやもしれんから、銀山探索のための八百から二百を抜いて、迂回路開設部隊は合計五百とする。さらに探索部隊から二百を街道出口の押さえに回せ。銀山の在処ありかを探索する兵が半減するのは痛いが、この場合は仕方がない。本隊はここに留まって要塞攻略の準備を進める」

　そう断じた将軍は、先ほど街の兵糧を使うことを提案した幕僚に向かって命じた。

「貴様、一個中隊を率いて街に行け。中に入って倉庫を探り、兵糧の半分を運び出せ。奴らが何か言うかもしれんが、かまわん。儂が命令書を書く。何か言ったら、儂の命令書を見せろ。それでもまだ何か言うようなら、儂が直々に出向いてくれる。それとな」

　将軍はいったん言葉を切って、居並ぶ幹部たちの顔を見回した。

「逃げてきた輜重部隊の兵は全員、捕らえて監禁しておけ。もちろん隊長もだ。あとで厳しく処断してやる」




　こうしてルーアル・ソシエダイの盆地侵攻軍は、輜重部隊の壊滅という思ってもみなかった事態を受け、作戦の大幅な変更を余儀なくされた。

　この作戦変更が、ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の同盟に大きな軋きしみをもたらし、両国の戦略に悪影響を与えることになるのだが、バギット将軍も、シギルノジチの侵攻軍を率いるビスタマウィ将軍も、まだ気づいてはいなかった。
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　マイヨ・ルカの街まちへ派遣されたルーアル・ソシエダイ軍一個中隊は、街に入ろうとしたところで、城じよう門もんの警備を担当しているシギルノジチ軍部隊によって止められた。

　シギルノジチ側からすれば当然の行動ではあった。

　城門の前で「入れろ」「入れるわけにはいかない」と押し問答をしているところへ、騒ぎを聞きつけたシギルノジチ侵攻軍幹かん部ぶ――ビスタマウィ将軍から城内の差さ配はいを任されたセンティウスという男――がヴィネダを伴ってやってきた。

　騒ぎの相手が友軍、ルーアル・ソシエダイ軍であることを知り、自ら出で張ばってきたのである。

「何をしているのだ？　連中は何な故ぜここにいる？」

　とセンティウスに訊きかれ、警備担当の責任者が答えた。

「ルーアル・ソシエダイ軍が、『城内に備び蓄ちくしてある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの物資の半分は自分たちの物であるから、運び出す』と言って城内に入ろうとするので、それを止めておりました」

「なんだと!?」

（舐なめたことを言いおって）

　と腹を立てたセンティウスだが、しかし、どうしてルーアル・ソシエダイ軍が唐突にそんなことを言い出したのかと、訝いぶかしい思いもする。

「俺が相手をしよう」

　そう言い置いて、ルーアル・ソシエダイ軍の中隊を率いている男を呼び寄せた。




「勝手に物資を持ち出そうとするのは、如い何かなる理由からか？」

　センティウスがそう訊くと、相手は、

「戦利品の半分は我がほうの物であるのだから、我が軍には運び出す権利があるはず」

　と主張した。

「たしかに戦利品は双方に所有の権利がある。だが、それは話し合いで分配されるべきものであって、相手の了解なしに持ち出していいものではない」

　センティウスがそう反論すると、男は苛いら立だたしい表情を隠さずに言い寄った。

「では、ここで話し合えばいい。戦いくさの終わるのがいつになるかはわからないのだから、それを待っていては、兵ひよう糧ろうが駄目になってしまうではないか」

（どうして、そう急ぐ？　そして……兵糧だと？）

　センティウスの疑念はますます膨ふくらんだ。

（まさか、奴らの兵糧に何か問題が起きているのか？）

　兵糧に問題が起きたとすれば、腐ふ敗はいや虫の発生などが思い浮かぶ。

（虫が大量発生して兵糧の多くが使えなくなったのか？　それで急場凌しのぎに白兎騎士団しろうさぎの兵糧を持ち出そうとしている？）

　そう当たりをつけたセンティウスは、だとすれば、これは奴らを困らせる格好の機会ではないかと、内心でほくそ笑む。

（どのみち倉庫にあった兵糧はほんの僅わずかだ。今こいつらに持っていかれては、我々が使える分がなくなってしまうわ）

「話し合うといっても、それは双方の司令官同士で決めるべき水すい準じゆんの話だ。失礼だが、中隊指揮官がどうこうできる問題ではない」

「自分は中隊指揮官ではない。バギット将軍直属の幕ばく僚りよう、ワイズテルだ。この件に関しては将軍から全権を委い任にんされている」

　そう言うと、ワイズテルは持参した書類を掲かかげてみせた。

　センティウスが確認する。

　たしかにバギット将軍の文書に間違いないようだ。

　センティウスは瞬時考えたが、直すぐに結論を出した。

（あとでビスタマウィ将軍に報告をせねばならんが、とりあえずここは突っぱねる）

　書類を戻しながら、センティウスは首を横に振った。

「貴き公こうが案件を任されているのはわかった。だが、こちらにそのような人物はいない。従って、この件に関してはビスタマウィ将軍と話し合ってもらわねばならない」

「では、将軍の下もとへ連れて行っていただこう」

「残念だが将軍はお忙しいお方だ。今は次の戦いに備えて大事な作戦会議を行っている。この件に割さく時間的余裕はない。改めて出直してきていただくしかない」

「いつなら可能なのだ？」

「さて、夕刻か、それとも夜になるか。いずれにせよ、将軍のお手が空いたら、こちらから連絡をいたそう」

（こいつ、時間稼ぎをしているな）

　ワイズテルはそう断じた。

　連絡など待っていたら、会談がいつ設定されるかわかったものではない。

　一方、兵糧の確保は一刻の猶ゆう予よもないのだ。

　各人が持ってきているのは今日の分を含めても三日分しかない上に、あくまで非常食という程度の兵糧だ。

　腹一杯食べるというにはとうてい足りないが、明日には輜し重ちよう部隊が兵糧を届けてくれるはずだったから、それで問題はなかったのだ。

　輜重部隊が奇き襲しゆうを受けさえしなければ。

「では、予あらかじめ時間を指定していただこう。そうすれば、バギット将軍が直々に話し合いに参上いたす」

「ビスタマウィ将軍にはもっと大事な用がある。予め時間を指定するのは無理だな」

「なんだと!?　バギット将軍との会談以上に大事な用などあろうはずがない！　まさか貴軍は白兎騎士団しろうさぎの物資を独り占めしようとしているのではないだろうな？」

「貴様、言うに事欠いてなんという無礼なことを！　それはビスタマウィ将軍に対する侮ぶ辱じよくだぞ！」

「そちらこそ！　バギット将軍に対する無礼は許さんぞ！」

　二人はしばらく睨にらみ合っていたが、やがて。

「戦利品の独占は、同盟軍に対する裏切り行為だ」

　とワイズテルが吐き捨てるように言った。

「同盟軍が管理している街に無理やり押し入ろうという貴軍の行為こそ、重大な裏切りではないか！」

　すでに二人は引くに引けない状況に陥っている。

　売り言葉に買い言葉とはこのことだ。

「そちらが管理しているのは街の住民だけだ。我が軍はそちらの管理を受けないから、ここに入るのを止められる理由はないな。我らは我らの正当な権利を正当に行使する」

　そう言い捨てると、ワイズテルは踵きびすを返した。

　どうするつもりだとセンティウスが見ていると、彼は後方に控えていた部隊に前進を命じたようで、ルーアル・ソシエダイ軍の中隊が城門へ向かって進み始めた。

「野郎、本気か!?」

　センティウスは外交的な仮面をかなぐり捨てた。

「いいだろう、そちらがその気なら受けてやるぞ！」

　センティウスは、背後に控えていたヴィネダを呼んだ。

「話を聞いていたな？」

「ええ、まぁ」

「奴らを追い返せ。一歩たりとも城内へ入れるな」

「いいのですか？　下へ手たすると殴り合いになりますが」

「かまわん。向こうが無理やり侵入しようとしているのだ、こちらに非はない。遠慮は要いらんぞ」

　ヴィネダは、にやりと笑って頷うなずいた。

「そういうことならお任せください。全員、きれいさっぱり追い返してやりますよ」

　ヴィネダが後方に控えている部下――副官と、自分の大隊から百ほど連れてきている――を呼び寄せる。

　部下が集まると、ヴィネダは全員に命令を伝えた。

「今から城内に侵入しようとする不ふ埒らち者ものを排除する。相手がどこの誰かは気にするな」

「おお！」

　センティウスは警備部隊を下がらせ、代わりにヴィネダ部隊を城門の前に並べた。

　そこへ一個中隊を率いてワイズテルがやってきた。

「退どけ」

「退けんな」

「もう一度言う。そこを退け」

「貴様こそ、いま引き返せば許してやる」

「ならば、押し通るまで」

「こちらこそ強制排除するのみだ」




　最初は押し合っていた両部隊だが、やがてあちこちで殴り合いが始まった。

　一度拳こぶしを振るってしまえば、あとは際さい限げんがなくなる。

　遠慮もなくなる。

　さすがに剣こそ抜かないが、そこかしこで殴り合い、蹴り合いが繰り広げられた。

　人数的には互角だったが、直ぐに優劣がついた。

　ヴィネダの戦闘力が桁けた違いだったのだ。

　素手でルーアル・ソシエダイ兵を殴り飛ばし、投げ飛ばし、蹴り飛ばした。

　結局、彼女一人で二十人前後も打ち倒したのではないだろうか。

　ヴィネダの猛もう威いに恐れをなしたルーアル・ソシエダイ兵が及び腰になると、シギルノジチ兵が嵩かさに懸かって相手を追い立てた。

　堪たまらず、ルーアル・ソシエダイ軍一個中隊は、負傷者を抱えて退却していった。

　部下に戦闘停止を命じたヴィネダは、

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとの決戦を前に、いい準備運動になりました」

　と言ってセンティウスに笑いかけた。

　だが、彼女は疑っている。

　果たして本当に決戦などできるのだろうかと。

　そんなまっとうな決着法をレフレンシアが採とるとは思えなかった。

　だいいち今の殴り合いで、両軍の同盟関係には修復し難がたいほどの亀き裂れつが走ったことになる。

　この先、双方が共同歩調を取ることなど望めないだろう。

（となると……どうなるんだ？）

　その先がヴィネダには読めない。

　白兎騎士団しろうさぎがどう出るかもわからない。

（まさか、この仲違たがいもレフレンシアの奴は狙って起こした……いや、いくらなんでもそれはないか）

　と否定してみたものの、自分たちシギルノジチ軍もルーアル・ソシエダイ軍もレフレンシアの掌てのひらの上で踊らされているような、そんな不ふ愉ゆ快かいな思いがしてならないヴィネダだった。

　もちろんヴィネダは知らない。

　踊っているのがレフレンシアの掌の上ではなく、レフレンシアとガブリエラの掌の上だということを。

　まだ彼女の視界には団長ガブリエラの姿は入ってきていなかった。
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　マイヨ・ルカの街のアルアラネ大だい聖せい堂どうに置いた臨りん時じの本営でセンティウスから報告を受けたビスタマウィ将軍は初め怪け訝げんそうな顔をしていたが、顚てん末まつを聞くと笑い出した。

「それはいい。よくやった、センティウス」

「ありがとうございます」

　と頭を下げたセンティウスは、

「ですが、どういうことでしょう？」

　と改めて将軍に訊いてみた。

「おまえの推測が、だいたい当たっているのではないか？」

「やはり連中の兵糧に何か問題が」

「だろうな。虫の発生なのか、もっと別の何かなのかはわからんが、奴らは兵糧が不足しているのだろうよ。それでやむにやまれず白兎騎士団しろうさぎの兵糧を持ち出そうとした……のだろうな」

　センティウスは、ですが、と言って首を捻ひねった。

「奴らも七なな都と市し同どう盟めい近きん郊こうに物資を集積しているはずです。そこから運べば、一日、二日で補給が利くはず。何をそう慌ててこの街にある白兎騎士団しろうさぎの物資に手を出そうとしたのでしょうか？」

　ビスタマウィ将軍が難しい顔になる。

「そこが不審なところではあるな。もしかすると、七都市同盟がなんらかの動きを見せたのかもしれん。それの対応に追われ、新たな輜重部隊を送る余裕がなくなった……というのは考えられる」

「探りを入れますか？」

「そうだな……しかし、北ほつ国こく街道は完全に奴らが掌しよう握あくしている。商人を装うとしても、いまクセルノ峠を越えて七都市同盟まで行くのは難しいな。こちらも余計な人数を割さく余裕はない。少数の情報収集要員を山中突破で向かわせるか。あとで副官を呼べ。儂わしが命令を出しておく」

「了解であります」

　敬礼をしたセンティウスが踵きびすを返し、大聖堂の指揮所から出ていくのを見送ったビスタマウィは、ちらっとアルアラネの大立像を見上げた。

「早くあれを覆い布で目隠しさせないとな。どうにもこちらの考え、行動を見透かされているようで気分が悪いわ」

　アルアラネの立像が気になるビスタマウィだが、ルーアル・ソシエダイ軍部隊の兵糧になんらかの問題が発生しているのは確実のようだから、気分が悪いはずがない。

（これで我が軍はルーアル・ソシエダイに対して圧倒的に優位に立ったな。クセルクス盆地の支配権、もらったも同然だ）

　ビスタマウィの視界にはすでに白兎騎士団しろうさぎの姿はない。

　彼には、いずれ盆地の覇は権けんを懸けて争うことになるだろうルーアル・ソシエダイ軍のことしか見えていない。

　そのルーアル・ソシエダイ軍部隊が、自分たちの与あずかり知らぬところで苦く境きように立たされているのだから、彼が浮ついた気分になったのも無理からぬことではあった。
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　負傷者を抱えて戻ってきた部隊を見るなり、バギット将軍は激怒した。

　したが、まさか兵に武器を取らせ、シギルノジチ軍に襲いかかるわけにもいかない。

　怒りをぐっと呑のみ込んで、今後の方策を思案する。

　街の兵糧を入手できないのであれば、迂う回かい路ろの開設に全力を傾けい注ちゆうするしかない。

（少し兵員を増やすか。あと二、三百ならなんとか）

　作戦行動にかなりの影響が出るが、やはり背に腹は代えられない。

　とはいえ、ここでおとなしく迂回路が通じるのを待っているわけにもいかない。

（もし銀山までもシギルノジチに押さえられたら……奴ら、そちらでも自分たちだけで管理すると言い出すだろう。そうやって既き成せい事じ実じつを積み重ね、後々の話し合いを有利に持って行こうとするのは必ひつ定じよう。なんとしても銀山はこちらが先に押さえなくてはならんわ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城攻略を後回しにしてもいいくらいだ）

　街と銀山を押さえてしまえば、城じよう塞さいを強攻しなくても、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはそのうち立ち枯れる。

　今のところ補給に難のないシギルノジチは、それでかまわないと考えるに違いない。

（そして、話し合いの場に白兎騎士団しろうさぎの大幹部を引っ張り出し、隙すきあらば暗殺する……つもりかもしれん）

　そうはさせんとバギットはいきり立つ。

（やはり銀山は、何がなんでも押さえておく必要があるな）

　バギットは銀山捜索の兵を八百まで増やし、迂回路の開設に二百を追加で送ることを決めた。

　そうなると盆地に残る兵は一千三百。ずいぶん寂しい数字だが、それこそ背に腹は代えられないということだ。

　しっかりと陣地を構築しておけば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎから攻められても跳ね返すことはできるだろう。

　バギット将軍は自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

　グル・マイヨール要よう塞さいに籠こもる鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを軽く捻ひねり潰すつもりで、勇ゆう躍やく、クセルクス盆地へ乗り込んできたというのに、気がつけば鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎからの攻撃を警戒する羽目になっている。

　いったい何がどうしてこうなったと、バギットは自分たちの守しゆ護ご天てんに向かって訊いてみたくなった。

　そんなときである。

　意外な者がルーアル・ソシエダイ軍部隊の本営を訪れたのは。
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「なに？　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎからの使者が我が陣営に!?」

「さようであります」

　使者を引見し、彼女からバギット宛の親しん書しよを預かってきた副官が訊いた。

「将軍との会談を望んでいる由よし。どのように取り計らいますか？」

　バギットは小さく唸って首を捻る。

「どういうことだ？　何がしたいんだ、連中は？」

　顔を戻したバギットは副官の問いには答えず、逆に訊き返した。

「なんの話をしたいのか、言っていたか？」

「いえ。会談の内容は極秘にしたいそうなので、実際に会って話すまでは明かせないのだそうです」

　そこまで言って、副官は声を潜めた。

「連中、将軍のお命を狙っているのでは……」

「いや、それはないだろう」

「ありませんか？」

「シギルノジチではないのだからな。常つね々づね、ことさら公こう明めい正せい大だいを言い立てている鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが、この期ごに及んで儂わしを暗殺など、考えんだろうよ」

「ですが、背に腹は代えられないとも言いますし、窮きゆう鼠そ猫を嚙かむとも。まぁ、この場合は窮鼠ではなく窮きゆう兎となわけですが」

「そして嚙むのは猫ではなく……では、なんだ？」

「さ、さて」

「兎が嚙むのは人にん参じんか？」

「そういえば、猫と違って肉食ではなかったですか」

「白兎騎士団しろうさぎは猫より狡こう猾かつで虎より獰どう猛もうだがな」

「で、ありますね」

「いや、それよりも」

　バギットは、冗談を言っている場合ではないのを思い出す。

「儂を指名してきた以上、向こうはそれなりの相手が出てくるんだろうな？　その辺は、なんと言っていた？　それも秘密か？」

「いえ。将軍がお出になれば、向こうは副団長が参上すると言っておりました」

「なんだと!?」

　バギットは素直に驚きの色を浮かべた。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長といえば、実質、騎士団の指導者と目されているレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスだ。

　アリアンレイに捕らわれてルーアル・ソシエダイ側の捕ほ虜りよとなっていたのだが、つい先日、毒を以もつて毒を制すという狙いでバロス三さん世せいが解放したばかりだ。

（その副団長が儂に会いに来る？　それこそ、なんのためにだ？　まさか降伏しに来るわけでもあるまいに。読めんな）

　なんの話をしに来るのかさっぱりわからないが、それでも相手が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長であるなら、会っておいても損はないだろうとバギットは思った。

　それに、今ならマイヨ・ルカの街に残されていた兵糧に関して何らかの言げん質ちを取れるかもしれないとも思った。

「よし、会ってみるか」

「大丈夫ですか。レフレンシアという女、かなり危険な魔術士であるとアリアンレイ様から聞き及んでおりますが」

「それは間違いないが、先ほども言ったように連中が暗殺を狙うとも思えん。ましてや副団長がわざわざ出向いて、というのはな。だからそこは心配しなくてもよい。ただし。念のためだ、こちらが連れている魔術士を勢せい揃ぞろいさせておけ」

「ははっ」

「で、期日は？　奴ら、いつを希望している？」

「できれば今夜のうちに……と言っておりました」

「わかった。では九刻時半か十刻時でどうだと応えておけ」

「了解であります」

　副官がバギット専用の天幕から退出していった。

（鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス。いったい何を考えているのだ）
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　バギットとレフレンシアの会談は、その夜の十刻時からと決まった。




　そして約束の時間――。




　馬に乗った鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの使し節せつ団だん六名がルーアル・ソシエダイ陣営を訪れた。

　部下を連れて迎えに出た副官は使節団を見て目が釘くぎ付づけになる。

　副官だけでなく、連れてきた部下も、その場にいた警備の兵たちも、全員が目を大きく見開き、遠えん慮りよ会え釈しやくのない視線を白はく兎と騎き士し団だん員いんに注いでいた。

　というのも、下馬した白兎騎士団しろうさぎの団員は全員が青あお絹ぎぬ製の短たん裳もを着ていたからだ。

　逆に言うと、青絹の短裳――裾丈はかなり短い――しか着ていなかった。

　寒空の下だというのに、鎧どころか上着すら着ていない。

　途中まではマンテラを羽は織おっていたようだが、どうやら直前で脱いでしまったらしく、マンテラは折り畳んで馬の背に括くくりつけてあった。

　青絹はとても薄くて透ける素材だから、短裳の下に着けている胸覆いと下帯が、いい感じに透けている。

　おまけに胸覆いと下帯は、どちらも単なる紐ひもと呼んでも差し支えないほど細くて小さかった。

　辺りが暗いから、ぱっと見、青絹の短裳の下に何も着けていないように見え、それで全員の目が釘付けになったのである。

　青絹の衣装が松たい明まつの炎を受けて煌きらめき、青絹を透かして見える白い柔やわ肌はだが松明の炎に照らされ薄紫に染まっている。

　なんとも艶なまめかしい姿だった。




「わたしが鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスですが、責任者はどなたですか？」

　という凜りんとして涼やかな声が夜の空気を震わせ、副官はハッと我に返った。

「あ……あぁ、はい、わたしが盆地解放軍司令官バギット将軍の下で副官を務めているレナトールという者です」

　レフレンシアがすたすたと歩み寄り、副官の前に立った。

「初めまして、レナトール殿。レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスです。よろしくお願いします」

　間近で見るレフレンシアは、色っぽいとか艶あでやかとか、そういう水準ではなかった。

　その辺りの街の街がい娼しようですらこんな衣装は着ないだろう。

　そう思えるほど危険きわまりない出で立ちだ。

　目を逸らしたほうがいいのか。

　しかしそれでは、使者に対して失礼にならないのか。

　けれど、こんな格好の女性をまともに見ることこそ失礼ではないのか。

　どうすればいいのか判断がつかず、副官は微妙に視線を彷徨さまよわせる。

「ああ、どうかお気になさらずに。これでも衣装には魔術が乗せてあって、ある程度の耐たい寒かん仕様になっているのです」

（いや、そういうことを気にしているのではないのだが……）

　相手がとくに気にしていないようなので――むしろ見せつけるように胸を張っている――副官も、ようやくレフレンシアを正面から見やった。

　膝ひざの遙はるか上……というか、腰の直ぐ下までしかない短裳。

　その短裳は青絹製で透けていて。

　短裳の下には、かろうじて乳房の頂点だけを隠している極細の胸覆い。

　そして下腹部の三角地帯の下端だけをなんとか隠している極小の下帯。

　それらが薄い青絹を透かして、はっきりと視認できてしまう。

　副官は、それとなくレフレンシアから視線を外し、背後に控えている他の使節団員を見やった。

　やはり全員がレフレンシアと同様、透ける青絹の衣装に、紐のような胸覆いと下帯という出で立ちだ。

　団員の中には恐ろしいほど胸の双そう丘きゆうが盛り上がっている者がいる。

　もはや双丘というより双そう山ざんだった。

（……なんとも凄まじい格好だな。たしかに魔術士の場合、交渉する際はこんな青絹の衣装を着るとは聞いていたが、実際に見ると、これから指揮官同士の会談を行うなんて雰囲気じゃないな。宴席に呼んだ娼しよう妓ぎのようではないか。というか、艶えん席せきか？）

「うん？　何か不審な点がありますか？」

　とレフレンシアが訊いてきたので、副官は慌てて首を左右に振った。

「いえ。そういう、わけではありません、が」

「たしかに副官殿のお立場からすると、バギット将軍殿の身の安全を最優先にお考えになるのも道理。少しでも怪しいと思われる箇所がおありでしたら、検査されてもよろしいのですよ。触って確認されますか？」

　あまりに魅力的なレフレンシアの提案に心がぐらりと揺れ動く副官だったが、いくらなんでもそれは駄目だろうと、かろうじて自制心を発揮した。

「い、いえ、見たところ、武器を隠すようなこともできないと思われますし、そこまでしなくてもいいでしょう」

「そうですね。たしかに武器を隠していれば直ぐにわかります。でも、一応念のため、前後左右を確かめられては？　今から回りますので」

　そう言って、レフレンシアは両手を水平に挙げると、まず右へ九十度体を回し、副官に対して横向きになった。

　形よく盛り上がった乳房に紐が一本、まとわりついている。

　次にまた九十度回り、副官に背中を向ける。

　そちら側では下帯はただの紐なので、尻の双丘がすべて露あらわになっている。

　そしてまた九十度回り、最後にもう一回、九十度回って、レフレンシアは副官に正対した。

「如何いかがでしたか？　何か怪しい点はありましたか？」

　副官は息が荒くなるのをなんとか抑え、うわずる声をなんとか抑え、できるだけ冷静に聞こえるようにと必死で努力しながら応えた。

「いえ。いえいえ、何も。何もありませんでした、はい」

「では、みんなも確認してもらいなさい」

「はい、レフレンシア様」

　控えていた他の団員が副団長と同様、両手を水平に挙げ、その場で九十度ずつ回って止まりを繰り返し、一回転した。

　副官以下が、それを血走った目で見つめている。

「どうでしたか？　何か不審な点がありましたか？　もしあるのでしたら、全部脱がせますが？　そこのいちばん胸の大きな娘こを重点的に」

　ウェルネシアは思い切り腰を引き、右手で胸を隠し、左の掌をふるふると振った。

「ああ……いえ……特段、怪しいことはない……ように思いますので……」

　と副官が応えると、周りの部下から非難するような視線が彼に向けられる。

　その視線をなんとか無視して、副官はレフレンシア以下を手招いた。

「あ～～、では、こちらへどうぞ。バギット将軍の下もとへご案内いたします」

「かたじけない」

　レフレンシア以下、五人の白はく兎と団員が、集まっている兵士の視線などものともせず、胸を張って陣地の中を歩いていった。
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　案内されたレフレンシア以下を迎え入れたバギット将軍は、しばらく呆然と使節団の団員を見やっていたが。

「あぁ、これですか？　わたしは魔術士なので、慣かん例れいに則のつとって、こうして青絹の衣装を着用して参上しました」

　レフレンシアがしれっとした顔でそう言うと、ようやく将軍が我に返った。

　自分専用の大きな天幕の片隅に控えていた遠征軍所属の魔術士二人――天幕の外にも何人かの魔術士が控えている――を将軍が見やると、二人はレフレンシアに鋭い視線を注そそいでいた。

　二人の魔術士も女性で、全身を覆うゆったりとしたマンテラを羽織っている。

　そのため、どんな衣装を着ているのかわからないが、鎧を着用していないのは体の線からも明らかだ。

「とくに問題はないようです」

　と、魔術師の一人が低い声で将軍に言った。

「では、改めて自己紹介を」

　レフレンシアは軽く会え釈しやくをしてから、

「わたしが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスです。どうかよろしくお見知りおきを」

　と名乗り、丁寧に頭を下げた。

「貴国のバロス三世王やアリアンレイ殿に、その節は大変お世話になりました。わたしが今ここでこうしていられるのも、あのお二人のおかげです。将軍殿が帰国なされたら、どうかよろしくお伝えください」

　なかなか微妙な挨拶だった。

　聞きようによっては、わたしを解放したのはバロス三世なのだ、ここでわたしを捕らえるような真似をすれば彼の顔に泥を塗ぬるぞ、と警告しているように取れなくもない。

　バギットは内心で舌打ちしながら挨拶を返した。

「儂が、ルーアル・ソシエダイ王国クセルクス盆地解放軍司令官、バギット・バーグレイ・ボメルだ」

「では、引率してきた団員を紹介いたしましょう。まずは救急分隊長のアナ・ハイデル・トスカル。彼女も高位の魔術士です」

　二人の魔術士が鋭い視線を投げかけてくるが、アナは気にすることもなく優美な笑みを浮かべ、バギットに向かって頭を下げる。

　天幕内の燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの炎を受け、彼女の長く豊かな髪が煌きらめいた。

　その笑みの柔らかさに、透き通った青絹の衣装の下の体の線の優雅さに、将軍は目を奪われる。

「続いて鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ二番隊隊長、ヨーコ・ジュン・シラサギ」

　ヨーコが長く艶やかな黒髪を揺らして頭を下げた。

　異国ふうの凜りんとした顔立ちと、この辺りではお目にかかれない艶つやのある黒髪、そして透けた青絹の衣装の下の引き締まった体に、将軍は目を奪われる。

「次が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ四番隊隊長、セリノス・セレニクス・クワドロスと、副隊長、ノエルノード・ノエラ・クワドロス。見ておわかりのように二人は双子です」

　本当はどちらも「見習い」がつくのだが、そこには触れないのが当然だ。

　寸分違たがわぬ二人の顔立ちと、透ける青絹の衣装の下の骨格から肉付きまでそっくりな体に、将軍は目を奪われる。

（いや……一部にだけ、ちょっとした違いがあるようだが）

　将軍の視線が二人の胸元に向いていたのは言うまでもない。

「最後が、わたし直属の補佐官、ウェルネシア・アドゥ・バルトレィです」

　ウェルネシアだけは幹部ではないので、レフレンシアは適当な役職をでっち上げた。

　ウェルネシアが頭を下げると、ちょうど将軍のほうからは彼女の胸元が覗のぞける体勢になった。

　胸の谷間は恐ろしいまで深かった。

　言い換えると、二つの胸の盛り上がりは恐ろしいまでに高く大きいということだ。

　ウェルネシアが頭を上げ、背筋を伸ばすと、そのことが実感できる。

　双丘でなく双山。

　それも、とびきりの高こう峰ほうだ。

　その高峰を押さえているのが、ただの紐ではないかと思えるような極細にして極小の胸覆いなのだから、恐るべき破壊力だった。

　ここでいう「破壊力」とは、見ている者の理性を破壊する力ということだが。

　おまけに胸の盛り上がりが大きすぎて、ただでさえ短い短裳の裾がさらに短くなり、透けるとか透けないとかいう以前に、下帯が裾からはみ出している。

　もはや全身が破壊力の塊であり、男に対しては最終兵器と呼んで差し支つかえない存在のウェルネシアだった。

　その巨大と言っていい彼女の胸の偉い容ように、将軍は目を奪われた……というより、魂まで奪われそうになっていた。

「以上が、白兎騎士団しろうさぎからの使節団の構成員であります、将軍殿」













　レフレンシアがそう声をかけて寄越さなければ、将軍は本当に魂を吸い取られていたかもしれない。

　それほどに青絹の短裳を着た――おまけに極細極小の胸覆いと下帯――ウェルネシアの出で立ちは危険きわまりなかった。

　彼女だけではなく、連れてきた団員はみな魅力的で魅惑的で、将軍のみならず、同席したルーアル・ソシエダイ軍幹部の目や心を惑わしている。

　もちろんレフレンシアはそれを狙ってやっているのであるが。

「あぁ、いや、遠路はるばるご苦労だった」

　と将軍は言ったが、べつにレフレンシアたちは「遠路はるばる」というほど遠くから来たわけではない。

　将軍も自分の言葉の選択間違いに直ぐに気づいたらしいが、とくに訂正もせず、

「座るがいい」

　と着席を促した。

　レフレンシア以下、軽く頭を下げて、用意された床しよう几ぎに腰を下ろした。

　簡易組み立て式の野や戦せん卓たくを挟み、レフレンシアたち六人とバギット将軍以下の遠征軍幹部六人が相対する格好となった。

「で、こんな夜遅くに何用か、レフレンシア殿？」

　女性兵が用意した葡ぶ萄どう酒しゆの酒しゆ杯はいを手に取り、バギットが訊いた。

　レフレンシアたちの前にも酒杯が用意されていたが、白兎騎士団しろうさぎ側は誰も手にしない。

「ええ、そのことなのですが」

　レフレンシアが身を乗り出すようにして応えた。

「手打ちにいたしませんか？」

「な、なに？」

　バギットは最初、レフレンシアが何を言い出したのかわからなかった。

「ですから、こちらも窮きゆう地ちに陥っていますし、貴軍も窮地に陥っているわけですから、この辺で手打ちにするということを考えてもよいのではありませんか？」

　レフレンシアがかけている遠とお眼鏡めがねが、蠟ろう燭そくの炎を受けてキラリと光った。

（やはり、輜重部隊を襲ったのは白兎騎士団しろうさぎか！　だが、どこにそんな兵力が……）

　バギットは、してやられたという悔しさを必死で押し隠し、素知らぬ顔で応えることしかできなかった。

「貴殿らが窮地に陥っているのはよく理解できるが、我がほうが窮地に陥っているとは、はて、なんのことだろうか」

「いえいえ将軍殿、そこはしらをお切りにならずともよいのです。すべて承知しておりますから。何しろ貴軍の輜重部隊を襲撃して輜重を破は却きやくしたのは、外ほかならぬわたしたちなのですからね」

（ここでそれを明かすか。いったい何を狙っているのだ、こいつは？）

　将軍はどう応えるべきかをしばし思案する。

　が、結局、それを認めるしかなかった。

　相手が輜重部隊を襲った張本人なら、たしかにしらを切っても意味はない。

「勘違いするな。我がほうの輜重部隊が打撃を受けたのは事実だが、そして兵糧を失ったのも事実だが、それで我が軍が窮地に陥ったわけではない」

「そうですか。ならばこちらの取り越し苦労だったわけですね」

　将軍は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で言った。

「貴殿らに心配してもらう謂いわれもないと思うがな」

「まぁなんと言いますか、わたしは、ほら、バロス三世王とアリアンレイ殿に恩がありますからね。少しでもお返しできたらと思った次第です」

　大きなお世話だと怒鳴りたいところだが、バギットはなんとか自制した。

「もし兵糧でお困りのようでしたら、少しくらい融ゆう通ずうを利かせることもできると思って参上したのですが」

「な、なんだと!?」

　バギットが目を見開いてレフレンシアを見た。

　彼だけではなく、居並んだ幹部も全員が目を見開き、驚きの表情を浮かべてレフレンシアを見つめている。

（食いついたかな）

　と内心でほくそ笑みつつ、レフレンシアは言葉を継ついだ。

「ええ。ご存じかどうかわかりませんが、我々がマイヨ・ルカの街に残してきた兵糧がありましてね」

（よぉく知っているわ）

「あれを貴軍に差し上げてもいいかと」

「な!?」

　バギットは思わず知らず、腰を浮かせかけていた。

「どうせ取られてしまうのなら、シギルノジチにくれてやるより、恩のある貴国に差し上げたほうがまだマシかなと、そう思っただけです」

　バギットにとって願ってもない申し出だ。

　だからといって、はい、そうですかと素直に手を差し出すわけにもいかない。

　そもそも、いくら自分たちが使えない物資だとしても、無た料だでくれるはずがないではないか。

「何が望みなのだ？」

「いえ、望みというほど大それたものはありません。この先、多少なりとも手を抜いていただければそれでいいのです」

　これも、どんな場面で手を抜けと言っているのかがわからない。

　が、相手にすれば、これこれこの場面でと言えないのもたしかだ。

　曖あい昧まいな物言いで誤魔化すのも交渉の席では当然といえば当然ではあった。

（シギルノジチとの連携で手を抜けと言っているのか？　ならば、べつに手を抜くまでもなく、もはや同盟など名ばかりになっているがな）

「しかし、貴殿らがくれると言ったところで、すでにその兵糧はシギルノジチ軍が管理するところだ。単なる空から手て形がただと思うが？」

「では、譲じよう渡と状じようを作成していきますよ。それがあれば、貴方がたが正当な権利者になります。相手方に所有権を強く主張できると思いますが」

（むむむ、それはたしかに……いや、しかし……）

「で、話を元に戻しますが」

　レフレンシアは、物資の譲渡についてはすでに決着がついたと言わんばかりに強引に話題を戻そうとする。

「戻す？」

　バギットが怪訝そうな顔になる。

「ですから。そろそろ手打ちを考えたらどうでしょう、という話ですよ」

「まさか少しくらい兵糧を譲った程度で講和を受けてもらえるとでも？　我らは貴殿らと違って、そこまで切せつ羽ぱ詰まってはおらんぞ」

「でしょうか？　先に輜重部隊を襲ったこちらの部隊が健在なのをお忘れなく」

（む……）

　たしかにレフレンシアの言うとおりで、迂回路を開いたとしても、もう一度、輜重部隊が襲われる可能性は少なからずある。

（というより、襲う気満々だな、こやつら）

　となると、警備に五百や六百の兵員を割かなくてはならない。

　いや、相手の戦力が不明である以上、それでは足りないかもしれない。

　三千の兵員を養うため、五、六百の輜重部隊に一千もの兵を警護に出さなくてはならないとは、本末転倒もいいところだ。

（くそ、どういう手品だ。いったい、どこにそんな兵力がある。まさか、本当にベティスが援軍を？　いや、そんな余力はないはずだ。白兎騎士団しろうさぎのために一千を送る余裕があるのなら、まずは大だい平へい原げんへ兵を送るだろうに）

　バギットはそう思う。

　西方に不安を抱えるベティスに二正面作戦を遂行できるだけの戦力はないのだから。

　白兎騎士団しろうさぎに援軍が入った――ドゥイエンヌの率いる部隊のことだ――という情報はバギットも得ていたが、それはあくまで義ぎ勇ゆう軍ぐんであり、私兵であるという話だった。

　あのように見事な奇き襲しゆうが、そんな寄せ集め部隊にできるとは思えない。

（そいつらを城じよう塞さいに入れて白兎騎士団しろうさぎ自らが奇襲を？　それならば可能かもしれんが、だとしてもわからんことがある）

　物見は、城塞には白兎騎士団の団員が詰めていることを確認しているのだ。

　だいいち一の砦より上は男子禁制のはずで、大半が男子兵の援軍が本城へ入れるわけがない。

　じっさい物見によって、一の砦付近に援軍らしき部隊がいることが確認されている。

　そして白兎騎士団の団員は、総勢で五百と少ししかいないことも判明している。

　奇襲のために四百も五百も兵員を揃えられるはずがない。

（わからん。どこから捻出した？　それが判明しない限り、もう一度、輜重部隊が襲われるのを防げない……）

　バギットは頭を抱えたくなったが、素知らぬ顔で強がってみせた。

「こちらには七都市同盟の押さえに残している兵もいるのだ。今度、輜重部隊を襲えば、返り討ちに遭うのはそちらだと思うが？」

「そうですか。でも、それはやってみないとわかりませんね。もしかすると」

　レフレンシアが、にやりと口の端を吊り上げた。

「こちらにも、存外、まだ隠している兵力があるかもしれませんよ？」

　その言葉を一笑に付せないのがバギットの悩ましいところだった。

「そうだとしても、手打ちなど考慮にも値しない提案だな。第一、シギルノジチが肯がえんずるはずがない」

「シギルノジチはおいておいてもいいのです。我々が手打ちをしたいのはあくまで貴国なのですからね」

「同盟軍を差し置いて、我らが勝手に話を進められるはずがなかろう」

「おや？」

　レフレンシアは意外そうな顔になった。

「そうでしたか。両国はまだ同盟関係を維持していましたか。そろそろ手切れする頃かなと思ったのですが」

　実際には切れかかっている。

　バギットとしては切りたいとさえ思っている。

　だが、さすがにそれは一司令官の権限の及ばないところで、バロス三世が「切る」と言わなければバギットには如何ともし難い。

　一方、敵から兵糧を受け取る――というのも、よく考えるとおかしな話だが――だけならどうか。

　押さえた兵糧を接収すると考えれば、司令官の判断で行っても問題はない。

　何より正当な権利を主張できれば、自軍の中隊を力尽くで追い返したシギルノジチに対して意い趣しゆ返しができる。

　そのことにバギットは心惹かれた。

「我らは立派な同盟国だ。とはいえ、マイヨ・ルカの街の物資は元々は貴殿らの物だ。貴殿らが譲ゆずるというのなら、それに対しては我らも文句を言うつもりなどないが」

「ですか。ならば、とりあえず貴軍にお譲りしますよ。実際にどうやって入手するかはわたしたちの与あずかり知らないところですが」

　つまりレフレンシアは、所有権は譲る、あとはそちらで勝手にやってくれ、と言っているわけだ。

「それはこちらの問題だ、貴公らが気にする必要はない」

　レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「ですか。ならば筆記用具を貸していただけますか？　こんな格好ですからね、生あい憎にくと何も持ってきてはいないのですよ」

　と言って、自分の体を指し示した。

　それまでなるべく相手を見ないように気をつけていた将軍も、ついついレフレンシアの体に目をやってしまう。

　相変わらずいい感じに透けていた。

　何度見てもじつに際どい胸覆いだった。

（胸の大きさこそ向こうの女に遠く及ばないものの、全体に均整の取れた体はなかなか見事な……いやいや、そんなことを考えている場合か！）

　激しく自分突っ込みをしたバギットは、自分の視線をなんとかレフレンシアの体から引き剝がすことに成功した。

「おい、紙とペンを持ってこい」

　と言う将軍の声に、同席している幹部たちが我に返る。

　彼らのある者は意外な話の展開に呆気に取られていた。

　別のある者は目の前に居並ぶ白兎騎士団しろうさぎ団員の艶あで姿すがたに目を奪われていた。

　誰もが思考能力に制限をかけられたような状態であったのは間違いない。

　それもレフレンシアの狙ったことではあった。




　用意されたペンを手に取ったレフレンシアが、卓上に置かれた紙にスラスラと何かを書き付けていった。

　最後に文末に署名すると、レフレンシアは、

「これで、マイヨ・ルカの街の白兎騎士団しろうさぎの倉庫にある物資は貴方がたの物です」

　と言って紙を将軍のほうへ押しやった。

　将軍が文面に目を落とすと、そこにはたしかに「マイヨ・ルカの街の倉庫にある物資をルーアル・ソシエダイ軍に譲る」旨が書かれており、最後に流りゆう麗れいな筆ひつ致ちによる署名があった。

　さて、では、とレフレンシアが言った。

「手打ちの話は断られてしまいましたし、今日のところはこれで引き揚あげますよ」

（これで戻る？　本当に、いったい何しに来たんだ、こいつは？）

　この会談で、ルーアル・ソシエダイ軍はある程度の利益を得たと言っていい。

　実際に兵糧が手に入るか否かはさておいて、正当な権利者という立場は手に入れたのだから、今後のシギルノジチとの交渉の手札にはなる。

　一方、白兎騎士団しろうさぎ側はどうかというと、何も利益を手にしていない。

　奪とられる物資の持ち主がシギルノジチになるかルーアル・ソシエダイになるか、それを調整するために来ただけという結果だ。

　手打ちの話も本気で持ち出したのかどうかさえ怪しい。

（まるであの格好を見せつけに来たようではないか。だったら、もう少し鑑賞してやるのも……いやいや、だから、そういうことを考えている場合ではないというに！）

　バギットが内心で自分突っ込みをしていると。

「我々はそろそろお暇いとましようと思うのですが、よろしいですか？」

「あ……ああ、貴殿らがそれでいいなら、我らに止めるつもりはないが」

　レフレンシアが立ち上がると、他の五人も続けて立ち上がった。

　床几に腰をかけたままのバギット以下は、立ち上がったレフレンシアたちを見上げる格好になる。

　短裳からはみ出した股間を隠す僅わずかばかりの下帯が彼らの眼前にあった。壮そう観かんというか美び麗れいというか淫いん猥わいというか、いずれにせよ見事な光景だ。

　将軍以下の幹部が、視線を一点に留めたまま固まっていると、天幕の隅に控えていた二人の魔術士がわざとらしい咳払いを発した。

　それで将軍たちは我に返る。

　慌てて立ち上がると、将軍は右手を挙げて掌をレフレンシアに向けた。

　その大きな掌にレフレンシアが掌を合わせた。

「では、そのうち、もう一度、お伺うかがいしますよ。そのときはもう少し耳を傾けていただけると嬉うれしいのですが」

　そう言ってレフレンシアは右手を引いた。

「降伏するという申し出なら、いつでも歓迎するのだがな」

「そうですねぇ。いざとなれば、それを考えないわけにはいきませんかね。もっとも、シギルノジチには死んでも降伏したくないのですが」

　などと意味深な言葉を残し、レフレンシアたちはルーアル・ソシエダイ兵に先導され、天幕から退出していった。




　あとに残されたバギット以下の幹部たちは、狐につままれたような面持ちで、六人の後ろ姿――透けた青絹越しにぷりぷりとしたお尻が揺れている――を見やっていた。
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「あれでよかったんですか？」

　ルーアル・ソシエダイ軍の本陣をあとにして、一の砦へ至る山道を馬に跨またがって登りながら、ヨーコはレフレンシアに声をかけた。

　微かすかな星明かりが漏れるだけで、辺りは真っ暗に等しい。

　そこを松明の明かりだけで騎き乗じようして進むのはかなりの難事だが、白兎騎士団しろうさぎの団員にとっては通い慣れた道で、目を瞑つぶっても歩けるくらいなので問題はない。

「そうだなぁ」

　とレフレンシアは暢のん気きな声を返してきた。

「いちおう食いついてきたしね。あの様子なら、こちらの期待通りの展開に持っていけるんじゃないかな」

「期待外れの結果に終わったら、こんな格好をしたかいがありませんよ」

　ヨーコは情けなさそうな顔で自分の体を見下ろした。

　帰りはマンテラを羽織っているのでその下は隠れているが、青絹の短裳で敵軍幹部の前に立ったヨーコの心中はなかなかに複雑だ。




　レフレンシアから、使節団に加わってくれないかと言われたときは、いいですよ、と気軽に応えたヨーコだったが、あとから使節団のするべき出で立ちを聞かされたときは、騙だまされた！　と憤ふん慨がいしたものだ。

　もっとも、騙されたのはヨーコだけではない。

　セリノスもノエルノードもウェルネシアも、レフレンシアに騙された口だ。

　それなのに、上官に異を唱えることも珍しくない白兎騎士団しろうさぎで、彼女たちが不平不満を言いつつもおとなしく使節団の一員として交渉の場に臨のぞんだのはどうしてか。

　レフレンシアを信頼しているからなのか、白兎騎士団しろうさぎへの忠誠心が厚いからなのか、あるいは、この上司を放っておくと何をしでかすかわからないから、しっかり見張っていないと駄目だという義務感からなのか。

　理由はともかく、全員が逃げも隠れもせずについてきて、青絹の衣装で敵幹部の前に堂々と立ったのは天あつ晴ぱれだったとは言える。




「そんなことないよ。あいつら、みんなの勇姿に目が釘付けだったじゃないか。とくにウェルネシアの胸の辺りに。あいつらの視線だけでウェルネシアのおっぱいが凹へこみそうなほど熱心に見入っていたよな？」

「言わないでぇぇぇ。思い出したくないぃぃぃ」

　ウェルネシアの絶叫が夜空に響いた。

「そう言うなよ。わたしだって年甲斐もなくあんな格好をしたんだからさ。というか、みんなウェルネシアとアナとヨーコにばかり注目して、誰もわたしのことなんか見ていなかった気がして不満だったんだけど」

　今度はセリノスとノエルノードが思い切り情けない顔になった。

「レフレンシア様で注目を浴びないなら、わたしなんて……なあ？」

「わたしに同意を求めないでくれるかしら。とはいえ、ウェルの場合、視線のすべてが胸に集中していたのに比して、わたしと姉様の場合は、大半が顔に向いていたのはたしかよね。双子はそれなりに珍しいものね」

「顔だけじゃなく、おっぱいにも注目してほしかったよね？」

「いや。いやいやいや、そんなこと全然思わないけど？」

「はっはっはっ。まぁ、団の誰が出てきてもウェルネシアには敵かなわないから……いや、クシューシカなら対抗できるか」

「レフレンシア様、乳ちち談義はおいておいて」

　とアナが遮さえぎった。

　彼女だけは、いつものにこやかな笑みを絶やしていない。

「それより。このあと、どうするおつもりですか？」

「待ちに徹するしかないね。ルーアル・ソシエダイ軍がどう出るか。それに対してシギルノジチ軍がどういう対応を見せるか。わたしたちの策は偏ひとえにそこに懸かっているわけだからね」

　はじめてアナの顔に翳かげが差した。

「こちらの期待通りに動いてくれるといいのですけれど」

「ま、出たとこ勝負だからさ。わたしたちにできるのは、せいぜいアルアラネ様に祈ることくらいだよ」

「……ですね。本城へ戻ったら、たっぷりと祈き願がんしておくことにします」

「それじゃ、さっさと戻って団長に報告するとしようか」

　右手で松明を掲かかげているレフレンシアは、左手で手た綱づなを操り、踵かかとで軽く馬の横っ腹を蹴った。
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　ガブリエラは一の砦でレフレンシア一行を待っていた。




　ガブリエラが待機している講義室にレフレンシアたちが顔を出すと、彼女は心配そうな表情を隠さず立ち上がった。

「お疲れ様でした、副団長。アナ、ヨーコ、セリノス、ノエルノード、ウェルネシアもご苦労様でした」

　ガブリエラが深々と頭を下げたので、レフレンシアは少し戯おどけた調子で言った。

「いやいや、本当に苦労したよ。何しろ居並ぶ敵の幹部の前でこんな格好になったんだからなぁ」

　そう言ってレフレンシアが羽織っていたマンテラを外し、例の透けた青絹の短裳姿になった。

　講義室には熾おこした炭を入れた暖房器が幾つか置いてあり、部屋の空気は暖まっているから、レフレンシアに続いて全員が、長いため息とともにマンテラを脱いだ。

「ええ、あの、本当に大変なご苦労をおかけしたと思います」

「中でも大変だったのがウェルネシアだね。何しろ居並んだ幹部の視線の八割方を彼女が一手に引き受けていたから」

　ガブリエラがウェルネシアのほうを見やると、彼女は泣き笑いの顔で、

「ま、まぁなんとか」

　と応えた。

「団長はウェルネシアの頑張りに、肩や足を揉もんで応えてあげるべきじゃないかな」

「ええ、もう、いくらでも揉みますよ？」

「ってことで、肩と足は団長に任せて、わたしはウェルネシアのおっぱいを揉もう」

　レフレンシアは両手を眼前に掲げ、広げた掌をわきわきと動かした。

「なんでそうなるんですかっっ！」

「だから、君の頑張りに応えて」

「必要ありませんからっ！」

「ちぇっ」

　レフレンシアは、がっくりと肩を落として両手を下ろした。

「ちぇって、レフレンシア様……」

　ウェルネシアが思い切り情けない顔になる。

「どうぞ、おかけください。いま熱いお茶を淹いれてもらいますから」

　と促され、レフレンシア以下、アナ、ヨーコ、セリノス、ノエルノード、ウェルネシアの六人が方卓を囲むように椅子に腰を下ろした。

「レオチェルリ、みんなに熱いお茶をお願いね。あと、着替えも用意して」

「はい、ガブリエラ様」

　部屋の片隅に控えていたレオチェルリが部屋から走り出ていった。




　少しして、若手の団員が着替えを持ってきた。

　それを受け取ったレフレンシアたちは、部屋の隅に移動して白兎騎士団しろうさぎの長なが裳もと兎うさ耳みみ帽ぼう子しに着替えた。

「やれやれ、これを着てこれを被ると、やっぱり落ち着くね」

　脱ぎ捨てた青絹の衣装は若手の団員が回収していった。

「でも、そうだな、ウェルネシアはあれが制服ってことでもいいんじゃないかな」

「なんでそうなるんですかっ！」

「そうか。あの衣装は嫌か」

「嫌に決まってますっ」

「じゃあ、着なくてもいいよ」

　ウェルネシアが、ほっと安あん堵どの息を吐はくと。

「着ないわけだから、ウェルネシアの制服は胸覆いと下帯だけってことで」

「え～～ん」

　ウェルネシアが、泣き真似をしながらガブリエラに訴えた。

「副団長のいじめがキツすぎます。なんとかしてください、団長～～」

「え、え～～？」

　なんとかしたら、自分にも火の粉こが降りかかるかもしれない。

　そうならないように、ガブリエラは適当なことを言ってお茶を濁にごそうとした。

「では、ウェルネシアは四六時中、鎧を着ていたらどうでしょう？　寝るときも食事のときもお風呂に入るときも。それなら安心ですよね？」

「それもなんだか悲しすぎる～～」

　見かねたアナが割って入ってきた。

「はいはい、ウェルネシアで遊ぶのは、もうその辺で」

「アナ様！」

　ウェルネシアの顔が感激で輝いている。

（最初からアナ様を頼ればよかったんだ）

「遊ぶのなら、もう少し余裕のあるときにしましょう。そのときはわたしも誘ってね。ウェルネシアのおっぱいには、わたしも興味があるもの」

「もう嫌ぁぁぁぁ」

　ウェルネシアはとうとう机に突っ伏してしまった。

　そこへ二回生の団員と共にレオチェルリが、お茶とお茶菓子を運んできた。

「皆様、お茶が入りました……って、あれ？　どうかしましたか？」

「いえ、なんでもないの。ちょっとウェルが疲れちゃったみたいで」

（（ウェルの疲労の八割方は、レフレンシア様やアナ様や団長のせいだけどねっ））

　セリノスとノエルノードは内心で盛大に突っ込んだ。声に出さずとも突っ込みが綺麗に揃っていたのは、さすがに双子だといえよう。

「じゃ、アナの仰せの通り、ウェルネシアの胸で遊ぶのはこの戦いくさに勝利したあとにするってことで、とりあえずはお茶を飲みながら作戦会議といこうか」

　この戦争に勝利したら自動的に自分の胸で遊ばれてしまうと思うと、ウェルネシアは素直に勝利を願えなくなってしまった。




「で、如何でしたか、ルーアル・ソシエダイ軍の司令官、バギット将軍の様子は？」

　とガブリエラが訊いた。

「うん、おおよそこちらの想定どおりの反応だったかな。すでにシギルノジチと一ひと悶もん着ちやくあったようだから、当然と言えば当然だけど」

　白兎騎士団しろうさぎはマイヨ・ルカの街から引き揚あげたあとも、複数の保護色を街に潜ませているから、街に入ったシギルノジチ軍と街に入ろうとしたルーアル・ソシエダイ軍とのあいだで揉もめ事があったことは把は握あくしている。

　騒ぎを察知した保護色の一人が、密かに伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしていたのだ。

「で、こちらの譲渡状を押しつけてきたから、それを盾に、もう一度、兵糧を確保するためにマイヨ・ルカの街へ行くだろうとは思う。さて、そこでシギルノジチがどういう対応をするか。そのとき、ルーアル・ソシエダイ軍が、言い換えるとバギット将軍が、どこまで突っ張るかで、今後のわたしたちの取るべき道が決まるね」

「実際にご自分の目でご覧になって、どう思われましたか、副団長は？」

「かなり揉めるだろうと思う。まぁ半分は期待を込めての推測だけどさ。最悪の場合、こちら側から言うと最良の場合なのかもしれないけど、ちょっとした小こ競ぜり合いが始まるかもしれないな。もっとも、すでに一度、小競り合いをしているようだけど。そしてそのときのシギルノジチ軍の代表がヴィネダだったようだけど。美お味いしいところを持っていくなぁ、あいつ」

　レフレンシアがクスクスと笑い出した。

「美味しいんですか、それが？」

　とヨーコが真面目くさった顔で訊いた。

「いやいや、美味しいだろう。シギルノジチ軍の代表としてルーアル・ソシエダイ軍と闘やり合ったんだぞ、あいつが」

「……可お笑かしくはありますが」

「次の小競り合いにもあいつが出てきてくれるといいんだけど」

　そうレフレンシアが言うと、ガブリエラが小首を傾かしげた。

「どうしてですか？」

「あいつは容よう赦しやを知らないからね。相手が同盟軍だろうと白兎騎士団しろうさぎだろうと、本気で向かっていくさ。その辺のルーアル・ソシエダイ兵なんかじゃ、コテンパンに伸のされるのではないかな」

　レフレンシアは、またもや楽しそうに笑い出した。

「そうなってくれると、こちらの願ったとおりの展開になる……というわけですね」

　とアナが言うと、レフレンシアが今度はにんまりと笑った。

「そうなってもらいたいものだね。実現の可能性は五分五分以上だと思うよ。いや……七、八割くらいはあるかな。そのために、あっちこっちでいろいろと仕込んでいたわけだからね」

　ガブリエラは真剣な顔で頷いた。

「そうですね。レオノーラ隊長も、ジアンたちも、ドゥイエンヌさんも、本当に期待どおりの、いえ、期待以上の働きをしてくれました」

「ああ、みんな、よくやってくれている。だから、彼女たちの働きに応えるためにも、わたしたちも頑張らないといけないわけだ」

「えっと、具体的には、ここからどう頑張るのです？」

　とヨーコが訊いてきた。

「ルーアル・ソシエダイ軍とシギルノジチ軍が小競り合いを、むしろ中競り合いくらいをしてほしいんだけど、そうなったあとにもう一度、使節団としてバギットのところへ赴いて手打ちを持ちかけるのさ。今度こそ聞く耳を持ってくれるんじゃないかな？」

「あ……あのぅ」

「なんだい、ウェルネシア？」

「次の使節団の構成員は……」

「まだ決めていないけどね。でも、わたしと君だけは外せない」

　ウェルネシアが小さく顔を歪めた。

「ああ、いや、君は外してもいいかもしれないな」

　ウェルネシアの顔が、ぱぁっと輝いた。

「外していただけるんですか!?」

「うん、君は外そう、胸覆いを」

「は……い？」

「君は外したいようだから、許すよ。胸覆いを外してから青絹の衣装を着なさい」

「もう嫌ぁあぁぁ」

　机に突っ伏したウェルネシアが号泣（の真似）をすると、アナも、セリノスとノエルノードも、ガブリエラも、ヨーコまでもがくすくすと笑い出した。

「皆さん、酷ひどいです～～」

　ウェルネシアが顔を伏せたまま体を震わせていると、セリノスが、まぁまぁ、と声をかけた。

「いいじゃないか、ウェル。そこは女として大きく胸を張るところだよ。君は胸が大きいだけに」

「少しも上手くないわね、姉様」

「何しろわたしやノエルなんか、張りたくても張るだけの胸がないんだから、羨うらやましい限りだよ」

「少しも面白くないわね、姉様！」

　ひとしきり笑っていたレフレンシアだが、やがて笑いを納めると、改めてガブリエラに向き直った。

「ところで、アスカのほうはどうなんだい？」

「今のところ問題はなさそうです。数人、あるいは十数人単位で森に入ってきた探索隊はアスカやハイミオが始末してくれていますから、銀山の在処ありかは、もうしばらく隠しておけると思います」

　ガブリエラがそう答えると、レフレンシアは、そうか、と頷いた。

　ハイミオは、レオノーラが雨を降らせて崖を崩したあとに、彼女の護衛の任を離れ、アスカたちと合流して南の山地で活動を開始していた。

　ジアンが盆地を離れている今、山岳部での活動経験の豊かなハイミオは大いに頼りになる存在だ。

「銀山までをシギルノジチに押さえられてしまうと、かなり不利になるからね。百人、二百人単位で探索隊が行動しない限り、なんとかなりそうか。もっともその場合は探索範囲が限定されるから、見つかる可能性は低いままだ。それならそれでかまわない」

「街を押さえたわけですから、シギルノジチが南の山地へ大量の兵員を投入する可能性はありませんか？」

　とヨーコが訊いた。

「どうかな。まだそこまではしないんじゃないかな……というか、むしろ可能性は低くなったかもしれないよ。ルーアル・ソシエダイと揉めてしまった以上はね」

「なるほど。そうですね」

（やはりよく考えてよく練られている）

　ヨーコはガブリエラとレフレンシアの策に改めて感心した。

「で、バギット将軍との次の会談なんだけどね」

　全員の目がレフレンシアに集まった。

「そろそろ団長の黒さをお披ひ露ろ目めしておこうと思うんだ」

　ガブリエラはブルブルと首を左右に振る。

「いえ。いえいえ。わたし、全然黒くはありませんけど！」

「謙けん遜そんしなくてもいいんだよ、団長」

「いえ。いえいえいえ。まったく何も微み塵じんも謙遜なんかしていませんけど！」

「まぁ、君がどう言い繕つくろおうと、団員すべてが君の黒さを認めているんだから、それでいいじゃないか」

「いえいえいえいえ。全然まったく何も微塵も欠片かけらもこれっぽっちもよくはありませんけど！」

「そうなのかい？」

　とレフレンシアが居並ぶ団員の顔を見渡すと。

「黒い」

「とても黒い」

「恐ろしく黒い」

「限りなく黒い」

「すべからく黒い」

　などという同意の声が上がった。

　同意していないのは、部屋の片隅に控えているレオチェルリくらいだ。

　レフレンシアが、ほら、と胸を張った。

「だから、そろそろ君のその暗黒面を相手に見せておこうかという話」

「皆さん……酷ひど」

「ということで、次は団長にも青絹の衣装を着てもらうよ。いいかい？」

「あのう……はい、覚悟はできています」

「ウェルと二人、胸覆いなしで」

　ウェルネシアが声にならない悲鳴を上げ。

「そんな覚悟はできていません！」

　ガブリエラが凄まじい目つきでレフレンシアを睨みつけた。

「噓うそ、冗談だよ」

　レフレンシアは慌てて右手を振った。

「ならば、よいのですけれど」

　ガブリエラが視線を緩めると、レフレンシアは話題を戻す。

「使節団の構成員は改めて考えるよ。ウェルネシア以外はね」

「やっぱり～～」

　ウェルネシアがパタリと卓に突っ伏した。

「ということで、吉報を待ちつつ、我々はあれこれと用意を進めておこうか」

　というレフレンシアの言葉で、報告会はお開きとなった。




　アナやヨーコ、セリノスにノエルノード、ウェルネシアは講義室を退出していったが、レフレンシアだけは居残って、ガブリエラと二人、夜明け近くまで、今後の展望や対策などを話し込んでいた。
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　翌早朝――。




　バギット将軍は一個大隊に加えて二個中隊を副官に率いさせ、マイヨ・ルカの街まで送り出した。

「正当な譲渡状があるのだ。奴らが入城と運び出しを阻止しようとするなら、実力行使に出てもかまわん」

「承知いたしました！」




　副官は部隊を率いて、勇躍、街に迫った。

　が、もちろんシギルノジチがすんなりと入城を認めるはずもなく、またも城門前での押し問答になった。

　しかし今度は自分たちに正当性があるのだから、副官も簡単には引かない。

　というより、七百人も率いて出張ってきたのだから、引くに引けないといったほうがいいだろう。

　とうとう最後には、シギルノジチ側が折れた。

　元々、シギルノジチ軍は兵糧に困っていない。

　今も輜重部隊がパルヴィネ峠越えで盆地に兵糧を運び入れているところだ。

　街に残っている僅かな兵糧のためにルーアル・ソシエダイ軍と全面的に衝突するのは不味いという大人の判断をビスタマウィ将軍が下したわけである。

　とはいえ、七百名全員を街の中に入れるわけにはいかない。

　多少の折せつ衝しようの後、ルーアル・ソシエダイ側は倉庫からの運び出しを三百名で行うことに落ち着いた。




　ところが、部下を率いて倉庫に乗り込んだ副官は信じられない光景を目にした。

　半数以上の棚が物資も兵糧も何も置かれていない状態で、置かれている棚にも空きが目立ち、大きな倉庫全体がすかすかという印象だ。

　何棟かある倉庫は、どこも同じ状態だった。

「なんだ、これは!?　どうしてこんなに少ないんだ!?」

　貯ちよ蔵ぞうされている兵糧の少なさに疑念を抱いた副官は、立ち会い役であるシギルノジチ軍幹部に食ってかかった。

　が、彼だってそんなことを言われても困る。

「元より、ここにはこれだけしかなかったのだ。大方、大半は白兎騎士団しろうさぎの連中が運び出したのだろう」

「そんな言い逃れが利くと思っているのか!?」

「なんだとう？　それはどういう意味だ!?」

「すでに貴様らが運び出して、どこかに隠したのではないのか、と言っている」

「貴様、我が軍への侮ぶ辱じよくは許さんぞ」

「それとも……そうだな、食い意地の張ったシギルノジチ軍のことだから、もう食べてしまったのかもしれんなぁ？」

　その一言が止とどめとなった。

　あとから振り返ると戦争の行方を左右した大きな一言だったかもしれない。

　しかし、そのとき、その場にいる人間に、そんな重大な岐き路ろに立っているという自覚などあろうはずがない。

　ただの売り言葉に買い言葉、お互い、勢いだけで言っているのだから。




　この後、街に入ったルーアル・ソシエダイ軍三百を、シギルノジチ軍が倍以上の兵で取り囲んだため、ルーアル・ソシエダイ軍部隊はやむをえず引き下がった。




「今後、貴様らの街への出入りは二度と許さん！」

「貴様らが街に居座っていられるのも今のうちだ！」

　結局、最後も売り言葉に買い言葉で両軍は分かれたのだが。

　ルーアル・ソシエダイ軍部隊の目の前で街の大手門が閉じられ、両者の対立は決定的なものとなった。

　別の見方をすれば、以前の状態に戻っただけとも言える。

　両国首脳がどのような思おも惑わくで同盟を結んだにせよ、両軍の現場に燻くすぶる相手への憎悪や嫌悪を短期間で解消できるはずがなかったのである。




　これ以降、両国の盆地侵攻軍は、同盟関係を結んだまま――解消するには本国の最高首脳の決断が必要だ――相手への警戒心を極限まで高め、隙あらば相手を出し抜こうという、前ぜん代だい未み聞もんにして尋常ならざる関係へと突入したのだった。
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　同盟軍との奇妙な対立を受け、バギット将軍の構想は根底から崩れてしまった。

　七百の兵員で迅速に迂回路を拓ひらこうとしたバギットだが、こうなると盆地にいる兵力は減らしたくない。

　本陣に一千を少し越える程度の兵しかいないことが知られれば、いつシギルノジチ軍――同盟軍であるにも拘かかわらず――が攻めてくるかわからない。

　公式な開戦は無理でも、小規模な戦闘なら、あとからいくらでも理由をつけられる。

　例えば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを攻めようとしたとき、両軍に混乱が起きて一部の部隊が衝突してしまった……とか。

　シギルノジチならその手の姑こ息そくな策を取りかねないと恐れたバギットは、迂回路開設のために送り出す兵員を絞り込まざるを得なかった。

　一方、南の山地を探索する部隊はこれ以上、減らすわけにはいかない。

　シギルノジチ側に先に銀山を発見されてしまうのは最悪の展開だし、探索中にシギルノジチ軍部隊と出くわして戦闘になってしまえば、少数では大損害を出す虞おそれがある。

　しかし、山地への探索部隊を増やせば盆地の兵力が減るわけで、それでは迂回路開設の兵を絞った意味がない。

　あちらを立てればこちらが立たず。

　二につ進ちも三さつ進ちもいかなくなっている現状に、バギットは苛立たしさを抑えられない。

　何故こうなったのか、何が悪かったのかはさっぱりわからないが、気がつくと自軍を取り囲む状況が悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　敵軍と正面から戦うことにおいては誰にも引けを取らないと自負するバギットだが、このようにややこしい状況を分析して有効な手立てを取るという面に関しては、少しばかり苦手だという自覚がある。

　けれど、いまバロス三世に向かって援えん軍ぐん要よう請せいを送るわけにもいかない。

　それでは、自分には盆地侵攻軍――解放軍と自称しているが――の司令官は荷が重すぎますと告白するようなものではないか。

　だいいち、大平原でベティス大公国と対たい峙じしている現状、バロス三世にだって兵力の余裕があるわけではない。

　しかも、北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくのあいだで何やら不穏な動きがあるという報告が、つい最近、入ったばかりだ。

（まさに八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだ）

　白兎騎士団しろうさぎであれば、こういうときには皆が集まっていい知恵を絞り出そうとするのだろうが、ルーアル・ソシエダイやシギルノジチにはそうした慣習がない。

　何かを決めるのは、あくまで指揮官、指導者の役目であり責務である。

　つまりはバギットの役目ということだ。

　なのに、これといった打開策を思いつけず、彼の苦悩は深まるばかりだった。

　それでも事態を座して見ているわけにもいかない。

　とくに兵糧の補給は、直ぐにも解決しなくてはならない現実的な問題だ。

　補給がなければ、あと二日かそこらで全部隊が干上がってしまうのだから。

　七都市同盟近辺にいる友軍に向けて急使を送ったが、味方も大量の兵糧をそう簡単に用意できるわけがない。

　仮に、ある程度までは用意できたとしても、北国街道が通行できない以上、盆地への兵糧の運び込みもできない。

　どうするべきかの決断がつかないバギットは、迂回路の開設はとりあえず最初に送り出した七百に任せることにして、シギルノジチの出方を探るという消極的な対策で我慢することにした。

　朝方、各方面への物見部隊を送り出したバギットが、さて次の手をどうするか……と天幕で思案している最中に、副官がやってきて使者が訪れたことを告げた。

「なに？　また鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎから？」

「はい」

　副官は、困ったような戸惑ったような顔で頷いた。

「また副団長のレフレンシア殿が率いてきています」

　バギットは目を見開いた。

「前触れもなしに？」

「ええ、いきなり副団長のお出ましです。どういうつもりなのでしょう」

（まったくな。今の白兎騎士団しろうさぎを率いているのが、あの副団長なんだろう？　もし何かあったら、いったい白兎騎士団しろうさぎはどうするつもりなんだ？）

　最高指導者のくせに、単なる使者のように身軽に気軽に敵陣へ顔を出すという感覚が、バギットにはどうしても理解できない。

（まさか、偽者ではないだろうな。つまり、このあいだ来たあいつが偽者だったという可能性が……）

　自国に捕虜になっていたときもレフレンシアとは見まみえたことがないので、バギットは一瞬、そんなことを思ったのだが、即座に否定した。

（いや、それはない。あの女が偽者であるはずがない）

　あの堂々たる態度と話しぶり、全身から滲にじみ出る覇は気き、闘気、人を魅了するふてぶてしい笑顔、噂に聞いた盆地の魔女以外の何者でもない。

（にしても、こうもほいほいと敵陣へ使節団長としてやってくるというのは……どうかしているな）

　バギットは小さく首を横に振って応えた。

「どういうつもりかは知らんが、来たのなら追い返すわけにもいくまいよ」

「では、お通ししてよろしいですか？　できれば、直ぐにもお通ししたいのですが」

「どういうことだ？」

「あの、また全員が青絹の衣装でやってきまして。ええ、マンテラなしで。今回は日が高い時刻の訪問ですから……青絹を透かして丸見えと言いますか全見えといいますか」

「なん……だと？」

「応対に出た兵たちが大喜びで白兎騎士団しろうさぎの団員を取り囲んで……」

「おい、不味いぞ。兵が奴らに手出しでもしたら……」

「談笑しています」

　がくぅっ。

　床几に座ったまま、バギットは大きくずっこけた。

「真っ昼間に青絹の衣装のまま兵たちに囲まれても、平然と、堂々と、にこやかに気軽に話し相手になってくれています。いやはや凄い度ど胸きようでありますね」

　それを凄い度胸と評していいのかどうか、バギットには大いに疑問だったが、そんな相手と自軍の兵が浮かれて談笑しているというのも具合が悪い。

「急いで通せ！」

「はっ、ただいま」

　踵きびすを返した副官が急いで天幕から退出していくと、バギットは辺りも憚はばからず大きなため息を吐つくのだった。
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　副官と幕僚の中から選んだ二人と共に、バギットは白兎騎士団しろうさぎの使節団を迎えた。

「やぁやぁ、ご無ぶ沙さ汰たしています、バギット将軍。ご健けん勝しようの様子で何よりです」

　天幕に入ってくるなり、レフレンシアは両手を広げて笑いかけてきた。

　青絹の短裳で、なおかつ極小の胸覆いと下帯でそういう格好をされると、目のやり場に困るのだが。

（まぁ相手がそのつもりならべつにいいか）

　バギットは開き直ることにして、遠慮のない視線をレフレンシアに向けた。

「儂はあまりご健勝ではないのだが、あんたは意気軒けん昂こうだな」

「意気軒昂にして甚はなはだしく健康。それがわたしの取り柄でしてね」

　バギットはげんなりとした顔になって、

「とりあえず、座ったらどうだ」

　と床几を勧めた。

　先日のように、自軍の魔術士が二人、天幕の片隅で目を光らせている。

　剣に手をかけた護衛の兵も並んでいる。

　それらの者に目もくれないで、レフレンシアは背後に控えている団員を指さした。

「その前に、連れてきた者を紹介しようと思うのですが、よろしいですか？」

「あぁ、かまわんよ。今日は三人か？」

　バギットはレフレンシアの背後に立っている白兎騎士団しろうさぎの団員に目をやった。




　一人は大柄で迫力があり、そこに立っているだけで威い圧あつ感かんが感じられる。

　おまけに、このあいだ来たウェルネシアとかいう団員に負けないくらいの巨乳だった。

　ちょっと動いただけで極細の胸覆いが千切れ飛んでしまいそうだ。

（いや巨乳はともかく。あの迫力、あいつも幹部なのだろうな。またしても幹部を引き連れての敵陣訪問か。本当にこいつらの感覚はわからん）

　バギットは別の団員に視線を向けた。

　そちらは年若で、美しい金髪が印象的だが、気が弱そうで、押し出しも弱く、迫力も感じられない。

（あれはただの随ずい員いんか。まぁ、それがふつうだろうよ）

　そして残りの一人はというと。

　随員と思われる団員に比べ、ずいぶん年季が入っていそうだ。

　今までに見てきた幹部とは違う、一種独特の迫力というか剣けん呑のんさを醸かもし出している。

（もしかして情報収拾や破壊工作担当の幹部か？）

　バギットはそう当たりをつけた。




　彼の思惑など知らぬ顔で、レフレンシアは、ええ、と応えた。

「今日は先日よりも少数精鋭でしてね」

「このあいだも少数精鋭だったろう？　みな白兎騎士団しろうさぎの幹部だったではないか」

「そうなんですけどね。でも、今日は団長をお連れしましたので」

「…………は？」

　バギットは目をぱちくりとさせる。

　副官や幕僚も、自分の聞き間違いだろうかと首を捻った。

「……すまんが、もう一度、言ってくれんか。よく聞き取れなかった」

　とバギットが言うと。

「ええ、ええ、何度でもご紹介いたしますよ。こちらが」

　体を開いたレフレンシアは、後ろに立っている気弱そうな年若の団員を指し示した。

「我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長、ガブリエラ・リビエラ・スンナ様であります」













　指名された団員は、困ったような笑みを浮かべて、おそるおそるといった体ていでバギットに頭を下げてきた。

「あの、わたくし、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長を務めさせていただいているガブリエラと申します。今後ともよろしくお願いいたします」

　バギットは、家で雇やとうことにした若い女性奉ほう公こう人にんから着任の挨あい拶さつを受けているような気がした。

「あ……いや……え？」

　バギットは困惑した。

　むしろ混乱した。

「儂の聞き間違いでなければ、いま『団長』と名乗られたように思うのだが……」

　するとレフレンシアが、もう一度、さっとガブリエラを指し示して応えた。

「聞き間違いでも見間違いでもありません。このお方こそ、正真正銘、誠心誠意、正確無比に、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長であります」

「いや、喩たとえがよくわからんのだが……」

　もっとわからないのが、随員にしか見えない、いかにも気弱そうな年若の団員が団長であるという事実だ。

（むしろ隣の巨乳が団長だと言われれば納得できるのだがな……）

「あのう、威厳のない団長で申し訳ありません」

　ガブリエラがそう謝ってきたので、バギットは慌てて手を振った。

「いやいや、べつにそんなことは思っていないが」

　完全に確実に思っていたので、さすがのバギットも冷や汗をかく。

「というより、そんなことで謝られても困るのだが」

　バギットの戸惑いは大きくなるばかりだが、そうか！　と思い至った。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを実質的に率いているのは副団長のレフレンシアで、新しく団長に就いた者はお飾りにすぎないのだと噂うわさされている。

（つまり、その噂が真実だったということか。それなら、団長がこのように威厳も迫力もなく、指導力も戦闘力もなさそうなのに納得がいくが）

　しかし、一つ解げせないことがある。

　それはレフレンシアの態度であり、もっと言うなら彼女自身の存在だ。

　彼女が団を率いているのなら、どうして自ら団長位に就つかないのだろうとバギットは不思議に思う。

　レフレンシアがわざわざお飾りの団長を立てて傀かい儡らいとする意味がわからない。

　団での経歴も長いのだし、出自だって、そこそこの家柄のはずだ。

　それとも、この団長がベティスの大貴族の出身だとでも言うのだろうか。

　そこでバギットは、

「随分とお若いのに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長とは、なかなか大したものですな。ベティスの大貴族のご出身ですかな？」

　と訊いてみる。

「いえいえ、とんでもありません」

　ガブリエラは尻込みするように腰を引き、眼前に挙げた右の掌をふるふると振った。

「わたしの実家は、中の下という程度の貧乏貴族です」

「あ……はぁ」

「はっはっはっ。我が白兎騎士団しろうさぎは出自や家柄、身分に拘こだわらないところでしてね。東の大陸からやってきた風ふう来らい坊ぼうが幹部になった例もありますよ」

　そう言ってレフレンシアは腰に手を当て胸を張った。

（いや、そこで威張る意味がわからない……というか、その体勢は……）

　バギットは目を逸らし気味にして、

「他のお二人もご紹介願えますかな」

　と催さい促そくする。




「こちらがクシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノス。番隊長筆ひつ頭とうです。そちらがアスカ・ランディ。新雛ひよこ小隊の隊長です」

　新雛小隊という名前が今一つわからないが、特殊工作を担当している部隊を表す通称みたいなものだろうとバギットは想像する。

「儂がバギット・バーグレイ・ボメル。ルーアル・ソシエダイ王国クセルクス盆地解放軍司令である」

「よろしくお見知りおきください」

　クシューシカとアスカが丁寧に頭を下げた。

「紹介もいただいたことだし、では、座ってくだされ」

　とバギットは着席を促した。

「ありがとうございます。さあ、どうぞ団長」

　レフレンシアに言われ、ガブリエラが、

「失礼いたします」

　と頭を下げて床几に腰を下ろした。

　それを待って、レフレンシアとクシューシカ、アスカも腰を下ろす。

「で、今日は何用ですかな？」

　とバギットがレフレンシアとガブリエラを交互に見やって訊いた。

　団長と紹介されたので、とりあえずガブリエラにも声をかけておいた……というのが見え見えの態度だった。

　つまりバギットは、団長が乗り出してきたにも拘わらず、交渉相手はあくまでレフレンシアだと考えているわけだ。

　ところが。

「困りました、どうしましょう」

　顔に手を当てたガブリエラが、はっきりと困惑の色を浮かべ、バギットのほうに視線を向けてきた。

　今度は将軍が困惑してしまう。

「あのう、今さら本気で『何をしに来たのか』とお訊きになっているのでしょうか？　だとしたら……困りました」

　先ほどまでずいぶんと気弱そうに見えていたガブリエラなのに、いまバギットに向けてくる視線が意外に鋭かったので、彼は内心でたじろいだ。

　頑がん丈じようそうな鎧よろいでも、その弱点を精確に見抜いてしまうような目だ……と、軍事一筋で生きてきたバギットは、ガブリエラの視線をそんなふうに評価した。

　そして軍事一筋で生きてきたとはいえ、バギットは馬鹿ではない。

　馬鹿では将軍にまで昇れない。

　だから彼は、直ぐにガブリエラが何を言おうとしているかを理解した。

　彼女は、

「今さらそんなことを訊くような馬鹿が相手では交渉などできないから困った」

　と言っているのだ。

　敵軍の司令官を相手にずいぶんな言い草だという気もするが、しかし、ガブリエラは一言も「馬鹿」とは言っていない。

　バギットが怒ったとしても、なんのことですか？　と知らん顔を決められてしまうだろう。

（いや……本当にそうかな？　一つ試してやるか）

　と思ったバギットは、

「儂のことを馬鹿呼ばわりするおつもりか」

　と眉を吊り上げて身を乗り出し、ガブリエラのことを睨にらみつける。

　自軍の兵士など、そうして将軍に睨まれただけで震え上がるものだが、ガブリエラは案に相そう違いして、

「あぁ、よかったです」

　と胸を撫なで下ろしている。

「あ？　いや……何がよかったのか？」

　ガブリエラの意外な反応に、思わずバギットは怒りの演技を中止してしまった。

「バギット将軍が頭のよいお方でよかったと思いました」

（あ！）

　バギットは思わず声を上げそうになったが、なんとか自制した。

（こ、この小娘、白兎騎士団しろうさぎの団長は儂を試したというのか。言外に「馬鹿が相手だと困る」という意味を込めた曖あい昧まいな物言いをして、相手……儂がそれに気づくかどうかで、儂が馬鹿か馬鹿でないかを確かめたというのか!?）

　それを、この状況で、つまり窮地に陥っている最さ中なかに敵軍の本営を訪れ、敵軍の司令官を目の前にして言えてしまうのは並大抵の神経ではない。

（わざとやっているのか天然なのかはわからんが……もし儂の想像が当たっているなら、この団長は見た目どおりの小娘などではなく、噂どおりのお飾りでもなく、本当に本物の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長ということになる）

　そのことに思い至って、バギットは背筋が震えるような薄ら寒さを味わった。

　これまでルーアル・ソシエダイ王国側が抱いてきた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの現状に対する認識は根底から間違っていたのではないかという可能性が、バギットの心しん胆たんを寒からしめた。

　彼は思わず、窺うかがうような視線をレフレンシアに向けてしまう。

「おやおや」

　レフレンシアはわざとらしく首を左右に振った。

「バギット将軍も、うちの団長のことをただのお飾りだとか、わたしの傀かい儡らいだとか、わたしの玩具おもちやだとか思っていたのですか？」

「い、いや、全然そんなことは思ってはおらんが」

「わたしは団長のことを傀儡にしようとか操り人形にしようとか、そんなことはこれっぽっちも考えたことはありませんよ。まぁ正直な話、団長を玩具にしたいと思ったことはありますが」

「あ、あの、入団当初からずっと玩具にされているような気がしてならないのですが」

　というガブリエラの遠慮がちな抗議を無視して、レフレンシアはバギットにきっぱりと言った。

「ですから、団長とわたしの関係に関してのあれやこれやは、周りが勝手に想像しているにすぎません。もっとも、それがこちらの不利益にならないのであれば、わたしたちとしても積極的に訂正する必要を認めないわけですが」

　レフレンシアがにやりと笑ったので、バギットは確信した。

　目の前に座っているガブリエラが、決してお飾りなどではないことを。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いるに相応しい実力がある……かどうかまではわからないが、少なくともレフレンシアが、彼女を団長に据える価値があると判断したことを。

（では、お手並み拝見といこうか）

　バギットは、敢あえてもう一度訊いた。

「今日は、わざわざ敵陣へ何用ですかな？」

　ガブリエラは、にっこりと笑った。

　もう、今さらとも困ったとも言わない。

　単刀直入に返してきた。

「困っているときはお互い様とも言いますし、やはりここは助け合いの精神が必要……ではないでしょうか」

　バギットは、ふん、と鼻を鳴らして応えた。

「そちらが困っているのはわかる。よくわかる。だが、我々はそれほど困っているわけではないのだがな」

「そうですか？」

「前にも言ったと思うが」

　とバギットはレフレンシアに視線を送ってから、ガブリエラのほうへ戻した。

「たしかに今、北国街道が崖崩れで通行できなくなっていて、こちらの輜重部隊が立ち往おう生じようしてはいるが、それも一時的なことだ」

　ガブリエラは上体を前ぜん傾けいさせ、バギットの顔を覗き込むようにして言った。

「輜重部隊は立ち往生したのですか？　壊かい滅めつしたのではありませんか？」

（やはりこいつらが襲ったのは間違いないな。だが問題は、その兵力をどこから調達したのかということだが……）

　と思いつつも、バギットが眉一つ動かさなかったのは、さすがに歴戦の将軍といえるだろう。

「多少の被害は出ているが、壊滅まではしておらんよ」

　と強がっておく。

「そうですか」

　ガブリエラは、ただそう言っただけだった。

「それはともかく。崖崩れが起きたのは一カ所だけだからな、やがて通行できるようになるだろう。そうなれば、我らが兵糧で苦労することなどない」

「果たしてそうでしょうか」

　と言ったガブリエラの声が深刻そうに響き、バギットはドキリとする。

「どういうことか？　もう一度、輜重部隊を襲撃するとでも？　それはレフレンシア殿にも脅されたが、少し護衛を厚くすれば済む問題だ」

　そう言ってバギットは、もう一度、強がっておく。

　しかし、ガブリエラは将軍が予想もしていなかったことを言い出した。

「輜重部隊に警護を付けるか付けないか以前に。崩れた土砂を取り除くか、新たに迂回路を切り拓かなくてはなりませんね。その作業中にまた雨が降ったらどうしますか？」

「な、なに？」

「大雨が降ったら作業は滞とどこおりませんか？」

「それはまぁ、そうだが。しかし、天気ばかりは如何いかんともし難がたいからな。それに、よほどの豪雨でなければ作業を中断させる必要もないだろう」

「わたしたちが、天候を如何ともできるとしたら、どうされますか？」

「な、なんだと!?」

　今度はさすがのバギットも感情を抑えられなかった。

　驚きと困惑がはっきりと顔色に出ている。

「わたしたちが豪雨を降らせたら、作業に影響が出ませんか？」

「ど……どういう……意味だ？」

　堪たまらずバギットは、顔をレフレンシアに振り向けた。

「この団長は何を言っている？」

「何を言っていると問われれば、そうですね、将軍にご忠告を差し上げているとお取りくださってけっこうですよ」

　真面目くさった顔でレフレンシアはそう応えた。

「つまり、本気なんだな？」

　という将軍の問いに直接答えず、レフレンシアは、

「自じ然ねん士しという存在をご存じですか？」

　と問い返してきた。

「む……聞いたことはあるな」

　それからバギットは窺うような視線をレフレンシアに、続けてガブリエラに向けた。

「つまり鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは自然士を抱えていると？　そして、自然士なら雨を降らせることができると？」

「雨だけでなく、雪も降らせることができるんですよ」

（雪だと……って、ああ！」

　バギットは心中の言葉を思わず知らず発してしまっていた。

「ま……まさか、シギルノジチ軍がパルヴィネ峠を越える際、例年よりずっと多い積雪に阻まれたというのは……」

　とバギットが震える声で訊くと、レフレンシアとガブリエラはこともなげに頷いた。

「うちの自然士は優秀でしてね、将軍。特定の狭い地域限定なら、大雪だろうが大雨だろうが降らせることができます。ですから、あとは」

　そこで言葉を切ったレフレンシアは、にっと口の端を吊り上げた。

「推おして知るべし……でしょう」

（なるほど。その方法で我が軍がこの盆地までやってくる時間を稼いだというわけか。それなら三世王様との約やく定じようをたしかに果たしたと言えるが、口先だけということはあるまいな。いや、それはないか。実際、我が輜重部隊を狙ったように、あの日、あのとき、あの場所で集中豪雨があったのだからな。雪も雨も、奴の言う自然士が降らせたと考えるしかない。となると）

　バギットは、迂回路開設という手段が、そう簡単に実現しないことを悟った。

（山中に道を切り拓いているときに、また大雨が降ったら、作業は中断するしかない。作業中に崖崩れがあったら、また多大な犠ぎ牲せいを出してしまう。けれど、その雨は自然の雨ではなく自然士の雨なのだから、一日や二日で止むことはないと？　不味いな。どうする？　山狩りをして、どこかに隠れ潜んでいるその自然士を見つけ出し、殺すか追い払うかしない限り、作業が進められないな）

　と、そこまで考えたとき、将軍はまた一つ嫌なことを思い出した。

　白兎騎士団が山中の不正規戦を得意としていることを、だ。

（山狩りのため山に入った部隊が、待ち伏せを食らって被害を出す可能性があるな。というより、奴ら、それこそ手ぐすね引いて待ち構えているかもしれん）

　自然士に雨を降らせるのなら、そのくらいの策は用意しているだろうと思われる。

　土地勘のない山中で奇襲されたら、かなり厳しい戦闘になる。

　広い山の中のどこかに隠れている自然士を見つけるための捜索だから、数十人単位の部隊をあちこちに派遣することになるが、それでは待ち構えている白兎騎士団しろうさぎにとって絶好の獲物になってしまう。

　大部隊を投入しようにも、山中では数百人がまとまって移動することが難しい。

　そもそも、シギルノジチとの関係がのっぴきならないところまで来ていて、大部隊を投入できないからバギットは頭を悩ませている。

（やはりあちらを立てればこちらが立たずか。相変わらず八方塞がりもいいところだ。その原因がこいつらにあるのだから……ったく！）

　バギットは内心で舌打ちし、渋じゆう面めんを作って居並ぶ白兎騎士団しろうさぎの団員に視線を向けた。

　すると、それを目ざとく見つけたレフレンシアが、

「将軍、どうされました？　腹痛でも起きましたか？」

　と訊いてきた。

　バギットは慌てて表情を取り繕つくろう。

「いや、なんでもない」

「ですか。ならばいいのですが。まぁそれはさておき」

　レフレンシアがことさら難しい顔つきになった。

「ということで、如何でしょう。お互い苦境にあるわけですから、歩み寄り、助け合うということを考えてもいいのではありませんか？」

　レフレンシアの表情は、バギットのそれと違って、作りもの臭しゆうが漂っている。

　苦境の度合いは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのほうが大きいはずなのに、苦悩の度合いはバギットのほうが大きいというのが、彼にはどうにも釈しやく然ぜんとしなかった。

　とはいえ、どれほど強がってみても、すでにバギット率いるルーアル・ソシエダイ軍部隊は、二進も三進もいかないという状況に追い込まれつつあるのは間違いない。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ側の申し出は魅力的ではあった。

「……助け合うというが、何をどう助け合うつもりなのか？　撤退しろと言われても、それはできない相談だぞ」

　レフレンシアとガブリエラを交互に見ながらバギットがそう訊くと、レフレンシアがそれに応えた。

「そこまでは言いません。先日の繰り返しになりますが、少し手を抜いていただければいいのです。そうすれば我々は、シギルノジチに全力を傾けい注ちゆうできますから」

（たしかにそれは、白兎騎士団にとって大きなことだな。だが、見返りは……）

「仮に万が一、そうしたときの見返りは？」

（今日は乗ってきたな）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、レフレンシアは淡々と応えていく。

「貴軍を養うだけの兵糧のご提供はできると思いますよ。とはいえ、一旬日も二旬日も、というのは難しいですが」

　数日間の兵糧が確保できるのなら、ルーアル・ソシエダイ軍も何とか持ち堪こたえられるだろう。

「自然士の活動も中止させましょう」

（なに!?）

　バギットは思わず目を見開いてレフレンシアの顔に視線を向けてしまう。

　レフレンシアには、バギットが驚いたのが手に取るようにわかった。

　相手に感情を読ませないレフレンシア。

　相手に感情を読まれてしまうバギット。

　二人の差は、白兎騎士団しろうさぎを率いて周辺諸国と外がい交こう折せつ衝しようを続けてきたレフレンシアと、軍事畑一筋でやってきたバギットの経験にあると言えるだろう。

「本気か？」

　バギットの表情が疑い深そうなものに変わった。

「それではこちらの利益だけが大きくはないか？　あまりにも都合のいい話で、どうも信用できんな」

　バギットの反応は、レフレンシアやガブリエラにとって、むしろ歓迎すべきものだ。

　この程度でほいほいと食いついてくるような相手では、それこそ全面的に信用ができない。

　バギットが、しっかりとした思考力、判断力の持ち主であることが確かめられ、ガブリエラなど、大いに安あん堵どしていた。

「と将軍は仰っているけど、団長」

　はい、と頷いて、ガブリエラが身を乗り出した。

「こちらに利益のない話ではないのです。ただ、それは多分に将来的な利益なので、今この場でわたしたちにもたらされる利益は、たしかに少なく見えるかもしれません」

「将来的？　将来とは、いつだ？　というか、そもそもここで我らに負ければ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに将来などあるまいに」

「ここをなんとか切り抜けたその先……ということだとご理解いただければ」

　バギットは、ギロリと目を剝いた。

「つまり現状は、このままでも切り抜けられると思っていると？」

「やってみなければわかりません。でも、なんとかやってみるつもりです」

　そう言い切ったガブリエラの瞳に宿る決意の光が思ったよりもずっと強くて、バギットは少しだけ気け圧おされた気がした。

（こんなひ弱そうな小娘に……）

「で、それはそれとして、こちらの利益になることを一つ、お願いしたいのですが」

「なるほど。本命があるわけか。それが引き替え条件なんだな？」

「引き替え条件というわけではありませんが、こちらだけでなく、お互いの利益に繋つながることだと思いますので」

「なんだ？　言ってみろ」

「近いうちに、バロス三世王とお話しさせてもらう機会を設けてはいただけないでしょうか？」

「三世王様と？　おまえがか？」

「はい。わたくし、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長、ガブリエラ・リビエラ・スンナが、です」

「改まって会って何を話そうというのだ？　講和についてか？」

「もっと先のことを、になります」

「先のこと？」

「はい、そうです。お互いの国、あるいはお互いの陣営の将来ですとか、アグァローネ地方の、もっと言えばバスティア大陸の将来ですとか、そういったことをお話しできればと思っています」

「…………」

（驚いたな。そんな台詞せりふがさらっと出てくるとは。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長という地位に就いている女なのだから、その手の台詞を吐はいてもおかしくはないが、この若さで、というのが驚きだ。べつにレフレンシアから指示されて話しているのではなさそうだし。もしかして見た目の印象よりもずっと大物なのか。いや、そうでなければレフレンシアほどの人物が団長として認めるはずがない……のか？　どうもよくわからんな）

　ガブリエラの言葉を、どう評価すべきか。

　その前にガブリエラ本人をどう評価すればいいのか、バギットは大いに迷った。

　が、短いやりとりのあいだに、ガブリエラに対する興味が湧わいたのは事実だった。

「だが、我らが手抜きを条件に貴殿らから何らかの援助を受けたということが三世王様の耳に入れば、儂は解任されるかもしれん。そうなれば会見の設定など、できぬ相談になるが？」

「そうですね。そのときはそのときで諦めるしかありません。ですけれど、バロス三世は英えい邁まいなお方ですから、将軍の苦境を知れば、わたしたちとの折せつ衝しようもお認めくださるのではありませんか」

「三世王様が英邁なのはそのとおりだが、どうしておまえが知っているような口ぶりで言う？」

「いえ、あの、副団長がよくご存じですので」

　苦笑しながらガブリエラがレフレンシアを指し示した。

「ああ、そうだったな。レフレンシア殿は賓ひん客きやくとして王宮に滞在していたのだったな」

　レフレンシアが、くっくっくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

「いやいや、あのときはバロス三世以下、いろいろとお世話になりました。中でもヤークーシュとエルギエレのご両人には世話になったものです。わたしも二人の世話をさせてもらいましたけどね。いやぁ楽しかったな」

「？？？　なんのことだ？」

　宙を見上げてニヤニヤと笑っていたレフレンシアが真顔に戻った。

「いえいえ、なんでもありません。ただ、お目にかかってお話をさせてもらった印象で言えば、バロス三世は英雄というに相応しい男だったと思いましてね」

（世せ辞じか？）

　と思ったものの、主君を褒ほめられ、バギットも悪い気はしない。

　ただしレフレンシアは、

（同時に、とても危険な男でもあったのだけれどね）

　と心中で付け加えたのだが、それをバギットが知ることはなかった。

「その評価に間違いはないな。だが、こちらの状況を三世王様がどう理解し、どう判断するかはわからん。だから約束はできんが、それでよければ折を見て進言してもいい」

「はい、それでけっこうです。よろしくお願いいたします」

　床几に腰を下ろしているガブリエラは、膝に頭がつきそうなほど深々と腰を折った。

「で、将軍」

　と呼びかけるレフレンシアの声の調子が少し事務的な響きに変わったのにバギットは気がついた。

「なんだ？」

「兵糧はいつまでありますか？」

　事ここに至っては強がる意味もないと、バギットは正直に話すことにした。

「普通に食べれば、今日、明日にはなくなる。節約すれば三日は保つだろうが」

「では、明日にでも兵糧を届けさせますよ。とりあえず、一日分だけですが」

　一日分とはいえ、三千もの兵を養うとなれば、かなりの量になる。

「本当にいいのか？」

「困ったときはお互い様ですよ。うちの庶務分隊長は怒り狂うでしょうが、そのときは団長がお尻を百叩きされれば勘かん弁べんしてもらえるでしょう」

　そう言ってレフレンシアが片目を瞑つぶってみせると、ガブリエラは床几から腰を浮かせ、両手でお尻を押さえ、へっぴり腰の体勢になって首を横に振った。

「いえ、あの、それはちょっと」

「それとも裸に剝むかれて正座……かな」

「いえいえ、どちらも断固お断りしますから。だいいち兵糧を融ゆう通ずうずる件に関しては、副団長も同罪ではありませんか」

「そうだな。仰せのとおりだよ。わかった。こうなったらわたしも、団長と並んで潔くお尻を差し出すよ。一緒に叩かれよう」

「いえ、そうではなく、お尻を叩かれないで済む方向で動いてもらえないものかと」

「そうか。叩かれるのはなしの方向か。だったら二人で全裸になって、マクトゥシュに土下座をして許してもらおうか」

「で、す、か、ら。そういうことをしなくても済むように取り計らっていただきたいのですけれど？」

「ははっっ」

　思わずバギットは笑い出してしまった。

（面白いな、こいつら。団長も副団長も、仲のいい友達のようではないか。控えている団員は我関せずの澄まし顔を崩さないし）

　すると、ガブリエラとレフレンシアが咎とがめるような視線をバギットに向けてきた。

「団長がお尻を叩かれる危機に瀕ひんしているのに、それを笑うとは。将軍には女子に対する気配りが足りませんよ」

　バギットは慌ててレフレンシアに向かって右手を振った。

「あ、いや、すまなかった。べつにそういう意味で笑ったのではないのだ」

「ふふ。まぁいいでしょう。で話を戻しますが。三千人の一日分。とりあえず、それは用意させてもらいますので」

「すまんな。助かる」

「兵糧の補給にさらに手間取るようなら、そのときにまた考えましょう」

「あまり恵んでもらうのもな。話が外に漏れると、それはそれで面倒なことになりそうだしな。具体的にはシギルノジチの馬鹿どもが何か言ってくるかもしれん、ということだが。雨が降らなければ……というより、そちらが雨を降らせなければ迂回路の切り拓きも進むだろうから、たぶん、なんとかなるだろう」

「ええ、それは控えますよ。もっとも、空が本当に降らせる雨を防ぐことはできませんから、そこは運を天に祈っていただくしかありませんが」

「ああ、祈っておこう。ところで」

　将軍が鋭い視線をガブリエラとレフレンシアに交互に注いだ。

「我がほうの輜重部隊を襲ったあの部隊は、白兎騎士団しろうさぎの手の者なのだろう。いったいどこに隠していた？」

　腕組みしたレフレンシアは難しい顔を作って応えた。

「さて、それに関しては、こちらから何も言えません。悪しからず」

（なるほど、そこは明かさない……か。ということは、こちらは迂回路を通したあとも、その存在に気をつけなくてはならないわけだ。やりおるな、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ）

　バギットは、倒すべき敵の指導者二人に知らぬ間まに魅了されかけている自分に気づき、慌てて気を引き締めた。

（そうだとも。この先のことはいざ知らず、儂にとって、こいつらは倒すべき白兎騎士団しろうさぎの指導者なのだ。あまり深入りせんほうがいい）

　と自戒する。

「では、我々はそろそろお暇いとまいたします」

「ああ、ご苦労だったな」

「連絡調整官役として一人残していきますので、煮るなり焼くなり蒸むすなり燻いぶすなり、お好きに使ってください」

　すっくと立ち上がったアスカが、びしぃっとレフレンシアを指さして怒鳴った。

「おいいぃ！　違うでしょ、副団長！　喩えがまったく間違ってるでしょうが！」

「えぇと、剝むくなり脱がすなり？」

「もっと違うぅぅぅ！」

「はっはっはっ、冗談だよ、アスカ」

（上司と部下の関係も、我らにはあり得ないほど親しげなのだな。白兎騎士団しろうさぎとは不思議なところだ）

　部下に笑いかけたレフレンシアは、笑いを納めてバギットに向き直った。

「如何でしょうか、将軍？」

「……そうだな。誰か一人、残ってくれたほうが、いざというとき都合がいいか」

「我々が約定を違えないかどうかの人質という意味でも、ですね」

　アスカが嫌そうに顔を歪めた。

「べつに人質一人でどうこうできるとも思わんから、そこは心配しなくてもいい」

「で、お願いなのですが、青絹の衣装のまま連絡調整官役を務めさせるのはあまりにも可哀相なので、よかったら白兎騎士団しろうさぎの鎧と兜を着せてやってもらえないでしょうか」

「むう、そうだな。しかし、帯剣されると困るのだが」

「それはなしでかまいませんよ」

「あと、見張りはつけさせてもらうぞ」

「それも、もちろんかまいません」

「わかった」

「では、こちらのアスカを連絡調整官として残します。何かあれば使ってください」

　アスカは小さなため息を吐ついたあと、バギットに向かって頭を下げた。

「アスカ・ランディです。よろしくお願いしま～す」

（適当でやる気のなさそうな奴だが……いや、腕だけは立ちそうだな。やはり破壊工作とか潜入調査担当の者なのか？）

　挨拶を寄越すアスカを見て、バギットは彼女の実力を見抜いた。

　さすがに歴戦の勇者だと言えよう。

　だが、アスカが単なる連絡調整官として残るのではないことまではバギットも見抜けなかった。

　アスカがここに残るのは、バギットの護衛のためでもある。

　むしろ、そちらが本命だ。

　もちろん直接的にバギットを護まもるのは不可能だが、万が一、シギルノジチの暗殺組織黒くろ猫ねこが忍んできた場合、真っ先にそれを見つけて排除する、もしくは周りのルーアル・ソシエダイ兵に報せて、敵の狙い――バギットの暗殺――を阻止するというのが、ガブリエラとレフレンシアがアスカを残す真の狙いだった。




　こうしてガブリエラとレフレンシア、クシューシカは、アスカを残してルーアル・ソシエダイ軍本営を引き揚げていった。




「とりあえず、三世王様に使者を送らねばならんな」

　バギットは使者を立て、大平原に向けて送り出した。

　とはいえ、北ほつ国こく街かい道どうが通れなくなっているので馬は使えない。

　まずは七都市同盟近郊にいる友軍の陣地まで駆けていって、馬はそこで調達するしかないだろう。

　バロス三世の下へ報告が届くのは早くても二日後、下手をすると三日後くらいになるだろうが、それも致し方なしだとバギットは開き直った。




　敵味方の思惑が交こう錯さくし入り乱れ、各おの々おのが自陣営の利益のために奔ほん走そうするという、なんとも複雑怪奇な局面が出来上がりつつあった。
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　一方、シギルノジチ軍では、

「なにやらルーアル・ソシエダイ軍が、こそこそと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの連中と密会しているようであります」

　という報告がビスタマウィ将軍宛に上げられていた。

「まさか、何か裏取引でもしようというのではあるまいな」

　警戒感を高めた将軍は、念のためにと南の山岳部で銀山探索に当たる部隊数を増やすように命じた。

　この段階でルーアル・ソシエダイ軍と白兎騎士団しろうさぎが接触する理由は読めないが、シギルノジチにとって利益になることではなさそうだ。

（というより、確実に不利益になるだろうな。いったい何を狙っている、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは!?　それとも、働きかけたのはルーアル・ソシエダイのほうか？）

　自軍が圧倒的に優位に立っている――白はく兎とに対してもルーアル・ソシエダイ軍に対しても――にも拘かかわらず、自分の与り知らないところで何やら不穏な動きがあるように感じられてしまい、ビスタマウィは気を引き締める。

（ルーアル・ソシエダイ軍の動向からも目を離せんな。人を増やしておくか）

　彼は、グル・マイヨール要塞への登り口を押さえているルーアル・ソシエダイ軍部隊を見張るための兵員を増やすことにした。




　山岳部で、盆地で、街の近郊で、一触即発とでもいうべき不穏な空気が両軍のあいだに醸じよう成せいされていく。

　そんな空気を肌に感じ、ヴィネダは警戒し、そして困惑した。

（いった何を企んでいる、レフレンシア）

　今になってもレフレンシアの狙いが読めず、ヴィネダは苛立ちを隠せなかった。
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　南の山地でルーアル・ソシエダイ軍部隊とシギルノジチ軍部隊の衝突が起きた。

　双方ともが白兎騎士団しろうさぎの銀山を探索している部隊だった。

　どうやら相手を白はく兎と側の伏兵と勘かん違ちがいしたために起きた戦闘だったようだ。

　どちらが先に手を出したのかは不明だった。

　しかし、双方に被害が出たという事実だけは動かせない。

　被害はルーアル・ソシエダイ軍側のほうが大きかった。

　これは単純に兵力の差が原因だったのだが、いずれにしてもバギット将軍、ビスタマウィ将軍の両名が激怒したのは言うまでもなかった。
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　バギットは南の山地で銀山探索に当たる部隊を増やすことにした。

　盆地の兵力が減るが、すでに白兎騎士団しろうさぎと意を通じている以上、白兎騎士団しろうさぎ側からの攻撃を警戒する必要がないのがバギットにはありがたかった。

　負けじとビスタマウィも対抗して、兵員を増やす。

　おかげで南の山地は血ち眼まなこになって銀山を探索する両軍の兵士で溢あふれ返った……というほど兵の密度が濃くなったわけではない。

　山地は奥が深く、兵の数には限りがある。

　それでも双方の人数が増えれば、山中で遭遇する機会も増えることになる。

　結果、両軍の大がかりな衝突は、双方が睨み合っている盆地ではなく、南の山岳部で起きた。

　今度は遭そう遇ぐう戦せんではなく、最初から相手を狙って仕掛けた戦闘というに等しかった。

　そのため、森の中での白はく兵へい戦にまで発展した。

　ところが。

　全部隊を挙げての白兵戦に移る一歩手前で白兎騎士団しろうさぎの襲撃があって、両軍は決着をつけるまでには至らなかったのだが、それでも双方にそれなりの被害が出た。

　被害は、やはりルーアル・ソシエダイ軍のほうが大きかった。

　もし白兎騎士団しろうさぎが参戦してこなければ、一個中隊くらい壊滅していたかもしれない。

　白兎部隊は双方に軽く一撃を加えただけで、あっという間まに引き揚げてしまった。

　おかげでルーアル・ソシエダイ軍もシギルノジチ軍も剣を構える暇ひますらなく、山中の地理を把握している白兎騎士団しろうさぎを追いかけることもできなかった。

　結局、白はく兎との攻撃による犠牲者は出てはいない。




「つまり、奴らは窮きゆう地ちに陥った我らの部隊を助けるために動いてくれたと言うことか。白兎騎士団しろうさぎに借りができてしまったな」

　バギットは、そう嘆息した。

「それに比べると、シギルノジチの糞くそどもは！」

　怒りの収まらないバギットは、伴っている祐ゆう筆ひつにシギルノジチ軍の非を訴えた書状を作成させると、それを持たせた使者をバロス三世のいる大平原に向けて再び送り出したのだった。
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　大平原南部の都市レグザムに置かれた解放軍総司令部がバギット将軍からの急使を迎え入れたのは、使者が送り出された三日後の早朝のことだった。

　ルゥノ＝ヴァルディア七都市同盟付近から夜を徹して駆けてきた早馬が到着したので、何らかの進展が、あるいは急展開があったことを察知したアリアンレイは、直ただちに自ら使者を引見した。

　報告を聞いたアリアンレイは、盆地に入ったルーアル・ソシエダイ軍部隊が予想外の窮地に陥っていることを知って驚き、間かん髪はつを容いれずバロス三世に報告を上げた。




　バロス三世は起き抜けだったようだが、取るものも取りあえず、臨時王宮が置かれている建物からやってきた。

　背後には補佐官としてエルギエレとヤークーシュが付き従っていた。

　王は筒つつ袖そでと筒袴の、上下に分かれた軍務服に身を包んでいる。

　ヤークーシュとエルギエレは、上は軽装鎧を着込み、下はぴったりとした短たん裳も姿で、頑丈そうな長靴を履いており、短い裳も裾すそから伸びる筋肉質の足が艶なまめかしかった。

　女子の若手万能官である二人にとって、これが制服のような物である。

　一方、アリアンレイは軽装鎧にゆったりとした長なが裳もを着用しているが、長めの裳には切れ目が入っているので、すらりとした細い足が覗いているのはヤークーシュやエルギエレと変わらない。

　他には、アリアンレイの指揮下に入っている将軍が二人、会議に顔を出していた。

　その二人は軽装鎧に軍務用の筒袴と長靴といった、軍人らしい出で立ちである。

　それ以外にも、作戦本部運営官と本国との連絡調整官が出席している。

　この二人は鎧を着けていない。













　ただの筒袖の上着に筒袴という、いかにも文官という出で立ちだった。




　大きな野戦卓を囲むように床几に腰を下ろしている出席者を見回すと、バロス三世が口火を切った。

「何がどうなっているのか、いま一度、説明しろ」

　と言って、バロス三世はアリアンレイに視線を向ける。

「はっ」

　立ち上がったアリアンレイは、一礼すると、卓上の書類を手に取って報告を開始した。




「……というような状況に、我が軍は陥っているとのことでございます」

　急使がもたらした報告を元にした現状説明をアリアンレイが終えると、バロス三世は低く唸うなって考え込んだ。

　他の面々は、みな一様に意外そうな顔でアリアンレイを見つめている。

「つまり」

　やがて顔を上げたバロス三世が、アリアンレイに向かって低い声で言った。

「一言で言えば、作戦は想定どおりには進んではいない……ってことなんだな」

「一言で言ってしまってよいものかどうかわかりませんが、三世王様がお望みであれば、わたくしは端的にこう申し上げます。『作戦はまったく想定どおりには進んでおりません』と」

　バロス三世が苦虫を嚙かみ潰したような顔になった。

「おまえが把握した範囲内で、何が悪かったのかという原因は特定できたか？」

「いえ。ここが悪かったというような点はとくに把握できておりません。言い換えれば、我がほうは悪あく手しゆを指したわけでもないのに、いつの間まにやら戦局が紛まぎれていると、そういったところでありましょうか」

「解げせんな。まったく解せん。悪手も指さないのに戦局が紛れているなど、そんな優れた指し手がどこかに……」

　バロス三世は言葉を切って首を傾かしげた。

「まさか、シギルノジチの奴らに一杯食わされたか？」

「さて、如何でありましょう。その可能性も捨てきれませんが、ビスタマウィのような戦いくさ馬鹿……軍事一筋の男に、そのような芸当ができるものでありましょうか」

　バロス三世が、にやりと笑った。

「相変わらず辛しん辣らつだな、アリアンレイ」

「過大評価でございます」

　アリアンレイはそう言って頭を軽く下げる。

　バロス三世は、もう一度、くくっと笑ったが、直ぐに真面目な顔に戻った。

「おまえのいうことにも一理あるだろうがな。しかし、戦馬鹿……軍事一筋という意味なら、我がほうのバギットだって引けを取らないだろ」

「バギット将軍のほうが遙かにマシだと思います」

「俺はビスタマウィという男を直じかに見知っているわけじゃないので、なんとも応えようがないな」

「わたくしも、直に知っているわけではございません」

「それで、あの言いようか。おまえ、本当に酷いな」

「レフレンシアに比べれば、わたくしの言動など、子供のように可愛いものではないでしょうか」

　レフレンシアという名前を耳にしたとたん、バロス三世が嘆たん息そくした。

「まぁ、そうだなぁ。あいつは本当に酷い女だったよなぁ」

　そして、くつくつと笑い出す。

「俺もいろんな人間を、男も女も含めて見てきたが、あいつほど底意地が悪くて性格が拗ねじくれてる奴も、そうはいないだろうな」

「そのご意見、まったく以て大賛成だと言わせていただきます」

　ヤークーシュとエルギエレが微かすかに身じろぎしたのだが、アリアンレイもバロス三世も気づかない。

「が、今はあいつの悪口で盛り上がってる場合じゃないな。話を戻そう」

「恐れ入ります」

「大平原においてはおおよそ想定どおりに事が運んでいる今、問題にすべきは盆地での戦況の挽ばん回かいということだな」

「わたくしが出向きましょうか？」

　とアリアンレイが訊いたが、バロス三世は頷かない。

「おまえを大平原から動かすのは気が進まない。西方の動乱も、もうじき収束しそうだ。ベティスは西方へ向けていた兵力の何割かを大平原に回してくるだろう。それに、もう一つ気がかりなことがある。いや……二つか」

　珍しく浮かない表情でバロスが居並んだ出席者の顔を見回した。

「俺の懸け念ねんがわかるか、ヤークーシュ、エルギエレ？」

「あ、はい……いえ」

　指名された二人が戸惑った顔になる。

「まぁ、おまえらにはまだ情報が入っていないから無理もないな」

　そう言って、バロス三世は顔を巡らせアリアンレイを見た。

「三世王様、もしかするとベティスのサルナトゥス・レニカヌス・クワドロスのことを仰っておりますか？」

「ああ、それだ」

　腕組みしたバロス三世は、難しい顔で低く唸った。

　今は引退しているものの、かつてはベティスの上じよう将しよう軍ぐんとして兵を率いて東とう奔ほん西せい走そうし、数多あまたの戦いに勝利した男。

　それが、常勝将軍とまで呼ばれたサルナトゥス・レニカヌス・クワドロス――セリノスとノエルノードの父親――だった。

「ですが、彼はすでに引退した身です。兵を率いて大平原に乗り出してくるという情報、噂の域を出ないかと思いますが」

「たしかに、ベティスの軍務に復帰したという話は聞かねえ。だが、どうやら義ぎ勇ゆう軍ぐんという身分で現場に復帰するらしいぜ？」

「なんと！」

　さすがにその情報は初耳で、アリアンレイが顔に驚きの色を浮かべた。

「信しん憑ぴよう性せいはいま探らせているところだが、仮に事実だとすると」

　バロス三世は、正面からアリアンレイの顔を見やった。

「おまえに相手をしてもらうしかねえ」

　アリアンレイは思わず居住まいを正し、真剣な顔でバロス三世を見つめ返す。

「全力で当たらせていただきます」

「おまえほどの者でも、サルナトゥス相手だと思えば緊張するか」

　アリアンレイは強がりもせずに頷いた。

「何しろ半ば伝説のような将軍でありますから」

「ってことでな、おまえを大平原から引き抜くのは気が進まないってことだ」

「では……」

　と言いかけて、アリアンレイは続く言葉を呑み込んだ。

　そして、言いかけたのとは別の言葉を口にする。

「……三世王様、懸念はもう一つあると仰いましたね。それはなんでございます？」

「どうもな、北方の動きに不穏なものがあるんだよ」

「それは……」

「ヨルゲンから連絡があってな」

　ヨルゲンはバロス三世の内政実務を支える執しつ政せい官かんだ。

　彼に全ぜん幅ぷくの信頼を置いているバロス三世は、留守にする本国を任せるため、ヨルゲンを王都に残してきたのである。

「まだ不穏な動きという程度で、何か具体的な問題が起きたわけじゃないようだがな。ただ、ベティスが頻しきりに工作を仕掛けていたから、それが今になって利いてきたのかもしれねえ。そうなると、何か事件が起きる可能性がある。そして起きた場合は、ただの偶発的な小さな事件では終わらないだろう」

　会議の席に重い沈黙が下りた。

　元々、出席しているといっても、ヤークーシュやエルギエレはもちろん、アリアンレイ配下の将軍にも、何か具体的な意見があるわけではない。

　問われれば具ぐ申しんくらいするだろうが、積極的に献けん策さくをする気はない。

　というより、その手の習慣がないのだ。

　ルーアル・ソシエダイ王国に限らず、どこの国や組織であっても。

　問われる前に意見を言うのは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員くらいだろう。

　ということで、会議の場といっても、実質的にはバロス三世とアリアンレイの協議の場でしかなく、両名が黙ってしまえば沈黙が支配するのも無理はなかった。

　バロス三世はしばらく沈ちん思し黙もつ考こうしていたが、やがて顔を上げた。

「レギュート」

「は！」

　名を呼ばれた将軍の片割れが頭を下げた。

「おまえ、二千を率いて北ほつ国こく街道へ進め。半分ほどを街道沿いに展開させ、残りで七都市同盟まで進出しろ。おまえの肩代わりで浮いた兵力を、援軍としてクセルクス盆地へ送り込め」

「了解いたしました」

「ってことで、大平原の兵力から二千を引き抜くぞ。いいな、アリアンレイ」

「それはかまいませんが」

「サルナトゥスが乗り出してきたら、そのときはまた手立てを考えないとならんがな」

「いえ、今ある兵力でなんとか対処いたします故、お気になさらずに」

「本音を言えば、この手の小手先の対応はしたくないんだがな。現状ではそうするしかねえな」

　苦しいのは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎやベティスだけではない。

　ルーアル・ソシエダイ王国も、いっぱいいっぱいでやり繰りしているということだ。

「よし、直ぐに準備を始めろ、レギュート」

「はっっ！」




　それでその会議は終わりとなった。

　ところが。

　翌日、王都の留守を預かる執政官ヨルゲンから遣つかわされた急使がもたらした衝撃的な報告によって、バロス三世は根本的に対策を練り直す必要に迫られたのだった。
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　大平原の都市国家レグザムの王宮に置かれた解放軍総司令部。

　そこに昨日と同じ顔ぶれが揃そろっていた。

　だが、どの顔にも昨日よりずっと深刻な色合いが浮かんでいる。




　ヨルゲンからもたらされたのは、

「北方騎馬民族の抗争が再燃し、ルーアル・ソシエダイに誼よしみを結ぶ部族の本拠地が急襲され、一族に多大な犠牲が出た模様。そのため、王都近郊に滞たい陣じんしていた部族長以下は急きゆう遽きよ帰還、同じように敵対部族の攻撃を恐れた他の部族長も滞陣を中止して北方へ引き揚あげていった」

　というものだった。

　それで直ちに王都周辺が危うくなるわけではないが、動員兵力のほとんどを大平原やクセルクス盆地に向けているため、王都の周辺が空っぽに近い状況に陥った。

　もし何か予想外の事態が起きた場合、対応できなくなる虞がある。




「このことをシギルノジチ側に知られては不味いな」

　バロス三世は、またも苦虫を嚙み潰したような顔でそう言った。

「元々が利害の一致を優先して同盟を結んだだけの相手だ。盆地で角突き合わせた以上、もはや同盟軍とは言い難がたい。王都が空っぽなのを知れば、奴ら、何か姑こ息そくなことを考えないとも限らねえ」

「ですが、騎馬民族の首領どもは大慌てで戻っていったそうですから、いずれシギルノジチ側に知られるのではありませんか」

　と言うアリアンレイも、端たん整せいな顔を曇らせている。

「そうだな、それは防げないだろう。そして」

　バロス三世は珍しくあからさまなため息を吐ついた。

「間まの悪いことに、ベティスに潜らせている情報収集員からも連絡があった」

「まさか……」

「サルナトゥスが三千を率いて王都を発ったそうだ」

「三千ですか。その程度なら……」

　と言いかけたアリアンレイをバロス三世が遮る。

「それはサルナトゥスが率いる『義勇軍』だけの数だ。それ以外に正規の部隊が二千はいるらしい。西方の動乱が収まった以上、この先、その数はさらに増えるな」

　アリアンレイの憂いの色が濃くなった。

「合わせて五千以上ですか。なるほど、それは厄介な」

「厄介ごとは重なるってのは本当だな」

「まるでこの時機を狙っていたかのような重なり具合でありますね」

「こうなると、北国街道へ二千は送れないな。王都の守りはおいたとしても、大平原の兵力を削るわけにはいかなくなった」

　アリアンレイ配下の将軍を見やったバロス三世は、

「というわけで、レギュート、昨日の命令は取り消す」

　と苦い口調で言った。

「はっ、了解いたしてございます」

「それにしても、だ。大平原の我が陣営、少し広がりすぎた感があるな」

　バロス三世は木板に貼った大きな地図に目をやった。

　すでに大平原の七、八割方がルーアル・ソシエダイ陣営といってよかった。

　しかしそれは、ベティス側にいた都市の多くが情勢の不利なのを察して、とりあえずルーアル・ソシエダイ側にも誼を通じてきたというにすぎず、ベティスの兵力が戻ってくれば、たちまち離反するかもしれない。

「大平原の戦線を縮小する必要があるか……」

　バロス三世は思案気な顔でそう呟いた。

「せっかくここまで切り取りましたのに、残念です」

　そんなふうにアリアンレイが応じたということは、彼女にも戦線が広がりすぎているという思いがあったわけだ。

「どこまでを維い持じしますか？」

「俺がここにいる以上、そして北国街道から盆地へ部隊を展開している以上、南側は手放せない。だが北側は……中央湖なかのうみ周辺は維持しきれないだろうな」

　アリアンレイと二人の将軍が、残念そうに、あるいは忌いま々いましそうに頷いた。

「一部は王都へ戻さなきゃならんし、部隊も編成し直す必要がある」

「再編成の計画を、急ぎ策定いたします」

　アリアンレイが申し出ると、バロス三世は、

「任せる」

　と言った。

「レギュート将軍とセッド将軍、それとヤークーシュにエルギエレ、再編成計画を策定しますから、後ほど、もう一度集まってもらいます」

「「はは」」

「「了解でありますっ」」

「で、三世王様は如何なさいます？」

　顔を戻したアリアンレイに訊かれ、バロス三世は腕組みをしたまま難しい表情で考え込んだ。

「とりあえず、ここに留まらないとならんだろうな。いま慌てて王都へ戻れば、大平原の友好国が動揺する」

「そのとおりだと思いますが、けれど、王都のほうは大丈夫でしょうか」

「ヨルゲンに任せておけば、今しばらくはなんとかするだろ。それに王都の守備部隊を率いるレンゼンは守りの戦が上手い奴だ。とはいえ、兵力が足りないのはどうしようもない。とりあえず二千、いや三千くらい戻す必要があるか」

　王都へ三千戻せば、アリアンレイが大平原で動かせるのはおよそ七千になる。

　それに友好国などの兵力を合わせれば、まだ一万前後の兵を動かせることになるが、ベティスが五千を大平原に回してくれば、残っている兵と合わせて七千程度になるから、決定的に有利といえるほどの兵力差はなくなる。

「北国街道から盆地方面への援軍もゼロ回答ってわけにもいかないしな。この先、少し苦しくなるな」

「で、肝かん心じんなシギルノジチとの関係ですが、如何なされますか？」

「そうだな。おまえはどう思う、アリアン？」

　いきなり相手に訊き返すというのは、バロス三世らしくない。

　それだけ彼も困っているということなのだろうか。

「わたくしは……そうでございますね、ちょうどいい機会でありますから、手切れしてしまうのも一つの考え方かと思います」

「なかなか過激だな」

　バロス三世が皮肉っぽい笑みを向けてきたので、アリアンレイは端整な顔にやや不満げな色を浮かべた。

「そうでしょうか。では三世王様は、このまま同盟関係を維持する方向で動くと、そう仰るのですね」

「いや、そうは言わねえ」

「はい？」

「俺も過激な考え方に傾きつつある」

「…………」

「というか、そもそもあの馬鹿どもと手を組むってのが無理な相談だったと思ってる」

「そのご意見には、諸もろ手てを挙げて、いえ、両足も上げて賛成いたします」

「じゃあ、今ここで両足を上げてみてくれ」

「……言葉尻を捉えて無茶な要求をされましても」

　くくっ、とほくそ笑んだバロス三世は、しかし直ぐに笑いを納めた。

「となると、クセルクス盆地を奴らに奪とられるのだけは、なんとしても阻止しなくちゃならねえ。だが、俺たちは大平原もあって手一杯なのに比べ、奴らにはまだ余力がある。こちらは二千も三千もの援軍を盆地に送るのは難しい。このままでは盆地に入れたバギットの部隊が危ないな」

「バギット将軍を引き揚げさせますか？」

「それだとクセルクス盆地をシギルノジチにくれてやるようなものだ」

「白兎騎士団しろうさぎの頑張りに期待する……のでは足りませんか？」

「俺たちが引き揚げれば、たしかに白兎騎士団はシギルノジチに全力で向かえるだろう。だが、それで奴らを撃退できるかどうかは危ういな。ベティスが盆地にも援軍を送ればともかく、さすがにその余裕はないだろうよ」

「でありますね。ベティスにとっては、大平原のほうがクセルクス盆地より優先順位が高いでありましょうし」

「いったん引き揚げちまえば、もう介入できないからな。盆地の戦いは完全に他た人にん事ごとになっちまう」

　アリアンレイはバロス三世の言葉を脳内で反はん芻すうする。

（あちらを立てればこちらが立たずという状況ですが……）

　彼女は、一つだけ状況を打開できそうな方法があるのに気づいた。

（しかし、それは……）

　さすがのアリアンレイも、それを口にするのは憚はばかられる。

　たとえ下か問もんされたとしても、だ。

　だが、バロス三世のほうが、あっさりとその方法を口にした。

「バギットの奴、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎから手打ちをしようと申し入れされたらしい。それを受けるという手はあるな」

　将軍二人にヤークーシュとエルギエレ、それに本部運営担当官が呆気に取られた顔になったが、アリアンレイだけは真面目な顔で頷いた。

「盆地を奴らに奪とられないことが大前提であれば、その方法がもっとも簡単で手っ取り早いかもしれません」

「だな」

「で、ですが、それでは今までやってきたことが無駄になってしまいます」

　堪たまらずセッド将軍がそう言うと。

「無駄にはならねえよ、セッド。じっさい、こうして大平原では勢力を伸張することが叶ったんだからな。あれもこれもと欲張って手にした物をすべてなくすほうが無駄働きってもんだろ」

「そ、それは……仰せのとおりでございますが」

「状況に応じて戦略目標も臨機応変に変えていかなくちゃあな。ってことで、優先順位をつけると、第一は大平原での利益確保。第二が盆地をシギルノジチに奪られることを阻止。第三は味方の犠牲をできるだけ抑える。そんなところか、アリアン？」

「第四に、シギルノジチの馬鹿どもを出し抜く、ということを付け加えていただければと願います」

「かははっっ、俺も両手両足を上げてその意見には賛同するぜ！」

　バロス三世は愉ゆ快かいそうに大笑した。

　ここでようやく二人の将軍やヤークーシュ、エルギエレの顔にも笑みが浮かんだ。

「ここで白兎騎士団しろうさぎと手打ちすれば、奴らの鼻を明かせそうだな、アリアン？」

「たしかに、奴らの度ど肝ぎもを抜くことは間違いありません。同時に、奴らの怒りも買うでございましょうが」

「困るか？」

　と訊かれたアリアンレイは、あくまで澄ました顔を崩さないまま応えた。

「いえ。どちらかというと渡りに船でありましょうか。あるいは、待ってました！　と言い換えてもよいかもしれません」

「よし。では、盆地方面での戦略は変更する。バギットの部隊は盆地に留まらせるが、これ以降、盆地をシギルノジチに奪とられないことを優先させる。そのため白兎騎士団しろうさぎと手打ちする必要があれば、それを認める。バギットには俺が書状を書いておこう」

「一つ懸念があるのでございますが」

「なんだ、アリアン？」

「レフレンシアは女め狐ぎつねといいますか雌めす狸だぬきといいますか黒くろ兎うさぎといいますか、一筋縄ではいかない相手です。バギット将軍が手玉に取られるようなことはないでしょうか」

　ふむ、とバロス三世が考え込む。

「たしかに腹芸の応おう酬しゆうではバギットには荷が重そうだな。腹芸の応酬であれば、こちらからはおまえが出て行くに越したことはないが」

（あれ？　三世王様のその評価はどうなんでしょう）

　と内心で首を捻るアリアンレイだった。

「かといって、こちらにはおまえを派遣する余裕はない。さすがに大平原でもベティスと手打ちというわけにはいくまいよ」

　バロス三世が首を巡らせたので、ヤークーシュとエルギエレは思わずビシッと背筋を伸ばした。

「そういえば、おまえら、レフレンシアの奴と懇こん意いになっていたな」

「い、いえ、懇意というほどの関係ではございません」

　とエルギエレが応えると、ヤークーシュがこくこくと首を縦に振った。

「謙けん遜そんしなくてもいい。なにやら風呂場で裸になって親しい付き合いをしたという話は聞いてるぜ」

「いぇぇえぇぇ～～っっ」

「そそそそ、それはぁぁ」

　二人は顔を真っ赤にして立ち上がり、宙を見上げつつ必死の形相で否定した。

「三世王様の勘違いでございますっっ」

「そうなのか？」

「「そっそうでありますっ」」

　バロス三世はにやにやと笑いながら、座れと手を振った。

「「失礼いたしましたっ」」

「いずれにせよ、おまえら二人がレフレンシアのやり口や思考法をある程度まで把握しているのは間違いない。なら、ちょいと盆地まで行って、バギットの補佐役としてレフレンシアとの交渉を手伝ってこい」

　二人は思わず顔を見合わせた。

「どうした？　不服か？」

　二人は弾かれたように、もう一度、立ち上がった。

「とんでもございませんっ」

「ヤークーシュと」

「エルギエレ」

「「クセルクス盆地まで走り、バギット将軍殿の補佐として鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシアとの交渉に参加してまいります」」

「しっかりやれよ。つまり、あの性しよう悪わる女おんなに騙されるなってことだ」

「「全力で三世王様のご期待に添う覚悟であります！」」




　こうしてヤークーシュとエルギエレが盆地へ向けて送り出された。

　二人は乗り潰す勢いで馬を走らせ、途中で馬を取っ替え引っ替えしつつ、翌々日にはバギット将軍のいる盆地侵攻軍本陣へと駆け込んだのだった。
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　この間に、盆地のルーアル・ソシエダイ軍部隊とシギルノジチ軍部隊は、二度、衝突していた。

　一度はやはり南の山地で。

　もう一度はマイヨ・ルカの街の近くで。

　この頃にはシギルノジチ側も同盟軍に対する配はい慮りよをかなぐり捨てていたから、ルーアル・ソシエダイ軍部隊の街への接近を許さなかったのだ。

　ルーアル・ソシエダイ軍側は戦うつもりなどなく、街の様子を探りに大おお物もの見みを出しただけで、部隊規模も一個中隊だった。

　その中隊にシギルノジチ軍の大隊が襲いかかったのだ。

　襲ってきたのはヴィネダの大隊だった。

　彼女の部隊は、相手から反撃を受けて多少の犠牲が出てもかまわない戦力という位置づけだから遠慮は要らない。

　ビスタマウィ将軍は、接近するルーアル・ソシエダイ軍を追い払う役目をヴィネダの部隊に与えたのである。




　百対五百では兵力的に相手にならず、攻撃を受けたルーアル・ソシエダイ軍の中隊は即座に退却した。

　しかし、それをヴィネダの大隊が追いかけてきたため戦闘が拡大した。

　送り出した大物見部隊が敵に追われているのに気づいた大隊長は、後方に控えていた自分の部隊を率いて出撃した。

　ルーアル・ソシエダイ軍の大隊四百――大物見の中隊が抜けている――は、追撃中のヴィネダ部隊に側面から襲いかかった。




　こうしてマイヨ・ルカの街の西方で大隊同士の戦闘が始まった。




　当初は側面から攻撃を受けたヴィネダ大隊が押されていたが、やがて盛り返す。

　その理由は兵力的に勝っているという面もあったが、何よりヴィネダ個人の戦闘力が群を抜いていたのと、指揮官としての能力が相手の隊長を上回っていたからだ。




　ヴィネダは縦横無尽に馬を走らせながら馬上で剣を振るった。

「どうしたどうした、ルーアル・ソシエダイの腰抜けども!?」

　斬ざん馬ば刀とうなどと呼ばれることもある大剣を片手で振り回し、近づく敵の騎き兵へいを一刀両断にしていく。

　その合間に、味方の兵に的確な指示を与えることも忘れない。

　戦闘開始からほどなく、ヴィネダ大隊は完全に態勢を立て直し、相手を押し返し始めていた。




　ヴィネダの周りからは敵兵が消えていた。

　どころか、ルーアル・ソシエダイの大隊は大きく陣形が乱れてしまっている。

「どうしますか、隊長!?」

　騎馬を寄せてきた副隊長が叫んだ。

　ヴィネダは馬上から、周囲で続いている敵味方入り乱れた戦闘を観察する。

「あと一叩きで壊かい乱らんするな」

「大丈夫ですか？　深追いしすぎると、敵の主力とぶつかる危険がありますが」

「案ずるな。そこまでは追わないよ。引き際くらい弁わきまえている」

「ですね。では、蹴散らしますか」

「狙うのはあそこだ」

　ヴィネダが大剣を持ち上げ、切っ先で指し示す。

「あそこに敵部隊の幹部がいる」

「了解しました。おい、中隊長に命令」

「はっっ」

　伝令兵を呼び寄せた副隊長が、ヴィネダの命令を伝えていると。

「一足先に行ってるぞ」

「あ、隊長、お待ちください！」

　伝令を遣やった副隊長は、急いで周囲の幕僚を呼び集め、本陣の兵を率いてヴィネダのあとを追いかけた。
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「隊長、敵が突っ込んできます！」

「不味いな、これ以上は保もたん。大物見はすでに逃げ果おおせたから役目は果たした。味方の陣まで退ひくぞ」

「退け退け退け――っ！」

「退却――っ！」

「鉦かねならせ――っ！」

　兵はそれを合図に荒野を後方へと逃れ始めた。

　だが、それまで押されていたため、組織だった退却とはいかない。

　我先にというほど崩れてはいないものの、反撃を繰り出して敵の勢いを削そぎつつ退却という退却戦の常道ができていない。

　敵からの抵抗が消えたこともあり、ヴィネダ隊は退却に移った敵部隊の背後に猛もう追ついをかけた。

「狙うは敵本陣！　大隊長に後おくれを取るな！」

　副官の指揮の下、ヴィネダ隊は騎兵を先頭に一いつ気き果か敢かんにルーアル・ソシエダイ部隊に襲いかかる。

　ルーアル・ソシエダイ部隊の本陣に敵の追撃兵力が集中し、大隊長とその幕僚たちが危機に陥った。

「隊長、このままでは囲まれますっっ！」

「敵の相手をするなっ！　友軍目指してひたすら駆けろっ！」

「歩兵が囲まれます！」

「敵の一部が前方に回り込んでいるっ！」

「進路を遮られましたっっ！」

「隊長、どこへ逃げればっっ？」

　本陣を構成する八十――伝令兵や犠牲者で二十ほど減っている――と、所属部隊から切り離されてしまった四十ほどの兵、合計百二十は孤立したままヴィネダ隊に包囲されかかった。

　このままでは大隊幹部が揃そろって討ち死にしてしまう。

　味方の危機を察した主力部隊がようやく動き始めていたが、今からどれほど急いでも戦場には間に合いそうもない。

　ルーアル・ソシエダイの大隊長が全ぜん滅めつ覚かく悟ごで突撃して退路を切り開こうとしたとき、意外な方向から意外な者たちが現れた。




　一か八かの突撃に移ろうとした大隊長の目に、白馬に跨またがった二十名ばかりの騎兵が一直線に駆け寄ってくるのが見えた。

　長い耳の付いた兜の形状はあまりにも特徴的で、ルーアル・ソシエダイ兵もシギルノジチ兵も、一目でそれが何者なのかわかった。

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎだ！」

　誰かが叫んだその一言で、ヴィネダ隊の追撃の勢いが弱まった。

　現れた白兎騎士団しろうさぎ部隊は、包囲網を完成しかかっていたヴィネダ隊の一点を集中突破してきた。

　白兎騎士団しろうさぎの騎士は白兵戦用の重装鎧に身を包んで馬に跨がり、頭部を完全に覆う兜を着けている。

　そのため個々人の識しき別べつはできないが、先頭に立って豪ごう槍そうを振り回しているのがクシューシカであることはよくわかる。

　あれほどの長くて重い槍を軽々と振り回せるのは、精鋭揃いの白兎騎士団しろうさぎといえど、クシューシカくらいしかいない。

　槍の穂ほ先さきに触れたシギルノジチ兵の首が次々に宙を舞った。

　続けて突入してきたのはアルゴラだ。

　馬を寄せた彼女がすれ違いざまに細身の剣を振るうと、騎兵は喉のどの辺りから血を噴き出して落馬した。

　さらにセリノスとノエルノードが続く。

　二人と二頭は、まるで見えない糸で繋がってでもいるかのような見事な連係で敵兵を翻ほん弄ろうした。

　さらにデイレィが突入する。

　馬を疾しつ駆くさせながらデイレィが右手を動かすと、近くにいた騎兵の眉み間けんに穴が開き、血を流して落馬していった。

　暗あん器き使いのデイレィが投げているのは小さな鉄球だ。

　それを指で強く弾いて飛ばしているのだが、小さすぎて敵兵には何を投げているのかよくわからなかった。

　その他にも腕自慢の団員が十数名いて、統制の取れた戦いで敵を切り裂き、ルーアル・ソシエダイ軍部隊へ向かって移動している。

　突入した後に馬から飛び降りた者が二名いた。

　正確には一名と一体だ。

　一人はヨーコ。

　乗ってきた馬を部下に任せたヨーコは、地に降り立つと、不思議な走法で敵に向かって疾はしった。

　重装鎧を着てしまうと走力が犠牲になる上、お得意の抜ばつ刀とう術じゆつが使えないため、ヨーコだけは軽装鎧にハカマと呼ばれる襞ひだのある独特の長裳姿だった。

　ヨーコはハカマを翻ひるがえし、まるで地面の上を滑るように駆けていく。

　シギルノジチ兵に迫ったヨーコが擦すれ違いざまに右手を一いつ閃せんさせると、敵兵は鎧ごと一刀両断にされた。

　騎馬が相手の場合は、馬の脚を斬った。

　馬が倒れ、騎兵が落馬する。

　騎兵は慌てて立ち上がろうとするが、身を起こす間まもなくヨーコの刀に頭を割られた。

　ヨーコは走る勢いを落とさず、次々に敵兵を斬り倒していった。

　一体のほうは、大きな鎌を手にした小柄な魔術人形シゥビーニュ。

　小柄なシゥビーニュは柄つかの長い鎌を手に地を疾はしり、相手が騎馬なら馬の脚を両断し、相手が兵なら首を刎はねた。

　魔術人形であるシゥビーニュは疲れを知らない。

　戦闘中の移動距離なら、白兎騎士団しろうさぎ部隊の中でもいちばんだったろう。

　一方、シゥビーニュを操るアフレアは乱戦には加わらず、孤立していたルーアル・ソシエダイ部隊目指して馬を駆けさせた。

　シゥビーニュは自立した魔術人形なので、主人であるアフレアから離れても、一定の時間なら己の意志で動き続けることができるのである。




　突然現れた二十名ばかりの白兎騎士団しろうさぎの騎士に、ヴィネダの大隊はきりきり舞いさせられている。

　その隙にアフレアはルーアル・ソシエダイ部隊との合流を果たした。

　部隊長を探し出したアフレアは、今のうちに陣容を立て直すようにと相手に伝えた。

　白兎騎士団の奮ふん闘とうで、すでに敵の包囲は破は綻たんしている。

　隊長は直ぐに部下を集めて指示を出し、破れた包囲網を抜け出した。




　少し離れた場所で馬を止めた大隊長は、散らばった味方の兵を集め、なんとか陣容を立て直すことに成功する。

　彼の横に馬を進めたアフレアが、

「ほどなく味方が引き揚げてくるから、弓で掩えん護ごして。味方を撃ったら駄目よ」

　と要求する。

「了解した」

　隊長は歩兵に弓を持たせ、そのときに備えさせた。
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「くっくく、そう来なくては鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎではないな」

　混乱し腰が引けている自分の部隊の中で、ただ一人、喜き悦えつの笑みを浮かべているのがヴィネダだった。

　配下の兵の混乱をそれほど気にする様子もなく、ヴィネダは現れた白兎騎士団しろうさぎの騎士へと視線を走らせる。

　彼女の視線は直ぐに一人のところで留まった。

　長なが柄えの豪ごう槍そうを振り回しているそいつは、顔の判別こそ利かないが、間違いなくクシューシカだ。

「よし、決めた。わたしの相手はおまえだ」

　大剣を右肩に担いで、ヴィネダは馬を駆けさせる。

「む？」

　凄まじい勢いで駆け寄ってくる一頭の騎き馬ばの存在にクシューシカが気づいた。

　首を巡らせた彼女は、駆け寄ってくるのが何者なのか、即座に理解した。

「クシューシカ！」

「ヴィネダ！」

　馬首を巡らせたクシューシカがヴィネダを迎え撃つ。













　大剣が空気を切り裂き。

　豪槍が空気を震わせる。

　大きな衝撃音が戦場に響き渡った。

　それは何度も何度も続けざまに響く。

　クシューシカの槍は柄の先のほうに叩いて伸ばした薄い鉄板を巻いてあるから、ヴィネダの大剣を柄で受け止めても、切断されることも折れることもない。

「どうしたクシューシカ、その程度で番隊長筆頭を名乗るか!?」

「貴様こそ、しばらく見ないうちに腕が鈍なまったのではないか、ヴィネダ！」

　左手で手綱を操りつつ、二人は右手を振るい続ける。

　そのたびに大剣と豪槍が激突し、雷鳴の如き轟ごう音おんが辺りに轟とどろいた。

　いつの間にか、二人の周囲から人影が消えていた。

　敵も味方も固かた唾ずを呑んで二人の超人的な戦いを見守っている。

「腕が鈍っただけでなく、魂まで腐らせたか、ヴィネダ！」

「知った風な口を利くな！　貴様に何がわかる!?」

「もちろん、わからない。だが貴様が意味のないことをしているのだけはわかるぞ！」

「黙れ！　意味がないはずがない！　わたしはレフレンシアに……」

　ヴィネダの叫びを遮さえぎったのはアルゴラだった。

「おい筆頭、もうルーアル・ソシエダイの奴らは脱出に成功したぞ。遊ぶのもいい加減にしたらどうだ。というより、それ以上遊ぶのなら、わたしも混ぜろ」

　血まみれの細身の剣を右手に提さげた騎士が一人、ゆっくりと馬を寄せてくる。

「……アルゴラか」

　ヴィネダが油断のない目つきで二人を見やっていると、背後からも声がかかった。

「そうだな。わたしも混ぜてもらおうか」

　ヴィネダは素早く首を巡らせ、地に立っている声の主を見る。

　そいつだけは顔の見える兜を被っているから見誤りようがない。

「ヨーコも来たか」

　ヴィネダは構えていた大剣を下ろした。

「おまえたち三人が相手では、さすがに分ぶが悪い。どれ、引き揚げるか」

　馬首を巡らせたヴィネダが手綱を扱しごくと、その背中にクシューシカが声をかけた。

「ヴィネダ、貴様はいま充実しているのか？」

　その声に応えることなく、ヴィネダの乗った馬は速度を上げて駆け去っていく。

　ヴィネダが下がるのと同時に、彼女が率いてきた部隊も一斉に後退を始めた。

　それを認めたルーアル・ソシエダイの大隊長は、安あん堵どの息を漏らして呟いた。

「助かった……か」
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　これが決定打、あるいは駄目押しとなった。

　ルーアル・ソシエダイ軍とシギルノジチ軍は同盟関係を公式に解消してこそいないが、現場ではすでにお互いを「敵」と認識するようになっていた。

　元の関係に戻っただけとも言える。

　ヤークーシュとエルギエレがバギット将軍のいるルーアル・ソシエダイ軍本営に駆け込んできたのは、両軍が盆地で衝突した翌日の午前のことだった。




「ちょうどいい。昨日の戦闘で我がほうの部隊が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに助けられたのでな、その礼も兼ねて、今から出かけるところだったのだ。二人とも、ついてこい」

　バロス三世からの伝言を聞いたバギットは、二人にそう言った。

　ヤークーシュとエルギエレは、瞬時、顔を見合わせ、目配せした。

（戦った相手というのは……シギルノジチか）

（だろうな。白兎騎士団しろうさぎではないのなら、戦う相手はシギルノジチしかいない）

　二人はバギットに敬礼を送った。

「了解いたしました」

「お供いたします」

　こうしてヤークーシュとエルギエレは、警護の兵を引き連れたバギットと彼の副官と共に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの一の砦を訪ねることになった。

　連絡調整役として残っていたアスカが将軍の訪問を予め報しらせていたので、バギットの一行が一の砦を訪ねると、そこには鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部が待ち受けていた。

　団長のガブリエラ以下、副団長のレフレンシア、庶務分隊長のマクトゥシュ、番隊長筆頭のクシューシカ、救急分隊長のアナ、番隊長のアルゴラやヨーコ、セリノスなどが雁がん首くびを揃そろえてバギットを出迎えた。

　ルーアル・ソシエダイの王宮に潜り込んでいるフェーレン、別働隊を率いて活動中のジアン、なお山中に潜んでいざというときに備えているレオノーラなど、ごく一部を除けば幹部が勢揃いしている。

　幹部以外にも団長秘書官のレオチェルリなど、数名の秘書官が同席していた。




　バギットが応接の間まに足を踏み入れると、長卓の向こうに座っていたレフレンシアが立ち上がり、バギットに向けて両手を広げ笑いかけてきた。

「ようこそ、バギット将軍。ようやく我々の申し出を受けてくださるようで、安心しました……って、おや？」

　バギットに続いて入室した副官のさらに後ろに見知った顔がいるのに気づいたレフレンシアは、珍しく意外そうな顔になった。

「これはこれは。なんとも懐なつかしい顔と体がお出ましだな」

　アスカからは「訪問者は将軍と副官」と聞かされていたので、まさかヤークーシュとエルギエレまで現れるとは、さすがのレフレンシアも思っていなかった。

「体とか言うな！」

　ヤークーシュが、びしぃっ、とレフレンシアを指さして怒鳴った。

　白兎騎士団しろうさぎ幹部の視線が一斉に彼女に集中する。

「あぁぁ、いえぇぇ……すみません、なんでもありません」

　ヤークーシュは慌ててレフレンシアから視線を逸らせて頭を下げた。

（お知り合いなのでしょうか、副団長？）

　とガブリエラが小首を傾げ。

（のようだな）

　とクシューシカが頷き。

（ずいぶんと親しげですね）

　とヨーコが不思議そうな顔になり。

（というか、懐かしい……体!?）

　とアルゴラが目を細め。

（どういう意味だ？　もしかして……）

　アルゴラは気づいてはいけないところに気づいてしまった。

（そうね。副団長があちらで手を付けた女の子かしらね）

　とアナが生温かい目を注ぎ。

（わたしたちが苦労しているときに、敵の女の子と遊んでいたわけ!?）

　とマクトゥシュが険けわしい目を向けた。主にレフレンシアに。

（レフレンシア様は。ほんとにもう、レフレンシア様は）

　とクシューシカも険しい目を向けた。主にヤークーシュとエルギエレに。

（敵の幹部候補生まで墜おとしてしまうのか。さすがだなぁ、レフレンシア様）

　とセリノスは感心した顔になる。

　全身に突き刺さる白兎騎士団しろうさぎ幹部の視線を感じ取ったヤークーシュとエルギエレは、居心地悪そうに体を揺すり、できるだけ顔と体を晒さらさないで済むように、副官の背中に隠れようと立ち位置を変えた。

「で、二人はどうしてここに？」

　とレフレンシアに問われ、エルギエレは怪け訝げんそうな表情になっている副官の背中から顔だけを覗のぞかせるようにして応えた。

「いや、あの、三世王様からバギット様をお手伝いするようにと言われ、ここまで長駆してきたのだ……きたのです。先ほど着いたところなのだが……なのですが、バギット様に命じられ、会談には立会人として参加させてもらう……させていただきますので、よろしくお願いします」

　バギット将軍が交渉の席でレフレンシアに手玉に取られないように見張るなどという本音は言えないので、エルギエレは当たり障さわりのない言い方をしたのだが。

「おや？　ふうん、そうなのか」

（うわ、もしかしてレフレンシア、わたしたちの真の役目を見抜いてしまった？）

　さすがにレフレンシアだと観かん念ねんするしかない。

　ここまで必死に駆けてきた行為が無駄だったと思いたくないから、エルギエレは、

（まぁ、それならそれで牽けん制せい役ぐらいにはなっただろう）

　と自らを慰なぐさめるしかない。

「うん、了解した」

　レフレンシアが右手を挙げたのでエルギエレは小さく安堵の息を吐はき、それから隣のヤークーシュに向かって囁ささやいた。

「おい、わたしたちの真の役目を見抜かれたかもしれないぞ」

　ヤークーシュはギクリと身を強こわばらせたが、直ぐに観念したようにため息を吐ついた。

「それならそれで仕方がない。どうせあいつは、わたしたちにどうこうできるような女じゃないしな。少なくともわたしとおまえがここにいれば、あいつを牽制するくらいはできるだろう」

　ヤークーシュの考えが自分と同じようなものだったので、エルギエレは小さく噴ふいてしまった。

「なんだ!?　何が可お笑かしい！」

　と睨んできたヤークーシュに向かってエルギエレは、そうじゃない、と手を振った。

「おまえはわたしのいい相あい棒ぼうだなと思ったのだよ」

「はぁ？」

　怪訝そうな表情を隠せないヤークーシュである。

「では、会談を始めましょう。どうぞ、お席に着いてください」

　というレフレンシアの言葉に、二人はハッと顔を上げ、姿勢を正した。

　まずバギット将軍が、続いて副官が着席し、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部連が腰を下ろすのを待って、ヤークーシュとエルギエレも用意された椅子に腰を下ろした。
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「ではルーアル・ソシエダイ王国のクセルクス盆地解放軍司令官、クセルクス盆地解放軍司令官、大事なことなので二回言ってみましたが」

　かなり情けない顔になったバギットは、一人、立って話しているレフレンシアを恨めしそうな目で見やった。

「司令官バギット将軍殿と、守しゆ護ご天てんアルアラネの加か護ごを戴いただく聖少女騎士団、通称鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長であるガブリエラ・リビエラ・スンナの会談をただ今これより始めたいと思います」

　レフレンシアがそう言うと、ガブリエラとバギットが軽く頭を下げた。

　それでヤークーシュとエルギエレの二人にも誰が団長なのかがわかった。

（あれが団長ねぇ。わたしたちと同年代か？　またずいぶんと威い厳げんのない団長様だな）

　というのがヤークーシュの印象だ。

　エルギエレのほうの感想もさほど変わらない。

　以前にレフレンシアから話を聞かされたときに想像した人物像より遙かに頼りなさげなのに、むしろ驚いたくらいだ。

（みすぼらしいとまでは言わないが、団長があれでは、ベティスの偉いさんと話をするときとか、侮あなどられないのかな）

　と思ったりもする。

　二人の思考はレフレンシアのよく通る声で破られた。

「会談の立会人として、ルーアル・ソシエダイ王国からは解放軍副官シェドシュード殿とヤークーシュ殿、エルギエレ殿、こちらからは出席できる幹部連が同席いたします。司会は不ふ肖しようこのわたくし、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長レフレンシアが務めさせていただきます。よろしくお願いいたします」

　立て板に水の如き滑なめらかな口調でそこまで一息に話したレフレンシアは、下げた頭を上げると、では、と一同を見回した。

「バギット将軍殿、ご意向を承りたいと思いますが、よろしいでしょうか？」

「ああ、うむ」

　一つ咳払いをくれたバギットは、革製の鞄かばんの中から書状を取り出した。

「我が、あ～～盆地解放軍は、今後クセルクス盆地に於いて鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんに対する敵対的行動を中止することとする」

　白兎騎士団しろうさぎに対する敵対行動を盆地限定で中止するというのが肝きもだ。

　つまり、盆地であっても相手がシギルノジチなら敵対行動を取れるし、相手が白はく兎とであっても盆地の外でなら戦えると、そういう意味合いを含んでいる。

　レフレンシアやガブリエラは、直ぐそのことに気づいた。

「こちらとしてはそれでけっこうです。で、いいですよね、団長？」

「はい、問題ありません」

　とガブリエラが頷くと、バギットは皮肉っぽい笑みを浮かべて訊いてきた。

「大平原でベティスを助けなくてもいいのですかな」

「それはベティスの問題ですので、あちらにお任せすればよいかと。どうしてもと乞われれば、兵糧くらい運びますけれど」

「そうか。ならば我らとしても安心だ。恩を受けた白兎騎士団しろうさぎと剣を交える心配がないのならな」

「条件面でのご配はい慮りよ、ありがとうございます。ですが配慮いただいたのはそれだけではありませんね？」

　ガブリエラが意味ありげな表情でバギットを見つめている。

「どういうことかな」

　と彼はしらを切った。

「つまり、このあと我々がマイヨ・ルカの街をシギルノジチ軍から取り戻すとき、力を貸してやろうという意味ですよね」

「さて。我らにそこまでする必要はないと思うが、しかし、シギルノジチには煮え湯を飲まされているのでな。奴らへの復讐戦を我らの手で戦うのは我らの自由ということだ。まさか駄目だとは言わんだろうな？」

　バギットはガブリエラからレフレンシアに視線を移す。

「もちろん言いませんとも」

　と頷いてから、レフレンシアは、

「ありがとうございます」

　と頭を下げた。

　ガブリエラも、

「助かります」

　と言って頭を下げた。

「いや、気にせんでくれ」

　バギットは困ったような顔で手を振った。

「あんたたちが我らにしてくれたことへの礼のほんの一部だ」

　そう言って、バギットは手打ちの条件を記した二通の書状を卓上に並べ、それを差し出した。

「中身を確認してくれ。問題がなければ、そちらの団長殿の署名をお願いする。それで我らと貴殿らは敵ではなくなる。少なくとも、この盆地ではな」

　一通をレフレンシアが、もう一通をガブリエラが手に取り、素早く文面を確認する。

　その後、二人は書状を交換し、もう一度、確認する。

　どこにも問題点は見出されなかったので、ガブリエラはインクにペンを浸し、書状に署名をした。

　バギットの署名はすでになされているので、この瞬間に、両国の手打ちは成ったことになる。

　とくに悶もん着ちやくも起きず、滞りなく手打ちが済んだことに、ヤークーシュとエルギエレは胸を撫なで下ろした。

（さすがにこの席では、レフレンシアも何かを企たくらむようなことはなかったな）

　ところが。

　レフレンシアが二人に顔を向け、

「さてさて、ところで」

　と言ったので、二人の心臓が跳ねた。

「手打ちも済んだところで、そちらのお二人、ヤークーシュ殿とエルギエレ殿を白兎騎士団しろうさぎの本城にお招きしようと思うのですが」

　レフレンシアは顔をバギットのほうへ戻した。

「如何でしょう？」

「どういう意味か？」

「とくに他意はありません。将来有望な若手のお二人に我らが団長と会食などしていただければ、お互いにとって有意義なのではないかと考えた次第です。三人とも同年代ですしね」

「ふむ。悪くないかもしれんな」

　ルーアル・ソシエダイの将来を背負って立つだろう幹部候補生の二人だ、ここで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長と懇こん意いになっておくのも悪くはないとバギットは考えた。

（それに、我がほうの者が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城に入るのは……）

　バギットが別の損そん得とく勘かん定じようをしていると、レフレンシアが先回りしてしまう。

「それに、お二人がわたしどもの本城を見ておくのも、御お国くににしてみれば悪いことではないでしょう？」

　バギットは、やれやれと首を横に振った。

「貴女には敵いませんな。ですが、よろしいのかな、見せてしまっても」

「かまいません。どうせ肝かん心じんなところはお見せしませんしね」

　ははっ、と笑ったバギットは、ヤークーシュとエルギエレのほうに顔を向け、

「行ってこい」

　と言った。

「え？　あの……」

「よ、よろしいのですか、本当に？」

「まさか、今さらおまえたちを人質に取ろうなどと思うまい」

「あ、はい……」

「まぁ、そのときは見殺しにするだけだがな」

「酷いぃぃ」

「ヤークーシュ殿、エルギエレ殿、わたしたちのご招待、お受けいただけますか？」

　というレフレンシアの声に、二人はそっと顔を向ける。

「ええ、その……」

「お……お受けいたします」

　腰が引けた体勢で二人が頷くと。

　にた～～り。

　レフレンシアが口の端を吊り上げた。

「いぃやぁあぁ～～っっ！」

　二人は抱き合うようにして悲鳴を上げた。

（あいつ、絶対何か企んでるぅぅ）

　レフレンシアは浮かんだ薄い笑みを消し、澄ました顔で言った。

「では、そういうことで。後ほど昼の会食が終わりましたら、ヤークーシュ殿とエルギエレ殿をご陣地へお送りがてら、我々のマイヨ・ルカの街奪回作戦の詳細をお知らせに伺います。よろしくお願いします、将軍殿」

「わかった。お待ちしている」

「これをもちまして会談は終了ということで」

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部が一斉に立ち上がった。

「本日はわざわざご足労いただきまして、まことにありがとうございました」

「「「「ご苦労様でした！」」」」

　バギット以下も立ち上がり、卓を挟んで白兎騎士団しろうさぎと相対する。

「こちらこそ。いろいろと配慮してもらったことには重ねて礼を言わせてもらう」

　バギットが深々と腰を折った。

「貴殿らの働きに感謝している」

　副官とヤークーシュ、エルギエレも急いで頭を下げた。

　自信家で他人を見下しがちなバギット将軍が、ここまで相手を認めるというのも珍しいことだとエルギエレは感心した。

（しかも、つい昨日まで戦っていた敵だぞ。やはり白兎騎士団しろうさぎは侮れない相手だな）

　という思いを強くする。

（というか、侮れない相手はレフレンシアなんだろうけど。団長……団長か）

　エルギエレは、ガブリエラがお飾りの団長にすぎないのではないか――バギットは、そうではないだろうと言っていたが――という疑いをまだ捨て切れていない。

（それほどレフレンシアの存在感が際立っているということなんだろうけど。あいつの前に出たら、誰だって影が薄くなってしまうよな。昨日、今日、入団したばかりの一回生じゃあ、言わずもがなだ）

「では、団長、将軍をお見送りしてください」

「はい」

「ヤークーシュ殿とエルギエレ殿は、この場にお残りください。本城へご案内します」

　名前を呼ばれた二人は、びくっと身を震わせた。

「あっ、はいっ、了解しましたっ」

　思わず背筋を伸ばしたエルギエレは、内心で舌打ちする。

（これでは緊張しているのが丸わかりではないか）

「直ぐに戻りますので、お待ちくださいね」

　とガブリエラに笑顔で声をかけられ、なぜか二人の緊張が緩んだ。

（顔だけでなく、声までも、優しそうな……というか、気弱そうというか、ひ弱そうというか、そんな印象の女だな。レフレンシアとは大違いだ）

　ヤークーシュなど、ガブリエラに対してそんな感想を抱くのだが。

（一人の犠牲も出さない方策を探る……か。そんな高邁な理想を宣のたまう団長が、果たして見た目どおりの女なのか、それとも見た目とは違う中身を持っているのか）

　かつてレフレンシアから聞いた逸話を思い出しながら、会食が少し楽しみだと思えてきたエルギエレだった。
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「なななな、なんで会食に誘われたわたしたちが、レフレンシアや白兎騎士団しろうさぎの団長と一緒に露ろ天てん風ぶ呂ろに入ってるんだ？」

「そ、そんなことをわたしに訊かれても……気がつくとこういう状況に陥っていたのであって……敢あえて理由を探れば、レフレンシアに騙されたと言うしか……」

　白兎騎士団ご自慢の露天風呂の大きな湯船の片隅で湯に浸かっているヤークーシュとエルギエレは、額を寄せ、ひそひそと話をする。

「しかも、周りは警護と称して白はく兎との団員が取り囲んでいるし。なんなんだ、これは？　見世物小屋の珍ちん獣じゆうか、わたしたちは」

「だ、だから。わたしに訊かないでくれ」

　二人の額に浮かんでいるのは、どちらかというと冷や汗だろうか。

「あの、お湯は熱くはありませんか？」

　とガブリエラが訊いてきたので、二人はお湯の中でしゃがんだまま跳び上がった。

「い、いえっ、ちょうどいいお湯加減ですっ」

「それはよかったです」

　裸で湯に浸かっているガブリエラが、ニコニコと笑いかけてくるので、二人の困惑はさらに増していく。

「いい景色だと思いませんか」

　ガブリエラに言われて、二人は背後を振り返る。

　盆地の彼方に、白い雪を被った山々の頂いただきが重ちよう畳じようと連なっている様が遠望できた。

「あ、ええと……たしかにいい眺めですね」

　湯船の中で立ち上がったガブリエラが歩み寄ってくる。

　それに気づいた二人は警戒心を露にしてレフレンシアを見やったが、彼女は素知らぬ顔でお湯に浸かったまま鼻歌など歌っている。

　ガブリエラはお湯をかき分けながら平然と近づいてきて、二人の横で足を止めた。

　二人はガブリエラの眩まばゆい裸ら身しんを見上げながら、今度は困惑顔になる。

「あそこにマイヨ・ルカの街が見えます」

　湯船の縁へりの前でガブリエラはそう言って指をさすが、しゃがんでいる二人には、角度的に街は見えない。

　ヤークーシュとエルギエレは仕方なく立ち上がる。

　ガブリエラの指先を視線で追うと、たしかに盆地の真ん中辺りに城壁を巡らせたマイヨ・ルカの街が見下ろせた。

　ここから見下ろすと、まるで玩具おもちやの街のようだ。

「それほど大きな街ではありませんが、それでもあそこでは何千人という人たちが暮らしています。その人たちの暮らしを、わたしたちは守りたいと思っています。ささやかですけれど、それがわたしたちの願いです」

「あ、そ、そうです……か」

「それ以外のことは望みません。大平原の覇権にも御国とベティスの争いにも、本音を言ってしまえばそれほど興味はありません」

「…………」

「ただ、この盆地に関わってくるとなると他人事ではなくなります」

　そう言ってガブリエラは体を回し、二人に向き直った。

「わたしたちは盆地の平和を脅おびやかす者を、国を、あの街の人々の暮らしを脅かす者を、国を、見過ごすことはできないのです」

　と真剣な顔で言うガブリエラの瞳に浮かんだ強固な意思の光に、二人は圧おされた。

　優しくて頼りなげという印象はそのままだったが、伝統ある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを導く指導者の顔にガブリエラはなっていた。

　相反するその印象が二人を混乱させる。

「ですから、お二人にはぜひ、そのことを覚えておいていただきたいのです」

　ガブリエラは、またもやニッコリと笑った。

「いつまでもこんなところで立ち話をしていたら風邪を引いてしまいますね。そろそろ上がって、会食の席に向かいましょうか」

　ヤークーシュとエルギエレが、ちらっとレフレンシアを見やると。

　いきなり彼女が立ち上がった。

　二人が、びくぅっ、と後ろに下がる。

「団長、お二人はもう少しわたしと風呂に入っていたいそうだよ。三人だけで」

　そう言ってレフレンシアは、両の掌をわきわきと閉じたり開いたりする。

「だから団長は、先に会食の会場に行っててくれないか」

「あ、そうですか。わたしはかまいませんけれど。では、ごゆっくり」

　と言って湯船から出て行こうとするガブリエラに、ヤークーシュとエルギエレが泣きついてきた。

「いやぁぁぁ、見捨てないでぇぇ」

「置いてかないでくださいぃ。わたしたちをレフレンシア殿と三人だけにしないでくださぁいぃ」













「なんだ、わたしもずいぶんと嫌われたものだなぁ」

　両手を下ろしたレフレンシアは、悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「あ、いや、べつに嫌っているというわけではないのだが……」

　レフレンシアは顔を上げ目を輝かせる。

「じゃあ、三人で心ゆくまで、体もゆくまで風呂に……」

「「それだけはお断りしますっっ！」」
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　ガブリエラとレフレンシア、ヤークーシュとエルギエレの会食は滞りなく終わった。

　レフレンシアは二人に団で焼いているクッキーを手て土産みやげとして持たせ、クシューシカと警護役の団員を伴って、両人をルーアル・ソシエダイの陣営まで送り届けた。

　今日は戦闘をするわけではないので、レフレンシアもクシューシカも軽装鎧に長裳、そして独特の兎うさ耳みみ兜かぶとという出で立ちだった。




　レフレンシアとクシューシカは、訪れた本陣でバギット将軍との打合せをこなした。

　このあと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがマイヨ・ルカの街をシギルノジチ軍から取り戻すための戦術を説明し、逆にルーアル・ソシエダイ軍がどう動くつもりかを尋ねた。




「なるほど、基本的には包囲するだけなのだな」

「ええ、それがこちらの方針です」

　バギット将軍は不思議そうな、というより少し不満そうな顔で訊いてきた。

「そんな悠長なことをせず、力ちから攻ぜめで陥おとしたらどうだ？　どうせ街中に手の者を潜らせているのだろう？　中から呼応すれば簡単ではないか？　我がほうも協力するぞ」

「団員の犠牲を出したくないのもありますが、何より街の住民から犠牲を出したくありませんから」

「そうか。たしかにシギルノジチが街の支配に拘こだわれば、激しい攻防になるかもしれん。そうなれば住民に被害が及ぶ虞があるな」

「ええ、それだけは避けたいですから。それに、シギルノジチ側も、あくまで街の支配に拘る……というわけにはいかないと思いますしね」

　というレフレンシアの言葉にバギットは、

「どうしてだ？」

　と首を傾げた。

「奴らは補給が利くのだぞ？　援軍を送って寄越す可能性もある」

「将軍、一つ大事なことをお忘れじゃないですか？」

「うん？　何を忘れている？」

「シギルノジチは貴方がた、ルーアル・ソシエダイ軍と手切れ状態になったということですよ」

「ああ……そうだったな」

　レフレンシアとバギットは顔を見合わせて小さく笑った。

「御国がもはや同盟国ではないとなれば、この盆地に援軍を送って寄越す余裕があるかどうか。それに、兵糧に関しては我々の別働隊が輸送路を脅おびやかしますので」

「我らの輜重部隊を襲った手勢だな。あれは結局、どこの兵だったのだ？」

「それは、ひ、み、つ、です♡」

「……食えん女だな」

「いえいえ、そんなことはありません。こう見えて食べたら美お味いしい女なんですよ？」

「……美味しそうな物には毒があるというし、儂は遠慮しておこう」

「あれぇ？　そんな諺ことわざ、聞いたことがありませんけど？」

　バギットとレフレンシアはもう一度顔を見合わせ、今度は声を上げて笑い出した。

　ひとしきり笑うとレフレンシアは笑いを納め、では、と床几から立ち上がった。

　直ぐにクシューシカも立ち上がる。

「明日の早朝に、留守番を除いた全団員で城塞から下ります」

「我らも合流しよう。あからさまに、これ見よがしに合流してやる。シギルノジチ軍が驚く様を想像すると楽しくて仕方がないわ」

「ありがとうございます。ルーアル・ソシエダイ軍が協力してくださるのなら勇気凜りん々りんですよ」

「どうだか」

　とバギットは苦笑した。

「そしてマイヨ・ルカの街を囲みます」

　バギットは笑みを消し、黙って頷いた。

「輜重部隊が来る場合は、パルヴィネ峠の前後に潜ませた部隊から連絡がありますから、盆地への降り口を押さえて輜重部隊を迎撃します。その場合、シギルノジチ軍に背後を衝かれたくないので、そちらの押さえをお願いしたいのですが」

「いいとも。街から討って出てくるようなら、我らが叩いてやる」

「ありがとうございます」

　と一礼しておいて、レフレンシアは言葉を継いだ。

「補給が続かなければ一旬日も保たないだろうと考えていますが、その辺りは出たとこ勝負ですね」

「シギルノジチが撤退するときに襲ってもいいか？」

「御国とシギルノジチのことですから、我々の関知するところではありません」

　つまりレフレンシアは、お好きなようにと言っている。

　バギットは先ほどとは別種の、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「やられた分をきっちり返さないと気が済まんのでな。ああ、そちらの手は借りんから安心してくれ」

「べつに心配はしていませんが。ただ、あまり深追いされないほうがよろしいかと思います」

「わかっている」

「では、また明日」

　レフレンシアが右手を挙げ掌を向けると、バギットが自分の掌を合わせてきた。

「うむ、ご苦労だった」

　合わせた掌を戻したバギットが、そういえば、と訊いた。

「ヤークーシュとエルギエレの奴、そちらの団長殿に失礼などしていないだろうな？」

「まったく問題ありませんよ」

「だったら、いいのだがな」

「しかし、なんですね、次代を担う若者たちが意気軒昂に話すのを見ていると、そろそろ自分が引退する日も近いのかなぁ、なんて思ってしまいます」

「よく言うわ。そんな年でもあるまいに」

「あ、おわかりになりますか？　じつはわたし、まだ十代なんですよ」

「それも、よく言うわ、だな」

　二人は笑いながら別れた。

　クシューシカを引き連れて自分の天幕を出て行くレフレンシアの背中を見送りながら、バギットは小さくため息を吐ついた。

「大した女だ。儂はあいつの掌の上で踊らされていただけな気がしてきたわ」

　もしもレフレンシアが将軍の言葉を聞いていたら、彼女はこう応えただろう。

「いえいえ、将軍、貴男あなたが踊っていたのはガブリエラ団長の掌の上なんですよ」

　と。
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　翌日――。




　夜明けと共にグル・マイヨール要塞を出撃した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ四百五十は、盆地に下り、ルーアル・ソシエダイ軍部隊との合流を果たした。

　ドゥイエンヌは率いてきた義勇軍の五百を率いてジアンたちと共に作戦行動中だが、一の砦付近に残しておいた五百は白兎騎士団しろうさぎに従って盆地に下りた。

　シギルノジチ軍との小競り合いやら衝突やらで少し兵を減らしているルーアル・ソシエダイ軍は、陣地の留守部隊も必要だということで、二千二百を作戦に参加させることにしていた。

　大隊四つに本陣が二百という陣容だ。

　白兎騎士団しろうさぎのほうは四つの中隊に特務分隊や救急分隊が付き従っている。

　救急分隊員以外は重装鎧を装着していて、いかにもこれから敵と一戦を交えるのだという緊張感に溢れている。




　盆地を進んだ白兎騎士団しろうさぎ部隊と義勇軍、それにルーアル・ソシエダイ軍部隊は、マイヨ・ルカの街の西方に陣を敷いた。

　総勢で三千を超える自軍の全容を見せつけておいてから、レフレンシアは街に居座るシギルノジチ軍司令官ビスタマウィ将軍宛に使者を送った。




　送られた使者は、書状を渡すだけで直ぐに引き揚げていった。

　ビスタマウィは書状を開き、目を通すと、怒りに顔を赤くしてそれを破り捨てる。

「どのようなことを言ってきましたか、連中は？」

　と副官が訊くと、ビスタマウィは吐き捨てるように応えた。

「おとなしく街を出て撤収するなら見逃してやるそうだ」

「それは、また不敵な言い草ですな」

「身の程知らずめ」

「自分たちの立場がわかっているのか？」

　居合わせた幕僚たちは口々に罵ったが。

「馬鹿め、自分たちの立場がわかっておらんのは貴様らのほうだ」

　とビスタマウィに窘たしなめられ、幕僚たちは口を噤つぐむ。

「敵は白兎騎士団しろうさぎだけではない。ルーアル・ソシエダイもいるのだぞ」

「ですが、将軍、兵数はほぼ互角であります」

「たしかにここは敵地、野戦を行えば、こちらが有利とはいかないでしょう。ですが、この街に籠城すればこちらが有利ではありませんか？」

　攻城戦の場合、攻撃側は守備側の四、五倍程度の兵数が必要というのは軍事的常識で、幕僚はそれを言っている。

　ところが。

「それは普通の場合だ。ここは、元々が白兎騎士団しろうさぎの街なのだぞ。我らが籠城しているあいだに、住民の誰かが内通しないとも限らんではないか」

　幕僚たちは、う、と呻いて固まった。

「我らを後ろから殴ることはさすがにしまいが、夜中にこっそりと梯子を垂らされたら、知らぬ間に白兎騎士団しろうさぎの奴らが街中に侵は入いってきてしまうわ。たとえそのような敵対行動に出なくても、街の奴らが何もしないという保証はないのだ。住民が持ってきた水や食料に何も入っていないと、誰が言い切れる？」

　将軍に指摘されて初めてその可能性に気づいた幕僚たちは、顔から血の気が引く思いだった。

「こうなると敵は外だけではない。中にもいると思わなくてはならない。そこがじつに厄介なのだ」

（そして、厄介なのはそれだけではない）

　ビスタマウィが心配しているのは補給の問題だった。

　グレン・ダ共同都市から盆地までの道はシギルノジチ軍が確保しているとはいえ、白兎騎士団しろうさぎは山岳地帯での不正規戦を得意にしているのだから、輜重部隊が襲われないとも限らない。

（じっさい、ルーアル・ソシエダイの輜重部隊は奴らの手て勢ぜいに奇襲されて壊滅しているようだしな。つまり、奴らはまだ、それだけの別働隊を有しているということだ）

　そしてルーアル・ソシエダイと手を結んだ以上、白兎騎士団しろうさぎは別働隊をすべて対シギルノジチ戦に投入できる。

　その別働隊の居場所と規模が摑めていない。

　これまでも盆地周辺の山地を巡回する兵を増やしてはいるが、白兎騎士団しろうさぎの別働隊は影も形も見えなかった。

　どこにいるのか。

　どれだけの兵数なのか。

　それが見えない今、その存在はじつに不気味だ。

　実際は、ジアンが率いる別働隊はドゥイエンヌの援軍を合わせても四、五百程度なのだが、ビスタマウィは、もしかすると一千以上いるかもしれないと危き惧ぐしていた。

　ビスタマウィはあれこれと思案を巡らせるが、いくら考えても、自軍が身動きの取れない状況に追い込まれつつあるのを再確認するだけだった。




　ルーアル・ソシエダイ軍と手切れが確実になって以来、銀山の在処ありかを探索するどころではなくなっているから、ビスタマウィは用心をして、ほぼ全部隊を街の中、及びその周囲に集めていた。

　しかし、こうして外の敵と対峙してみると、まったく行動の自由が利かないのが忌いま々いましかった。

　敵の一部が東進して盆地への下り口を押さえてしまうと、無事に兵糧を運んできたとしても、輜重部隊が盆地に入れなくなる。

　ならば、といって部隊の一部を街道の確保に回せば、攻こう城じよう戦せんが心こころ許もとなくなる。

　回した部隊に白兎騎士団しろうさぎが夜や襲しゆうを仕掛ける虞があるので、ある程度の兵数を与えなくてはならない。

　が、そうなると、今度は街に籠る兵が減ってしまう。

　では、野戦で一気に片を付ける？

　兵数的には互角だから、全兵力を率いて討って出れば、そして野戦に勝利することができれば、問題はあらかた片付いてしまうだろう。

　だが、兵数が互角の野戦で勝利できる保証はどこにもない。

　ここは敵地なのだ。

　そして、いったん街を出れば、もう街中には戻れない。

　今はシギルノジチ軍が籠城しているが、基本的に、ここは敵の街なのだ。

　シギルノジチ軍が全軍で討って出れば、行動の自由を得た住民は直ぐさま堅く城門を閉ざしてしまうだろう。

　あるいは、待ってましたとばかりに白兎騎士団しろうさぎを迎え入れるか。

　どちらにせよ、街には戻れないことに変わりがない。

　ならば、留守部隊を街に残すか。

　しかし、そうなると決戦のための兵力が減る。

「互角」が「互角以下」になってしまえば、勝利の確率は大きく下がる。

　それでも、一か八かで野戦を挑むという考え方はある。

　勝てれば問題はあらかた解決するのだから。

　だが、野戦を考えたときにも別働隊の存在が気になる。

　仮に一千前後もいるのだとすれば。

　そしてその部隊が野戦の最中に自軍の背後を襲ってきたら。

　勝利するどころか、味方は大崩れし、最悪、壊滅するだろう。

　そして敗勢に陥ったとき、シギルノジチ軍には逃げる場所がない。

　そのときは街の城門が閉ざされているか、すでに中に白兎騎士団しろうさぎ側の兵が入っているかのどちらかだ。

　長ちよう駆く、パルヴィネ峠を越えてグレン・ダ共同都市まで逃げるしかないのだが、敗はい残ざん兵へいが狭い峠道を歩いていれば、追撃部隊のいい餌え食じきだ。




（駄目だ。解決策が見つからない）

　ビスタマウィは頭を抱えたくなった。

　もっとも部下の目があるので、間違ってもそんな真似はできないのだが。

　それにしても何故こんな事態に陥ったのか、彼にはどうしても理解できなかった。

　兵力では圧倒していたのに。

　白兎騎士団しろうさぎは早々に街を諦め、要塞に籠ったのに。

　そして自軍はなんの戦いもせず、一兵の犠牲も出さぬまま街を手に入れたのに。

　今や、そのことが自らを苦しめている。

　戦局はシギルノジチにとって勝勢だったはず。

　なのに、気がつくと身動きが取れない状況に陥っている。

　まったくわけがわからないというのがビスタマウィの正直な感想だった。

　しかし、いつまでも考えているわけにはいかない。

　手持ちの兵糧にはまだ余裕があるが、街道の出口を押さえられてしまうと、輜重部隊が来たとしても、街へ兵糧の運び込みができるかどうか心許ない。

　というより、包囲されている状況ではかなり難しい。

　使者は送ったが、共同都市に駐ちゆう留りゆうしている部隊指揮官級では、援軍を送るかどうかの決断はできないだろう。

　本国にお伺うかがいを立ててからとなれば、援軍が来るとしても、まだ先の話だ。

（それに、ルーアル・ソシエダイと手切れ状態になってしまった以上、大部隊を送って寄越す余裕は本国にもないだろうしな。どうする、討って出るか？　それとも……いや、このまま撤収するのは許されないな。使者も送ったのだし、数日のうちに兵糧が届くということに賭かけてみるか。追加の兵糧が届きさえすれば、現有戦力でもこの街を支えるくらいはできる。そうして後ご詰づめが来るまでの時間を稼かせげば……）

　パルヴィネ峠付近に潜んでいるハイミオたちが、そこを通りかかったシギルノジチの使者を捕らえてしまうことまではビスタマウィにも想像できない。

　とりあえずビスタマウィは籠城を続けて状況の改善を待つという策に出た。

　消極的な策だが、彼にはそれしか選択肢がなかったとも言える。

　しかし、その夜を境に、彼の考えは一変することになった。
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　翌早朝――。




　街中の建物の壁に「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ推すい参さん」という書き物が貼られているのが幾つも見つかり、シギルノジチ軍は騒然となった。

　書き物だけでなく、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの紋もん章しようである三面の白はく兎とが描かれた旗はたや兎耳兜といった鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの物が、街のあちこちで見つかったのだ。

　夜中に外から白はく兎との団員が忍び込んできて、書き物を貼ったり物を置いたりして戻っていったことになる。

　つまり白兎騎士団しろうさぎは、いつでも自由に街に入れるのだ、ということをシギルノジチ軍に対して示じ威いしたわけだ。

　兵も幹部も、これには震え上がった。

　同時に、白兎騎士団しろうさぎの一部が街の東へと移動を始めたのが確認された。

（不味いな。このまま街道の出口を押さえられてしまうと……）

　危惧したとおり、兵糧が届く可能性は著しく下がる。

　のみならず、野戦のために兵を外に出して陣を敷いている最中に前後から挟きよう撃げきされる恐れが出てきた。

　となると、一か八かの野戦を挑んで状況の打開を図るという選択肢は選べなくなったも同然だ。

　かといって、このまま籠城を続けるというのも危険極まりない選択だった。

　そもそも敵が自由に街に出入りできる状態では、とても「籠城」とは言えない。

（くそ。どうにも手詰まりだな。いや糞ふん詰まりか？　糞くそだけに……って、上手いことを言ってる場合ではないわ！）

　ついにビスタマウィは撤収を決断した。

　本国の首脳にこの苦境をわかってもらえるかどうか怪しいが、ルーアル・ソシエダイ軍が敵に回った今、このままでは最悪、大敗北を喫きつする虞がある。

　勝利のためならいざ知らず、負けるとわかっているのに兵に犠牲を強いることなど、一軍の将としてはできない相談だ。

（いざとなれば、儂が責任を取ればよい）

　ビスタマウィは全軍に街から撤収することを告げた。

　兵たちのあいだからは安堵の声しか出なかったのが、ビスタマウィにはなんとも寂しかった。
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　街からの撤収命令を伝令兵から聞かされたヴィネダは、吐き捨てるように言った。

「今さら撤収だと!?　腰抜けどもめ」

　副隊長が、

「隊長、それ以上は」

　と目配せしてきたのでヴィネダは口を閉ざしたが、腹の中は煮えくり返っている。

　が、司令官たる将軍が決めた以上、一大隊長にどうこうできる問題ではない。

　決定を伝えに来た使者を送り返したヴィネダは、素そっ気けない口調で副隊長に、

「撤収準備は任せた」

　と言い置いて、後ろも見ずに自部隊を離れた。

（副あ隊い長つなら上手くやるだろう。しかし）

　街の通りをぶらぶらと歩きながら、ヴィネダの足は自然と西側の城壁に向かっていた。

　そこに登れば陣を敷いている白兎騎士団しろうさぎが見えるはずだ。

　ヴィネダは警備の兵に挨拶をして――怪訝そうな顔をされたが――急な階段を上り、城壁上の通路に立った。




　西方の荒野に陣が敷かれていて、懐かしい三面の白はく兎との旌せい旗きが多数、翻ひるがえっているのが遠望できた。

「レフレンシアの奴はあそこにいるのか？　もしいるなら」

　単騎駆けであそこに突っ込んでもいいと思ったヴィネダだが。

「いや、突っ込んでもクシューシカが立ちはだかるのだろうな。あいつは……手強い」

　あれほど長くて重い槍を片手で振り回すのだから彼女の膂りよ力りよくは並ではない。

「強くなっているな。もっとも、それはクシューシカに限ったことではないようだが」

　ヴィネダは自分の前に立った三人を思い起こす。

　クシューシカに、アルゴラに、ヨーコ。

　ヴィネダが団にいた頃、仕し合あい形式で闘たたかったことのあるのはクシューシカだけだったが、他の二人も恐るべき使い手であることは直ぐにわかった。

（元々が団内でも評判になっていた奴らだったが、おそらくわたしが団を去ってからのこの一年で、さらに腕を上げたのだろうな。それに比べ自分は……）

　この一年で剣の腕を上げたのかと問われると、首を横に振るしかない。

（上げたどころか、むしろ衰えているかもしれない）

　と自じ嘲ちようしたくなる。

　シギルノジチには切せつ磋さ琢たく磨まするような相手はいない。

　あいつには負けたくないと思わせるような好こう敵てき手しゆはいない。

　誰もが上の顔色を窺い、仲間でさえ陥れようと隙を狙い、敵と戦う前に敵を陥れ暗こ殺ろすことを考える。

（そんな糞どもの中にいて、強くなれるはずがない。成長できるはずがない）

　ヴィネダの脳裏にクシューシカの言葉が蘇よみがえった。




【腕が鈍っただけでなく、魂まで腐らせたか、ヴィネダ！】

【貴様が意味のないことをしているのだけはわかるぞ！】

【貴様はいま充実しているのか？】




「充実しているかだと？　こんな糞どものために働いて充実感など得られるはずがないだろう」

　あのときは護るべき対象を喪なくし、生きる目的を見失い自じ暴ぼう自じ棄きになっていたから、ついシギルノジチの誘いに乗ったというにすぎない。

　だが今は、シギルノジチのお先さき棒ぼうを担がなくても、生きる目的はある。

（レフレンシアに痛い目をみせる）

　たとえ殺せなくても、レフレンシアに対する復讐を果たそうとする限り、生きる意欲が尽きることはない。

　そしてレフレンシアへの復讐を果たすのであれば、べつにシギルノジチにいなくてもいいのだ。

（シギルノジチのやり方には愛想が尽きたしな）

　じっさい、グレン・ダ共同都市を味方に引き入れる際にシギルノジチが使った手段は、吐き気がするほど卑ひ怯きようで愚ぐ劣れつだった。

（暗殺組織の黒くろ猫ねこを使って首脳を何人か暗こ殺ろし、交渉を有利に運ぶという薄汚い手段は度し難がたい。奴らと同じ空気を吸っていると思うだけで胸むな糞くそが悪くなってくる）

　ヴィネダは背後を振り返り、マイヨ・ルカの街並みを見下ろした。

　街中の通りには警備の任に就いたシギルノジチ兵が歩いている。

（これ以上シギルノジチにいても……そろそろ潮しお時どきか）

　では、このあとどうするかと考えると。

（どうせレフレンシアや白兎騎士団しろうさぎと闘やり合うのなら、むしろルーアル・ソシエダイのほうが楽しそうだ。あちらのほうが気き概がいを感じられる。前向きな野心に満ちている）

　まったく理由はわからないが、いま白兎騎士団しろうさぎとルーアル・ソシエダイ軍は共きよう闘とうしているようだ。

　が、ヴィネダは、どうせその場限りの連合だろうと思った。

（シギルノジチを追い出せば、元通りの敵対関係に戻るはず。ならば）

　シギルノジチ軍から離れ、新たにルーアル・ソシエダイ軍に加わるのもいいかもしれないとヴィネダは考え始めた。

（たいした伝つ手てはないから、一いつ兵ぺい卒そつから始めることになるだろうが、とりあえず一度、ルーアル・ソシエダイの王都を訪ねてみるのもいいかもしれんな。一人でも多くの兵がほしいだろうから、簡単に採用されるだろう）




　この後、ヴィネダはじっさいにルーアル・ソシエダイの王都ルーアンを訪ねることになるのだが、そこでとびっきりの伝手（＝フェーレン）と再会することなど、このときの彼女には夢む想そうすらできないことだった。
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　街を放棄すれば、盆地にも留まれない。

　パルヴィネ峠へ通じる街道の登り口を押さえられてしまえば、袋の鼠になってしまうからだ。

　街に運び入れた兵糧には限りがある。

　そして次の兵糧の補給がいつになるのかわからない。

　援軍に至っては来るかどうかもわからない。

　そんな状況下では、白兎騎士団しろうさぎやルーアル・ソシエダイ軍部隊と睨み合っている場合ではなかった。

　ここはいったんグレン・ダ共同都市まで退き、後に捲けん土ど重ちよう来らいを期すしかないというのがビスタマウィの最終的な決断だった。

　将軍は盆地からの撤収に際して、ヴィネダの大隊に殿しんがりを命じた。




　命令を聞いたヴィネダは、

（一年間、食わせてくれたシギルノジチのため、最後のご奉ほう公こうをしてやるか）

　と内心でせせら笑った。

　味方の部隊が街道を登って盆地から離れるまで登り口手前に陣を構え、敵が追撃しようとする場合、それを阻止し遅ち滞たいさせるという難度が高く危険な任務だが、ヴィネダと彼女の部隊はこれをやり果おおせた。

　攻撃してきた相手はルーアル・ソシエダイ軍部隊だったが、ヴィネダ大隊は急拵ごしらえの陣地に籠り、人的被害を出しながらも敵の攻撃を跳ね返し続け、本隊が盆地から離れるまでの時間を稼いでから退却を開始した。

　このときがヴィネダにとって最大の危機だった。

　彼女自身は信頼の置ける部下を率いて最後まで陣地に留まっていたが、ルーアル・ソシエダイ軍の総攻撃を受ければ、さすがに支えきれなかっただろう。

　しかし、殿部隊の見事な働きを認めたバギット将軍は、結局、総攻撃の命令を下さなかった。

　彼は、

「シギルノジチにも、なかなか骨のある部将がいるではないか」

　と笑って、ヴィネダ大隊が街道を登っていくのを見送った。




　後にレフレンシアから、

「おそらくそれは元白兎騎士団しろうさぎのヴィネダが率いる部隊でしょう」

　と聞かされた将軍は、

「それなら納得だな」

　と小さく唸ったという。




　こうしてシギルノジチ軍部隊が引き揚げていったことで、クセルクス盆地での戦いは終了した。

　ルーアル・ソシエダイとシギルノジチ連合軍対白はく兎と騎き士し団だんの戦いは、不思議なことに最終局面ではルーアル・ソシエダイと白はく兎と騎き士し団だんの連合軍がシギルノジチ軍を盆地から追い出すという予想外の構図となり、最終的に勝利者となったのは、これまた予想外なことに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎだった。

　シギルノジチ軍を率いていたビスタマウィ将軍にしてみれば、何がなんだかわからないうちに、気がついたら撤退する羽目になっていたというのが正直な感想だろう。

　もっともシギルノジチの軍を追い出す側に回ったバギット将軍も、何がなんだかわからないうちに思わぬ苦境に陥り、気がつくと白兎騎士団しろうさぎと結んでシギルノジチ軍を攻撃していたのだから、お互い様ではあった。




　何がなんだかわからないのは、周辺諸国の人たちにとっても同様だった。

　圧倒的に不利と目もくされていた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが、どうして敵であるルーアル・ソシエダイ軍と結けつ託たくしてシギルノジチ軍を追い出したのか、さっぱりわからない。

　周辺諸国の住民は、寄ると触ると噂話に花を咲かせた。

「いったい何があったんだろうな」

「まったくわからん」

「さっぱりわからん」

「何がどうしてこうなった？」

「で、結局、誰が勝ったんだ？」

「それは……白兎騎士団しろうさぎだろう？」

「けど、戦っていないぞ？」




　そう、主に盆地で戦ったのは、つい昨日まで同盟を結んでいたルーアル・ソシエダイ軍部隊とシギルノジチ軍部隊であって、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはほとんど何もしていないというのが、人々の疑念、不審に拍車をかけていた。

　たしかに、カッシゥスとジアンが率いていた別働隊の存在を知らない人々にとって、白兎騎士団しろうさぎは戦わないまま勝利したように見える。




「最後には敵を追い出したんだから、それで勝利だろう？」

「どういう魔術なんだ」

「魔術といえば」

　人々はその単語から、ある人物名を連想した。

「盆地の魔女」という異い名みようを取る白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシアの名を。

「あの女ひとが何かしたのかな？」

「違いねえ。こんなふうに人を煙けむに巻いて知らないあいだに勝っちまうなんていう芸当、あの女ひとにしかできねえわな」

　結局、ここでもガブリエラの名前が人々の口に上ることはなかった。




　盆地での戦いに於けるガブリエラの存在の大きさを知っているのは、この時点では、ほんの一握りの当事者だけだった。
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　立ち上がったレフレンシアが声を張り上げた。

「盆地での戦闘は終わった。我々白兎騎士団しろうさぎは、マイヨ・ルカの街とクセルクス盆地、及び銀山を守ることができた。これも皆の働きのおかげだ。副団長として、皆に心から礼を言いたい」

　講義室に集まった白兎騎士団しろうさぎの幹部や秘書官のあいだから盛大な拍手が沸き起こる。

「団長も、皆に感謝することにおいてはわたしに負けていない。いや、わたし以上だ。感謝の気持ちを表すために、そして勝利の喜びを表すために、皆の前で裸踊りをしたいと言っている」

「お――っっ！」

　よりいっそう盛大な拍手と歓声が沸き起こった。

「言ってません！」

　レフレンシアの隣に立っていたガブリエラが、びしっ、と手刀をレフレンシアの額ひたいに打ち込んだ。

　かくっ、と首を後方に落としたレフレンシアは、額をさすりながら顔を戻してきた。

「だそうだ。みんな、残念だが団長の裸踊りは諦めてくれ」

「ぶ～～～～っっ」

　今度は盛大な抗議の声が沸き起こった。

　けれど、一人だけニコニコと笑っている者がいた。

　レオノーラだ。

（わたしは約束したものね～～、裸踊り～～。やってもらいますよ～～）

　ぞくり。

　ガブリエラは背筋に悪お寒かんが走って体を強ばらせる。

　おそるおそる首を巡らせると、自分のほうをニコニコ顔で見ているレオノーラと目が合ったので、慌てて顔を背けた。

（知りません、知りません、わたしは何も覚えていません、あれは副団長の冗談です）

　と呪文を唱えるように心の中で繰り返す。

「さて、そうなると、我が白兎騎士団しろうさぎの今後の方針だが」

　というレフレンシアの一言で、ざわついていた講義室が静まった。

　助かったと胸を撫で下ろすガブリエラである。

「それを考える前に、現状の把握をしておこう」

　振り返ったレフレンシアは、足付きの大きな木板に貼られた紙に、現状分析の要点を書きつけていく。





・大平原では、未だにベティスとルーアル・ソシエダイが睨み合っている。

・大平原の版はん図とは、戦争の前と比べてルーアル・ソシエダイが影響力を増し、友好都市を増やしている。

・西方の動どう乱らんを鎮しずめたベティスは、今も大平原に向けて増援部隊を移動させている。

・北方では、ベティスの意を受けた騎馬民族の幾つかの部族が、ルーアル・ソシエダイ側に立つ部族と戦っている。

・そのため、ルーアル・ソシエダイは北方騎馬民族の応援を受けられなくなっている。

・シギルノジチはグレン・ダ共同都市を完全に支配下に組み入れて、盆地侵入の機会をなお窺うかがっている。

・ルーアル・ソシエダイはシギルノジチに備えるため、大平原の兵力の一部を本国へと戻さざるを得ない。

・同様に、シギルノジチもルーアル・ソシエダイに備えるため、本国の守りを厚くせざるを得ない。






「といったところだろうか。何か質問、補足があるかな？」

　レフレンシアは居並んだ幹部や秘書官を見回したが、とくに意見や質問は出なかった。

「では、これらを踏まえて、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがどう動くべきかを決めていきたいわけだけど」

　レフレンシアはもう一度、幹部らの顔を見渡した。

「何か意見があったら言ってくれないか」

　遠えん慮りよがちにクシューシカが手を挙げた。

「クシューシカ」

「意見というより質問のようなものですが」

　と断っておいてから、クシューシカは話し出した。

「ここまでは小さな戦闘を除けば戦わないままにやってきました。今後も基本的に戦わないでいく、という方針でいいのですね」

「そうだね。敢あえて戦う意味も必要もないだろうね」

「では、現状維持でよいのではありませんか」

　とクシューシカは言った。

「なるほど。敢えて動く必要もない、ということだね」

「ええ」

　レフレンシアが鋭い目をクシューシカに向けた。

「しかし、このままだと、またベティスから援軍要よう請せいが来るぞ？」

「その場合は……シギルノジチが盆地への再侵攻を狙っているので、大平原まで出で張ばるのは無理だと言って断ればよいのではないですか」

　レフレンシアが小さく肩をすくめる。

「たしかに、それも一つの方策ではあるね」

「副団長はどうお考えなのですか？」

　と逆にクシューシカに訊かれ、レフレンシアは、ふむ、と考える素そ振ぶりを見せた。

　今になって考えているはずがないから、あれは考える振りをしているだけだろうとクシューシカは想像する。

「現状維持では足りないな」

「足りませんか」

「うん。現状はあくまで盆地での戦いが止やんだというにすぎない。恒こう久きゆう的てきな平和を勝ち取ったわけではないからね。戦闘は止んだけど戦争は続いているという状況が長引けば苦しくなる。主に財政的に、だけど」

　マクトゥシュが凄い勢いで首を縦に振っているのが目に入ってきて、クシューシカは思わず目を逸そらせてしまった。

「問題はシギルノジチだな。ルーアル・ソシエダイとは手打ちができたけど、シギルノジチとは、まず無理だ。現状維持では、シギルノジチが虎こ視し眈たん々たんと盆地を狙っているという状況まで維持してしまう」

「シギルノジチに対しては、ルーアル・ソシエダイの存在が牽制材料になるのではありませんか」

　と言ったのはヨーコだ。

　レフレンシアは、たしかにね、と頷いたが。

「けれど、敢えてシギルノジチが盆地へ侵攻してきた場合を考えてみようか。ルーアル・ソシエダイが援軍を送ってくれるわけがないし、ベティスと睨み合っている状況で彼らがシギルノジチの背後を脅おびやかすとも思えない。それはベティスも同様で、大平原でルーアル・ソシエダイと睨み合っている限り、こちらへ援軍を送って寄越す余力はないと考えるべきだろうね。それに」

　レフレンシアはそこで言葉を切って、一同を見回した。

「この先、もう一度、ルーアル・ソシエダイとシギルノジチが手を結ぶ可能性も皆無ではないんだ」

「いえ、さすがにそれは……」

　と言いかけたヨーコをレフレンシアが遮った。

「まぁ同盟を結ぼうとはしないだろうさ。でも、休戦協定くらいは結ぶかもしれない。そうなったら、シギルノジチはこちらに大軍を投入できるようになる。けれど、ベティスはまだ大平原でルーアル・ソシエダイと睨み合っているから、こちらに援軍を送って寄越す余力はないわけだ。その場合、我々は単独で四千、五千のシギルノジチ軍を迎え撃たなくてはならない。いや、今ではグレン・ダがシギルノジチの属国に成り下がっているから、動員兵力はもっと増えるかもしれないよ。これは厳しいだろ？」

「……ですね」

　とヨーコが頷いた。

　他の幹部も厳しい顔で、難しい顔で頷いたり考えたりしている。

　クシューシカが首を捻った。

「となると……どうすればいいのですか？」

「さて、どうするべきかな。その辺りに関しては団長の考えを聞いてみようじゃないか。バスティア大陸でも一、二を争う黒い知ち謀ぼうの持ち主である団長なら、何か素敵な考えを持っているかもしれない」

「そんな色の知謀は持ち合わせておりません！」

　ガブリエラはきつい目で睨みつけるが、レフレンシアはまったく動じない。

「では、聞かせてくれないかな、団長。このあと我々は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはどうすればいいのかということを」

「あ～～、えへん」

　一つ咳払いをくれたガブリエラは、居並ぶ幹部たちを見回して言った。

「ルーアル・ソシエダイと正式な講和を結ぶのがよいと思います。それでわたしたちは対シギルノジチに専念できますから」

「しかし団長、それでは戦争が続いているという現状が、あまり変わっていないように思えるのだが」

　とクシューシカが異を唱えた。

「はい、それだけでは駄目です。最終的にはルーアル・ソシエダイと講和を結び、同時にルーアル・ソシエダイとベティスにも講和を結んでいただいて、三者が共同で脅威を取り除きます」

「な、なに？　それはつまり……」

　クシューシカが目を白黒させる。

「ええ、はい、つまり」

　ガブリエラはにっこりと微笑んだ。

「みんなでシギルノジチをぶっ叩いて無力化させてしまいましょう、ということです」

「く、黒い……」

　クシューシカは思わず本音を漏らしてしまった。

　そしてそれは、他の幹部にも共通する思いだった。

「いえいえ、ぜんぜん黒くはありませんよ？　それがもっとも現実的な解決方法です。そうは思いませんか？」

「たしかに、戦争状態を解消するにはシギルノジチが邪魔よね。言い換えれば、シギルノジチさえいなくなれば戦争は終わるということね」

　感心した顔で頷いてからマクトゥシュは言葉を継いだ。

「一時的に戦費は膨ふくらむだろうけど、戦争が終わるのがはっきり見えていれば、なんとかするわ」

　おお！　とレフレンシアが手を叩いた。

「財政担当者様からはお墨すみ付つきが出たぞ。他のみんなはどうだい？」

「なるほど、言われてみれば、それが唯一無二の根本的な解決策にも思えますけど……肝かん心じんのルーアル・ソシエダイとの講和をどうやって実現するのですか？　今回は、とりあえず盆地での戦闘を停止するという手打ちにすぎないわけですし。大平原でベティスと敵対しているルーアル・ソシエダイが、ベティスの盟めい友ゆうである我々と恒久的な講和を結ぶとは思えませんけれど？」

　アナがそんな疑問を呈すると、アルゴラが続いた。

「そうだな。いま睨み合っているベティスとルーアル・ソシエダイの両国、とてもではないが手打ちをする気にはならないだろう？　そこのところをどうするつもりなんだ、団長は？」

「そうですね、簡単には実現しないと思っています。ですから、まずはわたしがバロス三世と話す場を設けてもらおうと」

　マクトゥシュが目を見開いた。

「団長が？　バロス三世との会談に臨のぞもうと言うの!?」

「はい、それがいちばん手っ取り早いと思うのです。直じかに話せば講和への糸口が見つかるかもしれませんし」

　などとガブリエラは言ったが、じつは彼女の腹の中には、糸口どころか切り札が隠されている。

　しかし、そこまで想像できた者は、レフレンシアを含めても皆無だった。

「うん、いいんじゃないかな。わたしは団長の考えに賛同する。他のみんなはどうだ？　反対意見のある者は遠慮せずに手を挙げてくれ」

　とレフレンシアは呼びかけたが、誰も手を挙げる者はいなかった。

「では、決定だね。恒久的な和平を実現するために、まずは団長とバロス三世の会談を実現させる方向で動こうか。話の持っていき場所は、そうだな、バギット将軍に仲介の労ろうを取ってもらうとしよう。以前に軽く打診をして前向きな返事をもらっているから、正式に話を持っていけば断られることはないはずだ」

　レフレンシアは隣に立つガブリエラの顔を見やった。

「で、いいかい？」

「はい、けっこうです」

「ならば、早速、工作を進めよう。おそらくバロス三世は大平原の前線基地レグザムにまだいるだろう。バギット将軍の部隊はたぶん七都市同盟辺りにいるはずだから、急きゆう使しを走らせ……いや、わたしが行くか」

「副団長自ら!?」

　とみんなは驚くが。

「これはとても大事な役目だからね。上手いこと将軍を騙し……籠ろう絡らくし……言いくるめ……説得して、うん、そう、説得して団長と三世の会談をなんとしてでも実現させなくてはならないんだ」

（副団長も黒い）

（というか、性格が悪い）

（団長と副団長が揃ってこんなに黒くて、いいんだろうか、我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは）

　などと、幹部たちは額を寄せ、ひそひそと話をする。

「さて、随員は」

　レフレンシアが睨ねめつけてきたので、皆はさっと顔を背け、あらぬ方向を見やった。

「クシューシカにセリノスとノエルノード、それからアスカに頼もうか」

「了解しました」

「「了解です！」」

「あ～～、了解しましたぁ」

　四人は三様の返事で了解の意を示した。

「じゃあ、善は急げと言うし、直ぐに支度をして出発しよう」

　レフレンシアはこともなげにそう言った。

「ってことで、団長にはここでわたしの帰りを待っていてもらおうか。なんとか色よい返事を引き出してくるから」

「はい！　副団長にお任せしておけば間違いはありませんから、大船に乗ったつもりでお待ちしています」

「大胸に乗る？　わたしの胸は団長が乗れるほど大きくはないけど」

　と応えて、レフレンシアはちらっとクシューシカに視線を走らせた。

「あぁでも、クシューシカの胸なら団長の一人や二人、乗れるかもしれないな」

「乗れません！　化け物ですか、わたしは！」

　くくくっ、と小さく笑ったレフレンシアは、じゃあ、行くよ！　と手を挙げた。

「バギット将軍が出立してしまわないうちに彼を捕まえよう」
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　レフレンシアとクシューシカ、セリノス、ノエルノードの四人は翌々日に戻ってきた。

　アスカは連絡官としてバギット将軍に同行させたという。

　この場合も黒猫の襲撃から将軍を護るという意味合いがあるのは言うまでもない。

　レフレンシアの表情を見れば、上手く事が運んだのは確実で、ガブリエラ以下、待ち構えていた幹部たちは大きく安堵の息を漏らした。

　直ぐに幹部会を招集したレフレンシアは、その席で、

「万事、順調にいったよ」

　と宣言した。

「レグザムに戻り次第、将軍がバロス三世に上申して、会談の手筈を調えてくれるはず。自分が責任を持って引き受けると言ってくれたから、まず間違いないね」

「副団長、会談の場所はどこになったのです？」

　とアルゴラが訊いた。

「場所はレグザムでいいと伝えておいた」

「ルーアル・ソシエダイの大本営か。敵地の真まっ只ただ中なかと言えるな。ならば、斬り合いが起きる可能性がある。これは……わたしが随員としてついていくしかないようだ」

　そんな危ないことを言うアルゴラの目が輝いているのが、なおさら危なかった。

「斬り合いになんかならないから、君は要らない」

「酷ひどっ」

「酷いのはどっちだ！　君を連れていけば、斬り合う必要が微み塵じんもない場面で斬り合いが始まりかねないだろ。摩ま擦さつの種は持ち込みたくはない」

　珍しくアルゴラの顔が悲しそうに歪んだ。

「副団長に種呼ばわりされた……」

「現地で剣を持たないことをアルアラネ様に誓えば、連れていってもいいけど？」

「く。それでは行く意味がない」

「では、アルゴラの随員は却下」

　アルゴラは怜れい悧りな顔はそのままに、肩を落としてため息を吐ついた。

　端で見ていると、なんだか凄いちぐはぐな感じがする。

「そうだな、随員はクシューシカにセリノスとノエルノード、レオノーラ……アナにも行ってもらおうか。バロス三世やアリアンレイ以下、あちらの幹部に顔と名前を売っておく必要があるからね。アナは戦闘要員ではないから、戦場で相あい見まみえるというわけにもいかない」

　番隊長になったとはいえ、一回生のセリノスと双子の妹ノエルノードを敢えて連れていこうというのは、二人の顔と名前も相手方に売っておきたいとレフレンシアが考えたからだろう。

　それはセリノスとノエルノード姉妹が、この先、白兎騎士団しろうさぎを背負って立つ存在だとレフレンシアが認めたことに外ならない。

　ガブリエラは大いに喜び、内心でレフレンシアに頭を下げた。

「あとは新雛と副隊長級を二、三人かな。それはあとで人選しておこう」

「副団長、会談の期日はいつになりましたか？」

　とガブリエラが訊いた。

「一旬日後ということになった。将軍が戻って、バロス三世に上申して、あれこれ手筈を調えるにはそのくらいは必要だろうということだ。となると、ふつうなら団長と随員は五日後くらいに出発すればいいのだろうけど。崖崩れ現場を迂回する道をルーアル・ソシエダイ軍が拓いていってくれたし。とはいえ、期日に遅れたら洒落しやれにならないから、早めに出立したほうがいいか。支度を進めて用意が調い次第に出発しよう。早く着いたからって入城を断られることもないだろ。それでどうかな、団長？」

「はい、わかりました。急いで準備を進めます」

「わたしは留守を守っているよ」

「よろしくお願いします」




　さすがにこの時期、団長と副団長が揃って本ほん拠きよ地ちを離れるのは具合が悪い。

　ベティスからの使者も来るだろうし、シギルノジチが何か仕掛けてくる可能性だってないわけではない。

　そこでレフレンシアが留守番をすることになっていた。




「では、クシューシカ、残りの随員の選抜は任せるから。いちおう団長が率いる使節団だからね、全部で二十や三十はほしいところだな」

「了解しました。腕が立って見栄えのいい奴らを選んでおきます」

「腕が立って見栄えがいいというのは、君がいればそれで済むだろうけど」

「いえ、そんな……光栄ではありますけど、副団長の買い被りです」

「いやいや、謙けん遜そんしなくてもいいよ、クシューシカ。ただ、君の見栄えを強調するには鎧じゃないほうがいいかもしれないな。こう、思い切り胸元が開いた長裳を着ていけばいいのではないかな」

　クシューシカは顔を歪めて仰のけ反ぞった。

「わたしの存在意義は胸ですかっっ!?」

「え？　当然だろ。君から胸を取ったら何が残るんだい？」

「ひ……酷いぃぃ」

（泣かせた）

（副団長が筆頭を泣かせた）

（団長を泣かせ、筆頭も泣かせ、どんだけ女泣かせなの、レフレンシア様）

（いえいえ、わたしはぜんぜん泣かされてはいませんよ？）

　などとガブリエラたちがひそひそ話をしていると。

「ほら、クシューシカ、冗談を真に受けてないで、さっさと仕事にかかりなさい」

「……あの……本当に冗談なんですか？」

「冗談に決まってるだろ。だいたい、君を筆頭に推おしたのは誰だと思っているんだい!?　胸以外に何もないような人間を筆頭に就けるほど、わたしは間抜けじゃないよ」

「あ……ありがとうございます！」

　立ち上がったクシューシカはレフレンシアに向かって直立不動の姿勢を取り、白兎騎士団しろうさぎ式の敬礼を送った。

「団長の使節団員として恥ずかしくないよう、最大限の努力を払います」

「うん、期待しているから」

（誑たらした）

（誑し込んだ）

（団長だけでなく筆頭まで誑し込むなんて、レフレンシア様はどんだけ女誑しなの）

（いえいえいえ。ですから。わたしは誑し込まれてはいませんから）

　と抗議しつつも、でも、やっぱり誑し込まれているのかもしれませんとガブリエラは思ったりもする。

（わたしが団長位に就いたのも、八方塞がりの苦しい状況の中で頑張ってこられたのもレフレンシア様がいてくださったからですし、この方の役に立ちたいと心の底から思ったからですし……）

　けれどガブリエラは、これから大恩あるレフレンシアには内緒で、ある計画を実行しようとしている。

　それは決して裏切りではないのだけれど。

　レフレンシアのためになることだと信じているのだけれど。

　果たして本当にそうなるのか。

　こればかりは、やってみなくてはわからない。

　仮に万が一、それでレフレンシアが不幸になったのなら、ガブリエラは一生をかけて償つぐなっていこうと覚悟している。

　なんだったら、レフレンシアに自分の首を差し出してもいいとさえ思っている。

　ガブリエラは覚悟を新たにして、来たるべきバロス三世との会談に思いを馳はせる。

（そこですべてが決まるのですから。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの未来も。ベティスの未来も。ルーアル・ソシエダイの未来も。わたしの未来も。そしてレフレンシア様の未来も）
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　予定どおり、それから十日後、大平原にあるレグザムの街でバロス三世とガブリエラの会談が始まった。
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　会談の席に顔を揃えたのは。

　ルーアル・ソシエダイ王国側がバロス三世以下、バギット将軍と、本国から急きゆう遽きよ呼ばれた執政官のヨルゲン、そしてアリアンレイ、解放軍本部運営官の五人。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ側が、ガブリエラ以下、最高幹部であるクシューシカとアナ、そして番隊長であるレオノーラとセリノスの五人。

　双方合わせて十名が、立派な長卓を挟んで、これまた立派な木製の椅子に腰を下ろしていた。

　シギルノジチ側は、運営官を除けば軍務服姿だが、当然、鎧は着けていない。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ側は全員が白い長裳に兎耳帽子という出で立ちだ。




「遠路はるばるお出でいただいたんだし、とりあえず乾杯するか」

　と言って、バロス三世は卓上に置かれた硝子グラウス製の酒杯に手を伸ばした。




（なるほど、話に聞いていたとおり、ざっくばらんといいますか大おお雑ざつ把ぱといいますか、あまり形式張らない方なのですね）

　なるべく彼のほうを見ないように気を遣いながら、ガブリエラはそんな評価を下す。

　そのバロス三世のガブリエラ評はというと、今のところ、

（本当に若いな。まだひよっこじゃねえか）

　という以外、とくになかった。

　一方、アリアンレイは。

（あれがレフレンシアお気に入りだという団長ガブリエラですか。レフレンシアが気に入っているというだけで気に障りますね）

　大きなマイナス評価だ。

　というより、八つ当たりもいいところだった。




「ヨルゲン、音頭を取れ」

「何に乾杯されますか？」

「そうだな。白はく兎と騎き士し団だんの美しさに乾杯したらどうだ？」

「では」

　ヨルゲンが酒杯を手に立ち上がると、残りの九名も立ち上がった。

「遠路はるばるお越しくださった美しき白はく兎と騎き士し団だんの皆様のご健勝を祈りまして」

　ヨルゲンは酒杯を高々と掲げ、そして。

「乾杯」

「「「「乾杯」」」」

　各人が酒杯に口を付けると、ヨルゲンは静かに着席した。

「さて。俺はまどろっこしいのは嫌いだ。さっそく本題に入ろうと思うが、その前に」

　バロス三世は居並んだ白兎騎士団しろうさぎの五人を見回し、こう言った。

「今日はレフレンシアはいないんだな」

「副団長は留守番をしております。連れてきたほうがよかったでしょうか？」

　とガブリエラが応えると。

「いやいや、気にするな。むしろ、いなくて清せい々せいしてるんだ。ああ、そうだとも」

　二度、三度と頷いたバロス三世は、一気にまくし立てた。

「おまえさんたちの前で副団長のことを悪く言うのも気が引けるが、あの女がいると、どうにも気が休まらないのでな。目つきは悪いし、性格も悪いし、皮肉屋だし、直ぐに人の揚あげ足を取るし、まったく油断も隙もない。あいつの顔を見ないで済むのはじつに嬉しい限りだ」

「あのう、バロス三世王様。王の仰ることにも一理あると思いますが」

　とガブリエラが言うので、セリノスなど、思わず内心で、

（あるのか！）

　と突っ込んでしまった。

　が、直ぐにこう思い直す。

（たしかにあるかも）

　ガブリエラは情けなさそうな表情になって言葉を継いだ。

「さすがに副団長のことをそこまで悪あし様ざまに言われてしまいますと、わたくし共も対応に困ってしまいます」

「あぁいや、悪かったな。あいつがいないというだけで、なんだか浮かれた気分になりやがるんだ。許せ」

（はて、バロス三世が浮かれているのは、レフレンシアがいないせいでしょうか。どちらかというと、レフレンシアの悪口を言うのが楽しくて仕方がない……というふうにも見えますが。だとすれば……）

　これから自分がやろうとしていることを思うと、ガブリエラはつい笑ってしまいそうになる。

　彼女の表情が緩ゆるんだのに気づいたのか、バロス三世が訊いてきた。

「どうかしたのか？」

「いえ、なんでもございません。王の御前で緊張しているようです。お許しください」

　バロス三世は、

「そうは見えないがな」

　と呟いてから、で？　と訊いた。

「本題に入るが。おまえさん、こんなところまでわざわざ何をしに来た？　言い換えると何を持ってきた？　ってことになるわけだが」

（単刀直入のようでいて、相手を試すことも忘れない……ですか）

　この王とレフレンシアの丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりを間近で見てみたかったと思うガブリエラだった。

「一つご提案をさせていただきに参りました。言い換えると、もう戦争は止めにしてもいいのではないでしょうか、というお話をしに」

「ほう？」

　バロス三世が僅わずかに目を見開いた。

　自分を相手にした交渉に、どうしてレフレンシアではなく若い団長がやってきたのか、バロス三世はずっと疑問に思っていた。

　しかし今の短いやりとりで、もしかするとこの頼りなさそうな団長はレフレンシアの操り人形などではないのかもしれないと、敏びん感かんに感じ取った。

「続けてくれ」

　はい、と微笑んだガブリエラは、少し身を乗り出すようにして話を続ける。

「御お国くにの、クセルクス盆地を支配してマイヨ・ルカの街と銀山を手に入れるという野望は失敗に終わりました」

「くくっ。なかなか手厳しいな。だが、とりあえずは、だろ？　もう一度、お邪魔するかもしれないぜ？」

「当面、御国にその余裕はないと思います」

　アナやクシューシカは、ガブリエラとバロス三世の視線が衝突し、一瞬、空中で火花が散ったような気がした。

　バロス三世は直ぐに表情を崩し、

「どうしてそう思うんだ？」

　と訊いてきた。

　その問いに、ガブリエラは淡々とした態度で理由を述べていく。

「西にベティス、東にシギルノジチ。この両国とやり合っている以上、こちらに大部隊を回す余裕は御国にはありません。とくにこの大平原では、せっかく自陣営に引っ張り込んだ都市がベティスの攻こう勢せいによって揺らいでいます。すでにベティス陣営に戻った国も出ています。いま大平原に展開中の部隊を削ることはできません。その一方でシギルノジチの動向にも気を遣わなくてはなりませんから、本国の兵力を減らすことも難しいでしょう。北方では騎馬民族同士が激しく争っていますから、そちらの援軍も期待できません。どころか、友好部族が敗れるようなことがあれば、北への備えを今よりも厚くする必要が出てきます」

　そこで言葉を切ったガブリエラは、ね？　とばかりにバロス三世に笑いかけた。

「ですから御国がクセルクス盆地に再侵攻……いえ、解放なのでしたっけ？　解放しに遠征してくる可能性は、現状、皆無に近いと思われます」

（大した現状分析だな）

　とバロス三世は舌を巻いたが。

（だが、そのくらいのことはレフレンシアなら確実にやる。要は、この若い団長がレフレンシアから吹き込まれたのか、自分の考えを話してるのかってことだが）

「なるほど、おまえの言うとおりだ。たしかに俺たちには、いまクセルクス盆地に遠征するだけの余力はない。しかし、だからといって、これ以上の戦争を続ける体力がないわけではない」

　つまりバロス三世は、いずれ戦いが長引いて状況が好転すれば、再遠征があるぞ、と言っている。

「ですが、長引けば御国とベティスが共倒れになってしまいます。ベティスは大平原に主力を投入していますし、中でもサルナトゥス将軍に率いられた部隊は強力です。何が強力かというと、兵の強さではなく、サルナトゥス将軍の名声と実力が、です。そうではありませんか、バロス王？」

　バロス三世は改めて舌を巻いた。

（こいつ、もしかすると……）

　現状分析をレフレンシアに吹き込まれたのではなく、自分自身で把握し考えているのではないかと、そう感じたのだ。

　そう、ガブリエラの指摘どおり、乗り出してきたサルナトゥスの経験、実績、名声というものが、今やルーアル・ソシエダイ軍にとって脅威となっている。

　大平原には、かつて彼に救われた国が幾つもある。

　彼に恩おん義ぎを感じている国王や国主が何人もいる。

　彼らはサルナトゥス元将軍を相手に弓引こうとは考えない。

　どころか、彼が来るなら積極的に彼と結ぼうと考える者も多い。

　ルーアル・ソシエダイと友好条約を結びながら、サルナトゥスとも友好条約を結ぶ国が出ている。

　そんな国の言い分は、

「ベティスと結ぶのではなく、サルナトゥス元将軍と個人的な友好を深めるための条約にすぎない」

　となる。

　詭き弁べん、言い逃れもいいところだが、たしかにサルナトゥス元将軍は今ではベティスの将軍ではなく義勇軍の首領として参戦しているので、「ベティスと結んだのではない」という主張に関しては噓でも出で鱈たら目めでもない。

　もしかするとベティスはそんな逃げ道を用意するために、敢えてサルナトゥスを将軍に復職させなかったのかもしれない。

　それでも。

　正規軍の将軍ではなく、義勇軍の首領だとしても。

　サルナトゥスが乗り出してきたという事実が大平原諸国とその首脳に与える影響力は絶大なものがあった。

「バギット将軍やアリアンレイ殿が類たぐい希まれなる実力者であることは間違いありませんが、サルナトゥス元将軍を相手にするとなると簡単に勝利を得られないでしょう。消耗戦になってお互いが疲ひ弊へいし、共に国が傾いてしまうかもしれません。そうなれば」

　ガブリエラの目に鋭い光が灯った。

「シギルノジチが喜ぶだけではありませんか？」

　バロス三世は思わず知らず、低く唸っていた。

　ガブリエラの分析と展望があまりにも正せい鵠こくを射ていたからだ。

　バロス三世は確信した。

（こいつ、レフレンシアから吹き込まれたことをそのまま話してるんじゃねえ。自分で考えて話してやがる。驚いたな。その若さでかよ）

　彼はこのとき、ガブリエラを白兎騎士団しろうさぎの団長だと認知した。

　と同時に、小さな警戒心も覚えた。

「おまえさんの言うことは、おおよそ正しいだろう。だが、俺たちは今、戦いを止やめる不利益のほうが大きいのも事実だ。これまでにかけた費用、時間、人と労力、そういったものがすべて無駄になる。俺は国王として、何も得られないまま、始めた戦いから手を引くわけにはいかないんだよ」

　そう言ってバロス三世は、わかるか？　という意を込めた視線をガブリエラに向けて送って寄越した。

（わかります。何も得られないまま引いては、指導者として、諸国から、あるいは部下から侮あなどられてしまいますもの）

「では、王が王に相応しい何かを得られれば、講和に応じてくださるのですね」

「俺に相応しい何かは、高た価かいぜ？」

「それを、わたくしたちが用意できるとすれば？」

　バロス三世はガブリエラを睨めつけ、値踏みするような目つきで彼女の全身に視線を這わせた。

「おまえさんが、俺が納得できるだけの物を用意すると言うのか？」

「ええ」

「俺が納得するだけじゃ駄目なんだがな。それがわかっているのか？」

「ええ。王ご自身が納得するだけでなく、王の部下もみな納得し、御国の同盟国、友好国すべてが納得するだけのもの、ですね。それをお贈りすれば、この戦争を終えていただけますか？」

「な……」

　まさか肯定されるとは思わなかった。

　さすがのバロス三世も絶句してしまう。

（ど、どういうことだ？　大平原の拠点都市の一つもくれると言うのか？　だったら、考えないでもねえが、しかし、そんな根回しをベティスに対してするだけの時間的余裕はなかったはずだが。いやいやそれ以前に、そんなことをベティスが許すはずねえだろ。だったら、こいつ、何をくれると言うんだ？）

　ガブリエラは正面からバロス三世の顔を見つめたまま、重ねて訊いてきた。

「如何でしょうか？」

　その迫力に、バロス三世はたじろぎそうになる。

（こいつ……気弱そうな見た目とは違って油断のならねえ女だ）

　バロス三世は、ガブリエラがレフレンシアと同種の危険な薫かおりを放っていることを、はっきりと感じ取っていた。

「それが何かわからないうちは返答のしようがないな」

「王は、それが何かをお知りになりたいのですね」

（ちっっ）

　バロス三世は内心で舌打ちした。

（不ま味ずった。今の応え方は、自分が奴の申し出に興味を抱いたことを教えたようなものだった）

「俺が戦争を止めるに相応しい贈り物などと言われれば、それがいったいなんなのか、興味が出てくるのはたしかだな」

　ガブリエラは極上の笑みを浮かべて言った。

「はい、本当にバロス王に相応しい素晴らしい贈りものですよ？」

「あ……ああ、そうか。だが、仮に俺が納得したとして、俺の部下や同盟国も納得したとして、ベティスが納得するのか？　言っておくが、取った物は返す気はないぞ」

　つまり、自陣営に引っ張り込んだ諸都市をベティスに返すつもりはないとバロス三世は言っている。

「そこはまぁ、なんと言いますか、御国とベティスの問題ですので。とりあえず鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと御国が講和を結べればいいと考えています」

　一瞬、疑わしそうな顔になったバロス三世は、

「おいおい、いいのか、それで？」

　と揶や揄ゆするように言った。

「はい。何故なら、バロス王がそれを受け取ってくださって、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと御国の講和が成れば、ベティスもそれを尊重せざるを得なくなるからです。外交的な駆け引きはできるでしょうけれど、表だって御国との戦争がし難にくくなるからです」

「なんだとぉ!?」

　堪らずバロス三世は叫んでいた。

　彼だけではない。

　バギットもヨルゲンも運営官も、そしてアリアンレイまでも。

　驚きよう愕がくに顔を歪め、目を見開き口を開け、阿あ呆ほうのようにガブリエラを見つめている。

　どころか、白兎騎士団しろうさぎの随員、アナもクシューシカも、レオノーラもセリノスも。

　目を大きく見開いてガブリエラを見つめている。

　彼女たちも、そんな話を聞くのは初めてだったのだ。

　驚きと困惑が応接の間まを支配した。




　バロス三世が真っ先に立ち直ったのはさすがといえよう。

　彼は険しい目つきでガブリエラを睨めつける。

「……貴様、いったい何を俺に贈ろうと言うのだ？　そこまで自信満々で言い切るほどの物を、おまえが用意できると言うのか？」

　ガブリエラは、本当に自信満々の態度で言い切った。

「用意はできます」

（こいつ……）

「ですが、何をお贈りするかは、ここではちょっと……」

「どういう意味だ？」

「まだ、バロス王以外の方に明かしたくないのです。ですので、どうかわたくしと二人だけでお話しする場を設もうけてはいただけないでしょうか」

「そ、そんなことが許されるはずないでしょう！」

　とアリアンレイがいきり立った。

「どうした？　何をそんなに怒ってる、アリアン？　こいつらも今さら俺を暗殺しようなどとは考えるまいよ」

「あ……いえ、そうではなく……」

　アリアンレイは決まり悪そうに浮かせた腰を落とした。

　どうやら彼女は、バロス三世と二人きりになったガブリエラがいきなり服を脱ぎ、

「贈りものは、わ、た、し♡」

　とでも言い出すのではないかと疑った――むしろ恐れた――ようだ。

　もっとも後の展開を思えば、アリアンレイにとって、ガブリエラが用意した贈りものよりガブリエラ自身が贈りものであるほうが数倍マシだったかもしれないのだが。

「失礼いたしました」

　アリアンレイが矛ほこを収めたので、バロス三世はガブリエラに向き直る。

「どうしてまだ他の奴らには明かせない？」

「あまりに重大で、あまりに大おお事ごとで、あまりに繊細な問題を孕はらんでいるからです」

「ふうむ……」

　バロス三世は腕組みしてガブリエラの言葉を点検していたが。

「よし、わかった。そうまで言われては、おまえが何を贈ろうとしているのか知らないでは済まされない」

「ありがとうございます」

　ガブリエラは額が卓に触れそうなほど深々と頭を下げた。

「だが、おまえの言う贈り物が期待外れだった場合は」

　ガブリエラの頭頂部を見つめるバロス三世の視線が険しくなる。

「それなりの責任を取ってもらうぞ」

　顔を上げたガブリエラは、にっこりと微笑んだ。

「はい、もしお気に召さない場合は、ご存分にどうぞ」

（ここまで言うとは……こいつ、本当に自信があるようだな。しかし、そこまで言えるほどの贈り物とは、いったいなんだ？　くそ、見当もつかん）

　ガブリエラが言う「贈りもの」の見当がつかず、同時に彼女の思惑が読めないことにバロス三世は少しばかり苛立ったが、そこは王としての威厳を崩さず、運営官に別室を用意するように命じた。




　用意が調うと、バロス三世はガブリエラを伴って別室へと移動し、そこで会談を再開させるのだった。
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　用意された別室は一回り小ぶりな応接の間で、豪華な調度品などもあまり置いてなく、全体に質素な印象だ。

　目につくのは部屋の中央に鎮座している大きな紫し檀たんの長卓と、それを挟むように置かれた、優美な曲線で構成されている背もたれが付いた木製の椅子くらいである。

　卓上には葡ぶ萄どう酒しゆ入りの酒杯、熱いお茶が入った陶器、そして果汁入りの硝子グラウス製の器が並べられているが、バロス三世はそれらに見向きもせず、椅子に腰を下ろすなり、ガブリエラの顔を正面から見つめた。

「では、教えてもらおうか。おまえさんが俺のために用意してくれるという、とびきり素敵な贈り物ってぇのは、いったいなんだ？」

（贈り物ではないのですが）

　そう思いつつ、ガブリエラは極上の笑みを浮かべた。

「わたくしがご用意させていただくバロス王への贈りものは」
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「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスです」

「…………は？」

　バロス三世は自分が聞いた言葉が、というか人名が理解できず、ぽかんと口を開けてガブリエラを見つめている。

「あ、聞こえませんでしたか？　では、もう一度申し上げます。バロス王への贈りもの……といいますか、正しくは贈り者と言うべきかもしれませんが、それはレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスです」

「な……な……な……なんだってぇえぇぇ!?」

　さすがのバロス三世も思わず椅い子すから飛び上がっていた。

「端的に申し上げれば、バロス王と副団長レフレンシアの縁えん組ぐみをしてしまおうというお話です。もっとも、ご成せい婚こんの際には退団していないとなりませんから『元副団長』になるのですが……あ、いえ、どうなんでしょう」

　とガブリエラは首を捻ひねった。

「結婚式を挙げてからの退団という手もなくはないと思いますけど。アルアラネ様も、そこの順序にまでは拘こだわらない気がします」




　なるほど、言われてみればという話ではある。

　それが成れば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとルーアル・ソシエダイ王国の恒こう久きゆう的てきな和平の礎いしずえができたと言えるだろう。

　ベティスとしても、庇ひ護ご者しやとして、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの元副団長の結婚相手が率いる国とは、正面切って戦い難にくくなる。

　一方でバロス三世が正面切ってベティスと戦おうとしても、レフレンシアが彼を抑えることになるだろう。

（それにしても……俺とレフレンシアの縁組みだと）

「ほ……本気か、おまえ？」

　ガブリエラは真剣な顔で頷うなずいてみせる。

「あくまでも、どこまでも、否いや応おうなく、全ぜん身しん全ぜん霊れいで以もつて、本気です」

「いや……しかし、それは本人も承しよう知ちしていることなのか」

　ガブリエラは、首すら振らずに応えた。

「いいえ」

「なぁ!?　いいえって、おまえ……」

　バロス三世は情けなさそうな顔になった。

「副団長には、まだこのことは話してはおりません。あくまで、わたくしの一存です。ですから、まだ他の方々のお耳に入れるわけにはいかないと申し上げたのです」

　今度はバロス三世、呆れた色を隠さない。

「じゃあ、本人が応おう諾だくするはずないだろ。俺を相手の縁えん談だんだなんてな」

「そうですか？　わたくしは喜んで応じてくださると思っていますけれど」

「そうかぁ？」

「だって、バロス王の悪口を言うときのレフレンシア、とても活き活きとして楽しそうでしたもの」

「…………」

「先ほど、副団長の悪口を仰っているときのバロス王も、とても楽しそうでしたよ？」

「……………………」

「軍事にせよ内政にせよ外交にせよ、お二人とも卓たく越えつした指導力をお持ちですし、頭ず脳のう明めい晰せきでありますし、大胆不敵で実行力がおありですし、馬鹿には容よう赦しやがありませんし、これほどお似合いのお二人もないと思うのですが」

「おまえな……」

　バロス三世は小さくため息を吐ついた。

　やられた。この小娘に完全にしてやられたと、そんな思いだ。

「レフレンシアは、実質的に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いてきた指導者です。退団しても、団への影響力は絶大なものがあるでしょう。そして実家は、ベティスの貴族の家いえ柄がらでもあります。もちろんベティスは、わたくしども鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの庇護者であります。おまけにレフレンシアの支持者はベティスの王宮に大勢います。一方、バロス王はルーアル・ソシエダイ王国の王ですから名実ともにルーアル・ソシエダイ王国の支配者です。同盟諸都市に対する決定的な影響力をお持ちです。そんなお二人が結婚なされば、ルーアル・ソシエダイ王国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは実質的に縁えん戚せきになったようなものではありませんか？　周辺諸国にもベティスにも、強烈な印象と猛もう烈れつな影響力を持つことになるはずです」

　そこまでをガブリエラは淡々と説明しておいてから、如何いかがでしょう？　と小首を傾かしげながらバロス三世を見やった。

（こいつ、優雅で優しそうな見た目とは違って、本当に油断のならない強したたかな奴だな。まさに羊の皮を被った狼……いや、違うか。白しろ兎うさぎの皮を被った狼だ）

　バロス三世はじつに楽しそうに呵か々か大たい笑しようした。

「はっははは、おまえ、大した奴だな。いやいや、じつに大した奴だ。あのレフレンシアがおまえを団長に推おしたってのがよぉく理解できた。というか、おまえの能力を早くから見抜いたんだから、あいつも大した奴なんだがな」

　それから少しのあいだ、バロス三世はじっとガブリエラの顔を見つめていた。

　ガブリエラも顔を逸らさず、彼の視線を正面から受け止める。

　そうしてどれほどの時間が経っただろう。

　数えれば十か二十程度の時間だったのだろうが、ガブリエラは半刻ものあいだバロス三世と睨にらみ合っていたような気がした。

　唐突にバロス三世が口を開いた。




「面白い。受けようじゃねえか」




　つまりバロス三世は、自国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが講和する道を選んだということに外ほかならない。

　ガブリエラは額ひたいが卓に触れるほど深々と上体を折った。

「ありがとうございます」

　そして顔を上げ、最後の確認を行った。

「正せい妃ひ、ということでよろしいのですね」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長様を妃きさきに迎えるんだ。正妃じゃなきゃ不ま味ずいだろ」

「とてもありがたいお言葉です」

「しかし」

　バロス三世は、どこか呆れたような、どこか感心したような、どこか不思議そうな、そんな複雑な表情でガブリエラを見た。

「おまえさん、いつ、そんなことを考えたんだ。まさか、戦争が始まったときからじゃねえだろうな？」

　まさか、と首を振っておいて、ガブリエラは宙ちゆうを見上げた。

「いつ考えついたのかは、自分でもよく覚えておりません。最初は形にもまとまらないような、ほんの小さな思いつきだった気がします。それが少しずつ大きくなり、最後はこれしかないという形でわたくしの前に姿を現したのです」

　顔を戻したガブリエラは、バロス三世に向かって軽く微笑ほほえんだ。

「いろいろと幸運でした。レフレンシアが御お国くにに捕まったからこそ実現が可能になったとも言えますし、もっと言えば、捕まったレフレンシアがバロス王と親しくなってくれたからこそ、こうして実現できたわけですし」

「親しくねぇ。当人には、そんなに親しくなった覚えはないんだがな」

「人の想いは、本人すら気づかないあいだに芽め生ばえ育つこともある……ということではないでしょうか」

　バロス三世が苦笑した。

「若いくせに知ったような口を利きやがる。しかし、あいつが本当に応諾すると思うか、この話を」

「先ほども言いましたけれど、大丈夫だと思います」

「そうか。なら、あんたからの返事を待つとするか。にしても」

　バロス三世が小さく首を横に振った。

「もし応諾すれば、レフレンシアが俺の玉ぎよく座ざの隣に座ることになるのか」

「もう勝手なことはできませんよ。気が休まりませんね」

　とガブリエラが言うと、バロス三世は、ははっっ、と声を上げて笑った。

「たしかに勝手な真似はできそうもないな。レフレンシアが俺の隣に座っている限り、俺が白兎騎士団おまえらにちょっかいだそうとしても、あいつが決して許さないだろうよ」

「はい、それを期待しての縁組みの申し出ですから」

　バロス三世はしばらく声を抑えて笑っていたが、やがて笑いを納め、ガブリエラの顔を覗のぞき込むように言った。

「仮に、もし、万が一、レフレンシアが俺の妃きさきになったとして」

「ご安心ください。繰り返しますが、必ずなると思います」

「光栄な評価だが、それはおいておいてだ、もしあいつが俺の妃になったあとに病気か何かで早そう世せいしたとしても、俺はおまえが団長でいる限り、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに手は出さねえだろうよ。というか、とてもじゃないが恐くて手が出せそうにねえ」

「わたくしこそ光栄です。でも」

　ガブリエラは、にんまりと笑った。

　悪戯いたずらが成功したときの子供のような無む邪じや気きな笑顔だった。

「レフレンシアはきっと長生きします。だって、憎まれっ子、世に憚はばかる……と言うではありませんか」

「わっはははは、違ちげえねえ」

「うふふふふ」

「うははははは」




　バロス三世とガブリエラの大きな笑い声は、ずいぶんと長い間、部屋の外にまで聞こえていたという。
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　こうしてガブリエラはバロス三世から期待通りの答えを引き出した。

　いや、期待以上の答えを引き出したと言っていいかもしれない。

　しかし、彼との話の内容は、まだ仲間にも明かせない。

　内容を公おおやけにするのは問題が大きすぎる。

　どこからか横よこ槍やりが入らないとも限らない……というより、必ず入るだろう。

　具体的にはルーアル・ソシエダイの国内から、あるいはベティス大公国から。

　だから、公にするのは話がまとまってからだ。

　ガブリエラは、

「バロス王との話し合いの首しゆ尾びは上々でしたので、わたしたちはいったん引き揚あげます。本ほん城じようへ戻って、そこで最後の仕上げを済ませた後に、もう一度、ルーアンを訪れようと思います」

　と言っただけで、それ以上の説明はしなかった。

　アナやクシューシカたちからは幾いくつもの質問を受けたが、

「詳しいことは戻ってから話します」

　と言って答えなかった。

　二人だけでなくセリノスやレオノーラも首を傾げていたが、ガブリエラが上じよう機き嫌げんなのはたしかで、ならば話し合いも上手くいったのは間違いないと判断し、団長が戻ってから説明するというならおとなしく待とうと、それ以上は追及しなかった。




（さて、残るはもう一人、レフレンシア副団長ですが）

　仲間と共に帰き途とに就いたガブリエラは、馬を操りながら考える。

（最初はいろいろ言われるでしょうけど。もしかすると罵ば倒とうされるかもしれませんけど。でも、最後には応諾なさるはずです。だって）

　ガブリエラは、バロス三世の悪口を言っているときのレフレンシアを思い出し、思わず笑いそうになった。

（あんなに楽しそうな副団長を見るのは初めてでしたもの）
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　グル・マイヨール要よう塞さい本城へ戻ったガブリエラは、鎧よろいを脱ぐと、早速レフレンシアを呼んで二人だけで話を始めた。




「なんだって!?」

　案の定というかなんというか、ガブリエラがバロス三世との話し合いの中身をレフレンシアに伝えると、彼女は眉まゆを吊り上げてガブリエラに迫った。

「君はわたしを売ったのかい？　むしろ撃ったのかい？　それとも討ったのかい!?」

　さほど広くない団長室の中を忙せわしなく行ったり来たりしながら、レフレンシアはガブリエラを罵ののしり続ける。

「よりによって、あいつとわたしの縁組みとは！　夜道を歩いていたら味方に後ろから斬られた思いだ。いやいや、違うな。明るいところを腕を組んで歩いていた逢い引きの相手からいきなり刺された気分といったほうが正解か？」

　不意に足を止めたレフレンシアは、びしっ、とガブリエラを指さした。

「飼い犬に手を嚙かまれたとは、まさにこのことだ！」

　そして再び歩き出す。

「ああ、わかってる。わかっているよ。君はわたしの飼い犬なんかじゃないさ。しかし、わたしがこれまでどれほど君を引き立て可愛がってきたかはよく知っていると思うんだけど？　それなのにわたしに断りもなく、あんな奴との縁組みを進めてくるだなんて。君は白兎騎士団しろうさぎの未来のためにわたしを売ったんだね？　それとも、団長として存分に腕を揮ふるうためにわたしが邪魔になったのかい？」

　ガブリエラは微苦笑を浮かべ、そっとレフレンシアに声をかけた。

「あのう、副団長、照れ隠しはそのくらいにしておきませんか」

「ぐっっ」













　レフレンシアの足が止まった。

　首を巡らせた彼女の顔に、悔くやしそうな、それでいて少し照れたような、そんな表情が浮かんでいるのを見て取ったガブリエラは、内心で安あん堵どの息を吐はいた。

（どうやら間違いはなさそうです）

　一つ大きく息を吸い、そしてため息を吐ついたレフレンシアは、ガブリエラが座っている方卓の前へ戻ってきた。

　そして椅子を引き、すとんと腰を下ろす。

　レフレンシアは足を組み、そっぽを向いたまま、ぼそぼそと話し出した。

「それはね、まぁなんというか、バロス三世がなかなか大した男だというのは認めるよ。けれど、それとこれとは話が違うだろう？　縁組みって。縁組みって……わたしのだぞ。当人になんの打だ診しんもなく進めるかい？」

「だって、先に話したら絶対に応諾なさらないではないですか」

　レフレンシアがようやくガブリエラに顔を向けた。

「あ、当たり前じゃないか」

「ですが、バロス三世に魅み力りよくを感じていらっしゃったのですよね」

「い、いや、違う。そんなんじゃない。少し興味を引かれただけだ」

　ガブリエラが温ぬる～い笑みを浮かべてレフレンシアを見返すと、彼女は、う、と呻うめいて視線を逸そらせてしまった。

「それならそれでいいではないですか。副団長ほどの方の興味を引く男性なんて、そういるものではありませんよ？」

（くそ。ガブリエラの奴め、何もかも見み透すかしたようなそんな目でわたしを見るんじゃないってんだ、まったく。しかし、いや、それにしても）

　レフレンシアは、またも大きなため息を吐ついた。

（これはよく考えられている。じつによく考えられている。そして、あまりにも黒い。周りに向けて放っていたガブリエラの黒さが、まさかわたし自身に跳ね返ってくるとは思っていなかった。まぁ、さすがにわたしの見込んだ女ということか。ここまでやられては、いっそ笑ってしまいそうだ）

　レフレンシアは、やれやれと首を振りつつ体の向きを変えた。

　ガブリエラと目が合うと、彼女は小さく肩をすくめ、

「降こう参さんするよ、団長」

　と言った。

「興味もあったし、面白い男だとも思った。それに」

　レフレンシアの顔が少し赤らんでいるように見えたのはガブリエラの錯さつ覚かくだろうか。

「あいつはとても頭がよくてとびきり危険な男だ。他人には思いつけないことを平気で思いつける。地位と権力を持っているから、なおさら危険なんだ。誰かがあいつをしっかり御ぎよしていないと世界が迷惑を被る。そんな規き模ぼ、水すい準じゆんの男でもある」

　ガブリエラがジト目になる。

（絶ぜつ賛さんしているじゃないですか）

「あれほどの男を御することが可能な者など、そうはいないだろうね。でも、わたしならなんとかなるかな、とは思ったけれど。むしろ、わたし以外の者には無理だろうな、とも思ったけど」

　ガブリエラが軽く仰のけ反ぞった。

（今度は自じ画が自じ賛さんですっ！）

「だから勘違いするなよ、ガブリエラ。これはわたしがあいつに惚ほれたとか、そういうんじゃないんだからな。わたしは、あいつを見張り、制御しに行くんだからな。アグァローネ地方の、そしてバスティア大陸の平和のために」




　もしもガブリエラに現代の知識が備わっていたら、ツンデレですね！　と突っ込んだかもしれないが、それはさておき。




「えっと……今の言葉……応諾したという理解でよろしいのですね？」

「は！　いいんじゃないの？　わたしは世界平和のために、この身を犠ぎ牲せいにする覚悟はできているよ」

　ガブリエラは極上の笑みを浮かべて、

「ええ、はい、そうですね」

　と頷いた。

「レフレンシア副団長の自己犠牲の精神、素晴らしいと思います。男嫌いのアルアラネ様もこの結婚をお許しくださる……いいえ、祝福してくださるとさえ思います」

　レフレンシアは自分の髪の毛をわしゃわしゃと掻かき毟むしっていたが、やがて手を止め、ガブリエラに向き直った。

「ここからは一人の女と女として、地位とか所属とか抜きにした差し向かいの話と行こうじゃないか、ガブリエラ」

「あ、はい、なんでしょうか？」

　上体を斜め前に倒したレフレンシアが、正面から睨めつけるようにガブリエラの顔を見やった。

「君は、このことをいつ思いついたんだい？」

「あ、それ、バロス三世にも訊かれました。やはり、お二人の感性は似たようなものがあるのですね」

「あ、そうなんだ。いやでも、あいつと感性が似てると言われても、ちっとも嬉うれしくはないんだけど……って、それはいいから。質問に答えて」

「同じ答えになってしまいますけど、いつ思いついたのかはよく覚えていません。何かの拍子でふと小さな芽が芽生え、それがいつの間にか大きく育ち、気がついたらこれしかないという形で目の前に現れたのです。考えを育てたのは偶然だったかもしれません。たとえば、レフレンシアがルーアル・ソシエダイ軍に捕らえられたこととか」

「なるほど。そういうこともあるのかもしれないな」

　とレフレンシアは小さく頷いた。

「しかし、最後の最後、見事に君にしてやられたな」

（ええ、何とか貴女あなたを出し抜くことができました）

　ガブリエラは嬉しそうに、ふふ、と笑った。

「わたし、レフレンシアに心の籠こもった贈り物をしたいとつねづね思っていましたから、今回、この話をまとめられて、とても満足です」

　レフレンシアも満足そうに頷いている。

（本当に立派になったものだ、ガブリエラ。このわたしをこうも見事に欺き、出し抜くとはね。君に団を任せてよかったと、わたしも心の底からそう思えるよ）

「そうか。ところでガブリエラ」

「なんですか、レフレンシア？」

　レフレンシアはとても真剣な面持ちでガブリエラを見み据すえている。

「白兎騎士団ここでの、わたしの最後のお願いを聞いてはくれないだろうか」

「え？　なんでしょう？　裸踊り祭りを団の行事に、とか、駄だ目めですよ？」

「そんなことは言わないよ。団を去っていくわたしの、ささやかで、ごくごく個人的な頼み事さ」

「えぇと、わたしにできることでしたら、なんでもしますけれど」

　レフレンシアの目が、きらんっ、と輝いた。

　それに気づいたガブリエラは慌てて言い直す。

「あ、いえ、今の無し。今のは無しです」

　レフレンシアはふっと顔を背そむけ、悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「そうか。君はわたしの最後のささやかな願い事すら聞き届けてはくれないのか。そうだよな。君にとって、わたしの存在など、しょせん外交の一手段、ここぞというときに使える手て札ふだでしかなかったわけだからね」

「い、いえ、そんなことはありません！　全然まったくありませんから！」

「でも、わたしの団での最後の思い出作りにすら協力してくれないんだろ」

　レフレンシアは唇くちびるを尖らせ、いかにも不満そうな顔でそう言った。

「わ、わかりました。わたしにできることなら。できることなら。できることならなんでもしますから、機嫌を直してください」

「そうか。よし」

　レフレンシアはすっくと立ち上がり、両手を腰に当て胸を張った。

「わたしは団を去る前に、君と、二人だけで、一晩を、過ごしたい」

　ガブリエラが目をぱちくりとさせる。

「君と、二人だけで、一晩を、過ごしたい、んだガブリエラ」

「あ、いえ、そ、それって、あの、も、もしかして……」

「もしかしなくても、ソレだ」

「だだだだ、駄目ですよ、そんなこと～～っ」

　レフレンシアは、その場にへなへなと頽くずおれた。

「できることはなんでもするって言ったくせに、君はわたしの最後のささやかな思い出作りにさえ協力してくれないんだね」

「いえ、あの、でも」

　レフレンシアはさめざめと泣く（真似をする）。

「しょせんわたしは、君にとってその程度の存在だったというわけか」

「あの、いえ、そういうわけでは……」

「わたしは、ここでの最後の思い出を、君と、二人だけで、作りたかった、のに」

　そう言ってガブリエラを見上げるレフレンシアの目は、本当に涙で潤うるんでいる（ように見えた）。

「あ……あの……」

　ガブリエラはごくりと唾つばを呑み込んで、そして声を絞しぼり出した。

「わ、わかりました。レフレンシアの最後の願い、協力しま……すから」

「ひゃっふ～～っっっ！」

　レフレンシアが跳ね起きた。

「やったぁぁ！　ガブリエラと二人きりで一晩！　あんなことしちゃうぞ～～。こんなこともしちゃうぞ～～。うぃひひひ」

　楽しい想像に心を躍らせたレフレンシアは、心だけでなく実際にその場で踊り出していた。

「今日はもう幹部会はなしだ。明日やればいいから、その旨むね、みんなに伝えておこう。大丈夫、大丈夫、団長が長旅で疲れたとか言っておけば誰も文句は言わないよ。わたしと君の思い出作り、誰にも邪魔させないし。うっくっくっ」

　レフレンシアはじゅるじゅると涎よだれを流しながら、宙を見上げて身み悶もだえしている。

「寝かせない。寝かせないからね、ガブリエラ。一晩中！　夜を徹して！　微に入り！　細を穿うがち！　あんなことやこんなことを！　あまつさえそんなことまで！　君が泣いて喜ぶことを、してしてしまくっちゃうぞ～～」

　レフレンシアがいったいどんなことを想像しているのかを想像しただけで、顔が赤くなり体が熱くなるガブリエラである。

（あぁもう、最後の最後にとんでもないしっぺ返しを食らいました。転んでもただでは起きない女ひとですね、レフレンシアは）

　でも、それが嫌かと言われれば、決して嫌ではなかった。

「最後の思い出作り」というレフレンシアの言葉に、ガブリエラも惹ひかれたのは間違いない。

　果たして二人だけで過ごす一晩がどんな思い出になるのだろうか。

　ちょっと恐くて、とても気恥ずかしくて、でも楽しみで、同時に少し哀しくて、少し寂しくて、自然と涙がこみ上げてきそうになるガブリエラだった。
















　　　　　４




　翌朝、最高幹部会が開かれる講こう義ぎ室しつに、満面に笑みを浮かべたレフレンシアと、やや憔しよう悴すい気味のガブリエラが二人揃そろって姿を見せた。

「あら、どうかされましたか、団長？　なんだか消耗しているようですが？　もし必要なら回復の魔術をおかけしましょうか？」

　そうアナに訊かれ、ガブリエラは不自然に視線を逸らせたまま、ぎこちなく首を左右に振った。

「いえ、どうもしません。まったく、なんにも、これっぽっちもどうもしていません。ど、どうかご心配なく」

「……そう。ならばいいのですけど」

　それからアナは、ガブリエラの隣のレフレンシアに視線を移す。

（レフレンシア様のほうは、ずいぶんと意い気き軒けん昂こうというか、意気揚々というか。二人で夜を徹してこれからの方針を話し合っていた……というには、あまりにも様子が違いすぎるわ。たしかに団長は長旅から戻ってきたばかりですけど、それにしても……）

　そこでアナは一つの可能性に思い至った。

（まさかレフレンシア様……）

　疑念を込めた視線をアナがもう一度レフレンシアに向けると、彼女はにんまりと笑って親指を立ててみせた。

　アナは内心でため息を吐つく。

（この大事なときに……いえ、まぁ、団長がその気ならいいのですけれど。でも、どうして今なのかしら？）

「で、重要な話って何かしら？」

　というマクトゥシュの声でアナは現実に引き戻される。

（そうそう、そうでした。ルーアンから戻った次の日に、通常の幹部会ではなく、最高幹部会を開くということにどういう意味が……）

　なるほど、この場には、ガブリエラとレフレンシア、マクトゥシュ、アナ、クシューシカの五人しか顔を出していない。

「いやぁ、じつはね」

　と満面に笑みを湛たたえたレフレンシアが切り出した。

　バロス三世との会談を終えて帰き還かんした団長が、ではなく、留守番をしていたレフレンシアが話し始めたのに、マクトゥシュ、アナ、クシューシカの三人は少し面食らったが、団長は疲れているから代わりにレフレンシアが話すのだろうと、そのときはあまり気にも留めなかった。

「とんでもない話をこれからしなくてはならないんだけど、それがあまりにもとんでもなさ過ぎるので、とりあえず最高幹部のあいだだけに留めておいてほしいと思ってね、それでこうしてまずは君たち三人を呼んだんだ」

　そんなことを言われては、いったいどんな話が飛び出してくるのかと、三人は身み構がまえてしまう。

　しかし、レフレンシアの話は三人の予想の遙はるか斜め上を行く内容で、どれほど身構えていようと、それを打ち破るだけの衝撃力と破壊力を持っていた。




「…………というわけで、わたしは世界平和のためにこの身を捧げ、バロス三世の下もとへ嫁とつぎに行くよ」




　その話を聞き終えたときの三人の表情をなんと表すればいいだろう。

　唖あ然ぜん？　呆然？　困惑？　混乱？　驚愕？　理解不能？

　おそらく、そのどれでもあっただろう。

　三人は魔術の切れた魔術人形のように、その場に固まってしまった。

「おいおい、なんだよ、冷たいな、みんな。ここはとりあえず、わたしに祝福の言葉をかけるところじゃないのかい？」

　とレフレンシアが皮肉なのか自じ嘲ちようなのか自慢なのかよくわからない口調で言っても、まだ誰も身動きしない。

「やれやれ、いきなりだと少し刺激が強すぎたか？　ほら、団長も何か言ってやって」

「あ……あのぅ……えぇと……そ、そういうことなのです」

　ガブリエラの声は消え入りそうなほどか細かった。

（うぅう、駄目です、まともにレフレンシアの顔を見られません。顔を見てしまうと、夕べのあんなことやそんなことが思い出されて……わたしは……）

　ガブリエラは俯うつむいたまま肩をすぼめ、小刻みに体を震わせた。

　慈いつくしむような目でガブリエラを見ていたレフレンシアだが。

　やがて彼女は顔を巡らせ、

「ほら、みんな、起きろ。話を続けるよ」

　と言って立ち上がり、上体を斜めに倒して手を伸ばし、卓の反対側に座っているマクトゥシュ、アナ、クシューシカの肩を叩いたり揺さぶったりした。

「あ……ええ」

　三人はびくりと身を震わせ顔をレフレンシアに向けた。

　ようやく目に精せい気きが戻ってきた感じだ。

「ど……どういうこと……なの？」

　とマクトゥシュが声を絞り出すと。

「どうもこうも、言ったとおりさ。わたしはバロス三世と婚姻する方向で動くよ。それが団長のご意向だからね」

　椅子に腰を下ろしたレフレンシアは、そう言って片目を瞑つぶってみせた。

「団長様のご意向には逆らえないだろ？」

　三人がゆっくりと首を巡らせ、六つの瞳がガブリエラに集中した。

「要するに……どういうことなの、団長？」

　とマクトゥシュに訊かれ、ガブリエラは苦笑いとも照れ笑いともつかない微妙な笑みを浮かべて応えるのだった。

「あ……あのう、ですね、そうすることで、みんなが幸せになれるのではないか……と思いまして」

「みんなが？　具体的には誰のことを言っているのだ、団長？」

　そう訊くクシューシカの声には、少しだけ責めるような、咎とがめるような、そんな色が滲んでいる気がする。

「そうですね、直近で言えば、わたしたち鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎであり、レフレンシア副団長であり、バロス三世であり、マイヨ・ルカの街の住民であり、この地を訪れる商人や旅人であり、将来的な話なら、ルーアル・ソシエダイの人々であり、ベティスの高官や住人であり、大だい平へい原げん諸国の人々です」

　と胸を張って応えたガブリエラは、続けて、レフレンシアとバロス三世が婚姻すれば、自分たちが、そしてこの地方が今後、どういう利益を得られるかということを諄じゆん々じゆんと説いていく。

「……というわけで、この婚姻は、大なり小なり、誰にとってもどの国にとっても歓迎すべきことだと思うのです」

　三人は呆れた顔で首を振り、小さなため息を吐つく。

　そこまでの広い視野で物事を見て、考えているのかと、改めて感心する。

「……なるほど、たしかにわたしたちにもベティスにもルーアル・ソシエダイにも利益があるのはわかるわ。でも、副団長本人はどうなの？　バロスのところへ嫁いで幸せになれるの？」

　と言って、マクトゥシュはガブリエラからレフレンシアに視線を移した。

「ああ、大丈夫、大丈夫。心配ご無用さ、マクトゥシュ」

　レフレンシアはあっけらかんと笑って手を振った。

「相手は大国、ルーアル・ソシエダイの国王だぞ。そこへの輿こし入いれなんだから、こんな栄誉なことはない。ほら、玉の輿って奴だよ」

「いえ、そういうことを言っているのではなくて。貴女自身はそれでいいの？　ということを訊いているのだけど？」

　ふっっ、と笑ったレフレンシアは、ぐっと親指を立ててみせた。

「もう団長には見抜かれてるから正直に言っちゃうけど、わたし、あの男に興味があるんだ。それに、あの危険な男を御するのが可能なのは、アグァローネ地方を見渡してもわたしくらいしかいないだろうと思うし。だから、これは適てき材ざい適てき所しよだと思うよ」

「あ、そう」

　マクトゥシュは少し頭を引いて、ジト目でレフレンシアを見つめる。

「まぁ貴女がそれでいいのなら、わたしたちに文句のあろうはずがないですけど。ねえ、アナ、クシューシカ？」

「え……ええ、そうです……ね」

「で……ですか」

「団長はバロス三世に、わたしの返事を受けて、もう一度、報告に行くと約束してきたそうだ。まぁわたしの返事は『是ぜ』だから、その返事を彼に伝えて、初めて正式な婚約という形になるね」

「そうなると」

　マクトゥシュはレフレンシアとガブリエラを交互に見ながら言った。

「ルーアル・ソシエダイの国王と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長の婚姻なのだもの、これは大々的に発表しなくてはならないわね。あぁでも、婚約成立の贈おくり物とか、いろいろと出費が大変そうだわねぇ」

　大変そうだと言う割には、彼女は嫌そうでも迷惑そうでもない。

　むしろ、目が爛らん々らんと光っている。

「いいわ。わたしがなんとかする。というより、庶しよ務む分隊を上げてなんとかするから。貴女に肩身の狭い思いはさせないわよ、副団長」

「あ、いや、やる気になってくれたところを悪いんだけど、この話、しばらくは極秘で進めたいんだよ、マクトゥシュ」

　マクトゥシュが目をぱちくりさせている。

「え？　そうなの？」

「うん、そうなんだ」

「どうして？」

　マクトゥシュがガブリエラに顔を向けた。

「それも団長の戦略の一いつ環かんなの？」

「戦略と言いますか、いま直ぐ公おおやけにしてしまうと、どこかから横槍が入らないとも限りませんから」

「あ……ああ、そういうこと！」

　マクトゥシュが膝ひざを打った。

「要するに、ベティスが何か言ってくると？」

　それでアナとクシューシカも、ガブリエラが何を言いたいのかがわかった。

　たしかに庇護者としては、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長が敵国の国王と婚姻するなど、見過ごすことのできない大問題だ。

　将来を見通せる者なら、この婚姻の意義をわかってくれるだろう。

　しかし、どこの国にも目の前のことしか見えない者はいる。

　この話を壊そうとする強きよう硬こう派はが勢いを増せばベティスの大公宮が割れるし、白兎騎士団しろうさぎとベティスの関係に罅ひびが入ることになる。

　そんなことをクシューシカがガブリエラに質ただすと、彼女は、そうなのです、と頷いた。

「でも、それだけではありません。ルーアル・ソシエダイ王国内でも何か問題が起きるかもしれません。ですから、もう後戻りができないというところまで進めておいてから発表し、そのまま一いつ気き呵か成せいに婚儀へ雪な崩だれ込もうと思うのです」

「相変わらず黒いのね、ガブリエラ団長は」

　感心した顔でアナがそんなことを言うと、ガブリエラはふるふると掌てのひらを振った。

「いえいえ、ぜんぜん黒くはありませんよ？　副団長とバロス王の婚儀をなんとか成立させたい一心の、これはそう、気配りなんですから」

「まぁ、そうね。どうせここまで話が進んでいるのなら、最後までしっかりと進めて、レフレンシア副団長を快く送り出してあげたいものよね」

　とマクトゥシュが言うと、アナとクシューシカも、うんうん、と首を縦に振った。

「というわけで、しばらくは幹部会にも諮はかりません。副団長の婚儀の件、皆さんの胸の中だけに収めておいていただきたいのです」

「わかったわ」

「ええ、いいわよ」

「了解した」

　マクトゥシュ、アナ、クシューシカは、それぞれ頷いたり手を挙げたりして了解の意を示した。

「とはいえ、それなりに準備を進めなくてはいけません。みんなには秘密で。ですからマクトゥシュ分隊長の負担が大きくなってしまうかもしれません。またご迷惑をおかけしてしまいますが、よろしくお願いします」

　ガブリエラが深々と頭を下げると、マクトゥシュは、気にしなくてもいいわ、と手を振った。

「副団長の一世一代の晴れ姿のためだもの、迷惑なんかじゃないわよ。むしろ、どんと来いよ！」

　そう言って胸を叩くマクトゥシュを見やるレフレンシアの目が、心なしか潤んでいるように思えた。

「マクトゥシュ……ありがとう」

「だから。気にしなくてもいいの。これは庶務分隊を預かるわたしの晴れ舞台でもあるんだからね」

　ガブリエラとレフレンシアは、もう一度、揃って頭を下げた。

「さぁて、じゃあ、どういう手て筈はずで話を進めるのか、発表の時期はいつ頃になるのか、それまでどういう根回しが必要なのか、その辺をきっちりと詰めておきたいわね」

　とマクトゥシュが身を乗り出すと、アナも続いた。

「二人の婚儀が成った場合の、その後の展望も聞いておきたいわね」

「はい、それはですね……」




　レフレンシアとバロス三世の婚儀を実現させ、クセルクス盆地に、大平原に、そしてアグァローネ地方全体に恒久的な平和をもたらすための話し合いを五人は続けた。

　それはずいぶんと希望に満ちた時間だった。

（まさか戦争が始まって半年も経たないうちに、こんな前向きな話ができるようになろうとはね。ガブリエラは本当によくやってくれた。そして、彼女を団長位に就けるなんていう無む謀ぼうなことを敢行したわたし自身を誉めてやりたいよ）

　レフレンシアは感慨深げな眼まな差ざしを、自分の考えを三人に説明しているガブリエラにそっと注そそいだ。

　そして、この先の自分の行く末をちょっと考えてみる。

　具体的にはバロス三世の玉ぎよく座ざの隣に座る自分の姿とか。

（駄目だ、どうもピンと来ないな。ま、いいか。今さら自分を変えられないし、変える必要もないだろ。どこへ行こうが、わたしはわたしだ。この先、ガブリエラという遊び相手はいなくなってしまうけど、なぁに、向こうにはヤークーシュとエルギエレがいる。あの二人に遊んでもらうか。っていうか、あの二人で遊ぶとしようか。むしろ弄もてあそぶとしようか。くくっっ）




　　　　　５




「いま何か凄い悪お寒かんがぁぁぁ？」

　王都ルーアンの王宮で忙しく立ち働いていたヤークーシュが、身震いして悲鳴のような声を上げた。

「お、おまえもか。わたしも全身に鳥肌が立っているんだが……」

　エルギエレも困惑の顔で、腕まくりした己の右腕を見つめている。

「まさか、わたしら、このあと、どこかの戦いで討ち死にするんじゃないだろうな」

　とヤークーシュが呟くと。

「いやしかし。白兎騎士団しろうさぎとの戦いはとりあえず終わったわけだろう？　どういう理由でそうなったのかはわからないが、先日の会談を踏まえて、三世王様がそう決めたのだからな。大平原でも、ベティスと睨み合いは続いているが、大きな戦が起こる気配は、今のところない。それにアリアンレイ様が寝込んでしまわれたんだ。こちらから大おお戦いくさを仕掛けるのは得策じゃないだろう？」




　そう、再度王都を訪れたガブリエラから「応諾」の返事を聞いたバロス三世は、レフレンシアとの婚儀を進めることを、腹心である執しつ政せい官かんヨルゲンとアリアンレイ、バギット将軍の三人に打ち明けたのだった。その結果、大きな衝撃を受けたアリアンレイは、失意のあまり体調を崩して寝込んでしまい、いま大平原に展開している部隊の指揮はバギット将軍が執とっている。




「なら、友ゆう好こう騎き馬ば民みん族ぞくへの援軍として北方へ遣わされるのかな？」

　とヤークーシュが言うと。

「どうかな。その可能性も低いと思うが。ともかくこれは、油断をするな、気を緩めるなという戒いましめだと思えばいいさ」

「そ、そうだな。災厄は目に見えない形でいつの間まにかひっそりと迫ってくるものだからな。うん、気を引き締めておこう」




　この後、二人にとっての「大災厄」が、目に見える形で堂々とルーアンの王宮に乗り込んでくることになろうとは、ヤークーシュもエルギエレも夢想だにできなかった。
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　レフレンシアとバロス三世の婚儀の件は秘密にされたが、白兎騎士団しろうさぎの戦争は終わったことが団内で発表された。

「……というわけで、我々の戦争は終わった。みんなの奮ふん闘とう努ど力りよくに団長以下、我々幹部も大いに感謝している。ありがとう」

　主立った団員を集めた報告会の席上でレフレンシアが頭を下げると、団員のあいだからは安堵の声や拍手や歓声が沸き起こった。

「にしても、どうやって終わらせたんだろうね？」

「そこの説明がないよね」

「まぁいいじゃん。ともかく終わったんだから」

「そうそう。きっと団長と副団長が、また何やら裏から手を回して、どこまでも黒くてあくまでも黒い策を巡らせたんだよ」

「だよね～。手品の種というか魔術の仕掛けというか、それはそのうち明かしてくれるでしょ」

　というのが大方の団員の受け止め方だった。
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　レフレンシアとバロス三世の縁組みが団内で発表されたのは、それからざっと一カ月後だった。

　まさに青せい天てんの霹へき靂れきという話だったから、当然のことながら、団内は蜂はちの巣をつついたような騒ぎになった。




「何それ～～？」

「あり得なぁいぃ」

「っていうか。それが終戦の秘密か！」

「副団長、まさか人ひと身み御ご供くうに？」

「ないない、それはない」

「どちらかというと、副団長の強ごう奪だつ愛あいなんじゃないの？」

「敵の国王を射止めた!?　凄いな！」

「いずれにしても、レフレンシア様、お后きさき様かぁ」

「羨ましい～～！」

「けど、いったい何い時つそんな魔術みたいな策を巡らせ、実現させたんだろ？」

「まぁ、ガブリエラ団長とレフレンシア副団長だからね～」

　などと驚き騒いでいた団員たちも、やがて、

「団長と副団長なら、そんな奇策を企んで実行しても少しも不思議じゃないね」

　という意見の一致を見て、団内の騒動は収束の方向に向かった。

　どれほど不可解であっても、どれほど驚きよう天てん動どう地ちであっても、この縁組みに反対する者はいない。

　全員がレフレンシアに対して心からの祝福を送った。

　レフレンシアは終始、少し照れたような、けれど、どこか誇ほこらしげな笑顔で、祝福を伝えに来た団員一人一人に応対していたという。




　一方、ベティス大公国では、そう簡単に騒ぎは収まらなかった。

　白兎騎士団しろうさぎからの報告を受けた大公宮では上を下への大騒動となり、ついにはガブリエラやレフレンシアが呼ばれて大公の前で自ら報告するという事態にまでなったのだが、庇護者とはいえ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはベティスの下部組織でも属国でもない。

　何より、すでにレフレンシアとバロス三世の婚姻は既き定てい路ろ線せんで、ルーアル・ソシエダイ王国、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの双方が二人の婚姻のために動いているとなれば、さすがのベティス大公国といえど、今さら否いなとは言えなかった。

　ついには大公が、

「この縁組みで和平が実現するのであれば、それもよいではないか」

　と言い出し、ベティス大公宮でも「婚姻、止むなし」という意見が大勢を占めるようになった。

　その裏には、マクシミリエヌス家を挙げての工作や根回し、働きかけが各方面にあったのは言うまでもなかった。




　そして、さらにその一カ月後――。




　レフレンシアと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ代表団は婚礼の儀式の準備のため、ルーアル・ソシエダイ王国の王都ルーアンを訪れた。

　バロス三世とレフレンシアの婚姻の儀はこの夏に執り行われることが正式に決定し、双方は、その準備に邁まい進しんすることになる。
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　こうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは、自らの手でクセルクス盆地の恒久的な平和を勝ち取ったのである。

　この時点ではまだ限定的で小さな平和だが、ゆくゆくはアグァローネ地方全体に平和をもたらすまで広く大きく育っていくことだろう。




　余談だが、「ガブリエラ戦役」は、この後、二年ほど続き、そして決着を見た。

　その間かん、ベティスとルーアル・ソシエダイのあいだにはまだ紆う余よ曲きよく折せつがあり、白兎騎士団しろうさぎとベティスのあいだに多少の波風が立ったりもしたが、和平の枠組みが破は綻たんすることはなかった。














ガブリエラ戦記　完
















　前巻のあとがきでお出しした問題にはお答えいただけましたか？　そうです、正解は……本編をお読みいただければおわかりですね。まだの方は、どうぞ本編を読まれて、その目でご確認ください。




　というところで改めて。




「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」→「ガブリエラ戦せん記き」と続いてきた「白はく兎とシリーズ」の本編は、この「ガブリエラ戦記Ⅵ」にて終了となります。長い間の応援、ご愛あい読どく、まことにありがとうございました。

　本編は終わりましたが、この後、白はく兎と騎士団の団員たち各人の現在と未来に触れる、ボーナスステージ、あるいはエクストラステージとでも言うべきパートを載せた「ガブリエラ戦記　終しゆう劇げき　白兎騎士団しろうさぎの大団円」が二月に出ます。

　ウェブに載せた短編三本（一本は前後編）が同時収録されるその本が「白兎シリーズ」の本当の意味での最終巻になります（読者投票の結果も載る予定）。

　どうか最後までお付き合いくださいますよう、お願いいたします。




　さて、本編最終巻ということで、少し昔を振り返ってみましょうか。

「鋼鉄の白兎騎士団」第一巻の奥おく付づけを見ると、初版の発行日が二〇〇五年一二月一二日となってますね。ってことは、たぶん発売日は一一月の三〇日。丸七年が経ったことになります。

　発売月が一一月なら、原稿を書き始めたのはもっと前。おそらく夏頃には書き始めていたはずです。「終劇」の原稿を入れたのがつい先日ですから、足かけ八年にも亘ってガブリエラと彼女の仲間たちの物語を書き続けてきたことになります。

　本巻が十七冊めで、「終劇」で十八冊め。よくぞ続いたものです。

　長かったような、でも振り返るとあっという間まだったような。

　そして、もうガブリエラたちのことを書くことがないのだと思うと、やはりちょっと感かん傷しよう的てきになりますね。




　いま振り返ると、この「白はく兎とシリーズ」こそが舞まい阪さか洸こうという作家のポジションを決めた作品だったのかもしれません。

　業界の主流であろうとなかろうとおかまいなしに、「西洋ファンタジーふうで戦術と戦略を前面に押し出した作品を書いてね」というリクエストが来ますもの（笑）。

　まぁ、あくまで「ふう」というのがミソですが。

　でも、一時期は孤こ軍ぐん奮ふん闘とうっぽかった「白兎シリーズ」ですが、最近はこの手の「西洋ファンタジーふう」の作品が増えてきて心強い。

　同じファミ通さんで言えば、むらさきゆきやさんの「覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ」とか、似たような方向性ですね。そしてこれが面白いから困る（笑）。わたしの新シリーズが出るのはたぶん夏になると思うので、それまでこの手の作品（戦術と戦略メインの西洋ファンタジーふう）を読みたい人は、「アルティーナ」を読むといいですよ？




　それはさておき、本題に戻りますが。

　舞阪洸という作家のイメージを確立したのは「白兎シリーズ」だったのではないかと思う、という話です。

　たぶん、読者さんに対しても、業界（各編集部や書店さん）に対しても。

　まぁ「白兎」の場合は他メディア展開もせず（一時期、漫画化の話は出ましたけど、結局、実現せず）細々と続けていたのですが、それでも十冊を超える長期シリーズではありましたし、他に似たような作品が少ない上、伊藤ベンさんのイラストの力もあって、それなりに注目はされてたように思います。

　なので、大げさに言えば、舞阪洸が生き残るためのポジションを確保してくれた作品……ってことになるのかな？

　幾いくつか提出したネタの中からこの企画を選んでくれた初代担当Ｋ崎様と、このシリーズを無事にエンディングまで導いてくれた二代目担当Ｓ谷様には、伏して謝しや辞じを捧げたいと思います。

　ありがとうございました。

　そして初代イラスト担当の伊藤ベン様、二代目イラスト担当優ゆう木ききら様、数多くの素敵な白兎の騎士たちを描いてくださって本当にありがとうございました。

　いい担当さんといいイラストレーターさんに恵まれた本作は、とても幸せなシリーズとなりました。

　そして七年前、舞阪を拾ってくれたファミ通文庫現編集長のＫ西様、まことにありがとうございました。

　そして何より誰より、「白兎シリーズ」を応援し続けてくれた読者の皆々様、本当にありがとうございました！




　さて、本編は終了しましたが、シリーズはあと一冊、残っています。

　とはいえ、その原稿ももう完成して入稿済ですから、わたしの中では「白兎シリーズ」は終了したなぁ、という感じです。

　もちろん本が出るまでにはまだ細かな作業が幾つか残っていますし（あとがきとか、著者校とか）、本当に終わったのを実感するのは、きっと最後の一冊が形になってから、あるいは発売されてからになるのでしょう。けれど、そろそろ意識を新シリーズに切り替えないといけないな、と思っています。

　いちおう次のネタも企画会議を通っていますので、夏頃には出せるのではないかな？　どうかな？　というところです。

　方向性的に「白兎」の路線を踏とう襲しゆうする形になりそうですが、中身はもう少しガチ寄りになるのではないかと。お色気は残しつつ。そこは大事ですよね？（笑）




　さて、ここで話題を変えていつもの札さつ幌ぽろネタを。

　じつはこの「ガブ戦Ⅵ」の原稿を書いている最中に、札幌移住二周年を迎えました。だから何って感じですが（笑）。でも、もう二年経ったのかと思うとちょっと驚きます。同時に月日の流れの速さにぞっとします。あ、そうだ。ということは、来夏に始まる（予定の）新シリーズは、完全完璧に札幌生まれってことになりますね。だから何って感じですが（笑）。

　二回冬を乗り切り、今度で三回目。さすがにいろいろとわかってきました。効率的な暖だん房ぼうの仕方とか、車の雪下ろし＆駐車場の雪かきの仕方とか、雪道の歩き方とか。

　体のほうもだいぶ寒さに慣れました。気温がプラスなら、手袋なしでも歩けるくらいには。いや、この事実には我ながらビックリです。所ところ沢ざわ在住の頃は、気温一桁になれば手袋とタイツは必ひつ需じゆ品ひんだったのに。ここでは気温が〇度前後なら、手袋もタイツも要りませんよ。

　人間（の体）は寒さには慣れるものなのだなぁと実感してます。

　札幌の積せき雪せつの平年値、一二月一一日で十四センチらしいですが、今年はもう三十センチ以上積もっています。完全に根雪ですね。このまま春まで雪の中での生活になります。生まれてからずっと雪の積もらない場所で生きてきたので、こうして雪の中で暮らすのは少し刺激的で少し面白いです。




　ということで、最後に恒こう例れいの今後の予定などを。

　すでに触れましたが、来月、二月には「ガブリエラ戦記 終劇 白兎騎士団しろうさぎの大団円」が出る予定です。

　三月にはＭＦ文庫Ｊさんから「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅲ」が出る予定。わたしがちゃんと原稿を書けば。そして、どうやら「ナーガ」は漫画化されるみたいですね。二巻の帯にそう書いてありましたもの。って、どうして他ひ人と事ごとみたいな書き方をする!?　いや、わたし、まだ詳細を知らないのですよ。年明けくらいには具体的な形が見えてくる？　かも？

　その後は、夏頃に「ナーガ」の四巻？　同じく夏頃にファミ通さんの新シリーズ開始、かも？　秋口に富ふ士じ見みファンタジア文庫さんで新シリーズ開始？　かも？　しれない？　とまぁ、そんな予定です。

　とはいえ、予定はあくまで予定、決定には非あらず……なので、気長にお待ちいただけると嬉しいです。

　ファミ通さんの新作については、スケジュールとか確定すれば、FエフBビー onlineオンラインで告知とかあるのでは？　ないかな？

　この他にも現時点ではどうなるかわからないモノが一つ、二つ、あるのですが、そちらに関してはまだ何も触れられませんね。多少なりとも具体的になったら、その時点でどこかでお知らせします。




　では来月に、「ガブリエラ戦記終劇白兎騎士団の大団円」でお目にかかりましょう！

　シリーズの最後を、どうかその目でご確認ください。








二〇一二年一二月吉日　舞阪＠あと何日かするとデビュー二十周年 洸
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